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　あとがき











　まるで太陽が落ちてきたようだ。

　遠く離はなれた丘おかの上から、鮮あざやかな朱しゆ色いろに染まった大地を呆ぼう然ぜんと眺ながめ、幼い少年はそう思った。

　ほんの一時前まで、何事もなく平和だった街が、夜空を真昼の如ごとく照らすほどの大火に包まれた光景。

　城が、家が、畑が、犬が、豚ぶたが、子供が、老人が、全て炎ほのおに焼かれ消えていく。

　そんな地じ獄ごくの中で、黒い大きな影かげだけが揺ゆらぎもせずに立っていた。

　少年にとっては見上げるほど高い家々さえ、まるで玩がん具ぐのように踏ふみ潰つぶす巨きよ大だいな人型をしたそれは、闇やみのように黒い手で、光り輝かがやく剣けんを無造作に振ふるう。

　その度に、刃から吹き出した炎が大だい蛇じやの如く這はい回り、無機物も生物も全て吞のみ込んでいくのだ。

　誰だれもそれを止める事はできない。

　止めようとした城の君主ロードや兵士達は、とっくに消し炭すら残っていないのだから。

　炎が出たのは街の中心で、少年の家があったのは街の一番外側。

　だから何とか、彼と家族は火の届かぬ丘まで逃げ延のびる事ができた。

　けれども、街で暮らしていた住人のほとんど、何万という命が、勢いよく広がる炎に囲まれ、焼かれ苦しみ死んでいったのだ。

　パン屋の息子むすこ、ケンティは逃げ切れなかっただろう。

　幼おさな馴な染じみの少女、アマルタの住む家は、彼の目の前で燃え落ちていった。

　喧けん嘩か友達のフリオも、優しかったペソアスおじさんも、みんな、みんな死んでしまった。

　その間、少年は両親に手を引かれて走るのに必死で、何一つできなかった。

　畑仕事の合間を縫ぬっては、木の枝から作った粗そ末まつな剣を振り回し、聖印クレストを輝かせて悪と戦う正義の英えい雄ゆうを気取っていたくせに。

　子供ならば誰もが抱いだく全能感を、少年はこの日、大切な人達の命と共に焼き尽つくされた。

　そして、己が矮わい小しようで無力な存在だと知ったうえで、強大な黒い巨きよ人じんを睨にらみつける。

「……絶対に、強くなってやる！」

　それは、奪うばわれたモノに対する復ふく讐しゆうを果たすためか。

　それとも、刻みつけられた恐きよう怖ふに抗あらがうためか。

　己でも分からぬまま、少年は街が灰となり、巨人が黒い霧きりとなって消えるまでの全てを見届けた。







　【一章　闘とう争そうの役者】




　大陸の中心、エーラムの遥はるか西に存在する島・エストレーラ。

　幻想詩連合フアンタジア・ユニオンに所属する地域だが、敵対する大工房同盟フアクトリー・アライアンスの領域からは遥かに離れていたため、世界を二分する大戦の火の粉はいまだ遠い。

　とはいえ、平和かと問われれば、誰もが首を横に振るだろう。

　島を統一する強大な君主ロードが居ないため、小領主同士の小競り合いが続き、そして何よりも、混沌カオスによる被ひ害がいが大きかったからだ。

　混沌──この世界に満ちる超ちよう常じようの力。

　水が上に向かって流れ、火にかけたのに氷こおり、何もしていないのに煮にえたぎる。

　そんな有り得ない現象を引き起こす、自然率ロウを乱すエネルギー。

　無秩序の塊かたまりたるそれは、時に混沌投影体カオス・プロジエクシヨン──異世界の存在である鬼おにや竜りゆう、天使や悪あく魔ま、果ては神と呼ばれる存在の姿をとり、人々に牙きばを剝むく。

　この地は特に混沌の濃のう度どが高いため、そのような災害が頻ひん発ぱつしていた。

　全人類共通の敵と言ってよい混沌。

　その脅きよう威いに晒さらされながらも、同族間での殺し合いを止められぬのが、人間という種の罪深い性さがであったが。

　エストレーラの南部、石の転がる荒あれた道を、白馬に乗った若々しい金きん髪ぱつの君主を先頭に、二百近くもの兵が行軍していた。

　兵士は皆、盾たてや鎧よろいに翼つばさの生えた馬・ペガサスの紋もん章しようを刻んでいたが、最さい後こう尾びを歩く三十名ほどだけは紋章もなく、てんでバラバラな装備をしている。

　その中の一人で、まだ顔に幼さの残る、だが鋭するどい目つきをした十五歳くらいの少年・ロイは、不意に隊列から離れると、側そばの麦畑に歩み寄った。

　そして、複雑な曲線で構成された黒い模様──邪紋アートの刻まれた手で、畑に実る麦の穂ほをそっと摑つかむ。

　そこには、麦の粒つぶが二つ三つしか実っていなかった。

　ロイはしゃがみ、畑の土を手で掘ほってみたが、とても固く匂においがしない。

　種まきの前に土をよく耕していないし、前年の収しゆう穫かくが終わったあと、クローバーやカブを植え、それを家か畜ちくに食わせて糞ふんを肥料とし、大地に栄養を与えていないのだ。

　そのせいで、収穫率がこんなにも下がってしまっている。

　これでは、今年の冬は餓が死し者が出てしまうだろう。

　しかし、ここの農民達が怠たい惰だなせいで、この事態を招いた訳ではない。

　道行く武装した集団を、遠くから怖こわ々ごわと眺める彼らは、誰もが麦の穂と同じくらい瘦やせ細っていた。

　畑を深く耕す力も、収穫のあとに肥料を作る余よ裕ゆうもなかったのだろう。

　それを招いたのが、この地を治める君主の愚おろかしさであるのは疑いない。

「ロイ、土遊びしてると置いていくぜ」

　背後から呼ぶ声が響ひびいてきて、ロイは掌てのひらの土を払はらうと、隊列の一番後ろで彼を待っていた、弓を背負う青年の下もとに駆かけ戻った。

「何か面白い物でも埋うまってたか？」

　陽気に問いかけてくる青年・ブルメオに、ロイは淡たん々たんとした声で答える。

「ここの領主を殺すのに、遠えん慮りよがいらないのは分かった」

「ははっ、そいつは最高のお宝だな！」

　ブルメオは愉ゆ快かいそうに笑って彼の肩を叩たたく。

　ロイは黙だまってそれを受け入れながら、左右の腰こしに差した剣の柄つかを、いつもより少しだけ強く握にぎるのだった。




　　　　◇




　麦畑を抜ぬけた先の広い草原に、その城は悠ゆう然ぜんと建っていた。

　真新しい石造りの城じよう壁へきはとても高く、背せ丈たけの八倍はあろうか。

　この周囲は農耕に適した平地だが、代わりに石材の取れる山は遠い。

　虚きよ栄えい心しんの塊である強固な城を築くために、いったいどれだけの民が酷こく使しされたのだろうか。

　畑だけでなく、城一つ見ても、領主の所行が分かろうというものだ。

　ペガサスの紋章を抱いた軍団は、城から矢の届かぬ位置で静止する。

　そして、白馬にまたがった君主が声を張り上げた。

「我はアンドリーニ・パラジェンテ。この地を悪しき領主、ペニアコル男爵の手から解放するために馳はせ参さんじた」

　若々しく見み目め麗うるわしい君主・アンドリーニは、城の中に居る君主とその兵士に向けて、芝しば居いがかった声で呼びかける。

「罪を悔くい、大人しく投降するがよい。さもなくば、今まで重ねた悪行の対価、その血で支し払はらって貰もらう」

　倒たおされるべき悪はそちらであり、正義はこちらにある。

　その宣言は、戦を正当化する大義名分でしかない。

　アンドリーニがこの地に赴おもむいたのは、哀あわれな民への情けではなく、胸に宿る野心のためであったから。

　もっとも、城に立て籠こもるペニアコル男爵が暗君なのは、疑いようのない事実であったが。

「さあ、返答はいかに！」

　若き君主の最後通告に、城門の上から返ってきたのは、白旗ではなく矢の斉射だった。

　足下に突つき刺ささった交戦の意志を、アンドリーニは冷ややかに見下ろすと、装備が統一されていない、ロイ達の部隊に歩み寄る。

「相手は籠ろう城じようを決め込むようだが、崩くずせるか？」

　その質問に、部隊の長である精せい悍かんな三十代半ばの男は、ニヤリと笑みを返す。

「雇やとい主ぬしの命令とあらば、城だろうと竜の巣だろうと突とつ撃げきするのが傭よう兵へいのお仕事だ。ちゃちゃっと命令してくれ」

「ふっ、そうであるか」

　精悍な隊長・ジラファの気負わない、だが自信の込められた言葉に、アンドリーニも笑みを浮うかべ、そして命じた。

「では山猫リユンクス隊たいよ、見事あの城を落としてみせよ！」

「「「おぉぉぉ───っ！」」」

　君主の号令に鬨ときの声で応じ、金で雇われて戦う三十名の傭兵団は駆け出した。

　だが、それを城壁の上から見守る、ペニアコル男爵の兵士達は、むしろ余裕の笑みを浮かべていた。

　傭兵団は破は城じよう槌ついどころか、ハシゴの一つも持っていなかったのだ。

　これでは城門を破れぬし、高い城壁を越こえる事もできない。

　城の中に入れぬ敵を、安全な高所から一方的に弓矢で射ればいい。

　楽な仕事だと、壁かべの隙すき間まから矢を射ようとした弓兵の頭が、ボッという音を立てて弾はじけ飛ぶ。

「な、何だっ!?」

　隣となりで弓を構えていた兵士達は、仲間の頭が突とつ然ぜん吹き飛ぶのを見て、驚きよう愕がくの叫さけびを上げる。

　矢で射られた傷ではない。

　そもそも、石の壁に隠かくれた彼らを、どうやって攻こう撃げきしたというのか。

　訳が分からず混乱する彼らは、頭を失った死体の近くに、奇き妙みような物があるのを見付ける。

「鉄の球？」

　卵大の金属球が血で赤く染まり、城壁にめり込みながらも力を失わず、クルクルと回っていたのだ。

　これが仲間の頭を吹き飛ばした凶きよう器きだろう。

　だが、どこから、どうやって？

　その疑問に答えが出るよりも早く、二人目の頭が吹き飛んだ。

「ひいっ!?」

　兵士達は悲鳴を上げながらも、今度こそ鉄球がどこから飛んでくるのかを知る。

　それは頭上、城壁の遥か上まで飛んできた鉄球が、まるで獲え物ものを狙ねらう鷹たかのように、突とつ如じよ急降下してきたのだ。

　ありえない軌き道どうを描えがく、その魔ま弾だんを放っていた張本人は、身みの丈たけを超こえる弓を構えた青年・ブルメオ。

「ひと～つ、ふた～つ」

　彼はのんびりと数をかぞえながら、腰の袋ふくろから鉄球を取り出す。

　良く見ると、それには螺ら旋せん状のミゾが彫られている。

　そして、彼の腕にもよく似た黒い模様が刻まれていた。

　邪紋──ロイの肌はだにも刻まれている、人々から邪じや悪あくと忌き避ひされる力の証。

　指先まで伸のびるその螺旋模様から、赤い血が溢あふれ出し、鉄球のミゾに絡からみ付く。

　それを、並の男では三人がかりでも引けぬ、固い弾弓で撃うち放つ。

　天高く舞まい上がった鉄球は、目を凝こらさねば気付かぬほど細い、血の糸でブルメオの指と繫つながっており、そこから流れ込む意志と力によって、慣性も重力も無視した軌道を描えがき、次々と隠れた敵兵の頭を吹き飛ばしていった。

「狼狽うろたえるな、盾を頭上に掲かかげて防ぐんだ！」

　魔弾の犠ぎ牲せい者しやが十を数えた頃ころ、ようやく我に返った兵士長の命令により、兵士達は防ぼう御ぎよの態勢を築くが、それはもう遅おそすぎた。

　ブルメオの目的は時じ間かん稼かせぎでしかなかったのだから。

「お疲つかれさん、あとは任せたぜ」

　血を消費した疲ひ労ろうも見せず、陽気な顔で肩を叩いてくる仲間に、ロイは笑いもせず頷うなずき返す。

「あぁ、切り崩す」

　左右の腰に差した二本の剣けんを両手に構えると、彼は地を蹴けり走り出す。




　その足に刻まれた、燃え盛る炎を思わせる邪紋が、彼を疾しつ風ぷうのごとく加速させる。

　魔弾を恐おそれて亀かめのように固まっていたペニアコル男爵の兵士達が、矢を射て妨ぼう害がいする暇ひまもなく、ロイは城壁に辿たどり着く。

　そして、高くそびえる壁を蹴って駆け登のぼった。

「馬ば鹿かなっ!?」

　信じられぬと叫んだところで、現実は変わらない。

　馬鹿な事、ありえない事を起こすのが、この世界に満ちる超ちよう常じようの力──混沌であり、それを体内に取り込んだ証が、複雑な黒い曲線──邪紋。

　混沌投影体と変わらぬ邪悪な、だが強力なその能力をもって、戦場という舞ぶ台たいで踊おどり続ける闘とう争そうの役者。

　それが彼ら、邪紋使いアーテイスト。

　平へい坦たんな道を歩むように、垂直の壁を駆け抜けたロイは、城壁の上に降り立ち、驚愕する兵士達に双剣を見み舞まう。

「しっ！」

　絶え間なく繰くり出される左右の剣は、竜たつ巻まきのように次々と敵を切り裂さき、血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらす。

　止める者もなく、城壁の上を駆け抜けていくロイ。

　その前に、一人の大おお柄がらな男が立ちはだかる。

「好き放題やってくれたな、小こ僧ぞう」

　鉄の棍こん棒ぼうを構えた男の、髪かみ一本ない剃そり上げられた頭皮には、ロイ達と同じように黒い模様が刻まれていた。

「邪紋使い……」

　現れた強敵を前に、ロイはむしろ嬉うれしそうに口元を吊つり上げた。

　それを嘲ちよう笑しようと取ったのか、棍棒使いの男は頭を怒いかりの朱しゆで染め、襲おそいかかってくる。

「爆はぜよっ！」

　全力で振ふり下ろされた、岩をも砕くだく重い一いち撃げき。

　だが、疾風の如ごとき双剣使いを捉とらえるには、あまりにも速さが足りない。

「遅い」

　ロイは容易たやすく棍棒をかいくぐり、男の腹を薙なぎ払う。

　しかし、出たのは赤い血ではなく、キンッという金属の弾はじかれる音だった。

「むっ……」
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　刃はこぼれした己の剣を見て、僅わずかに眉まゆを動かすロイに、棍棒使いの男は勝ち誇ほこって笑う。

「無む駄だだ、俺の体は竜りゆうの牙きばだろうと通さん！」

　見れば、男の全身が鈍にぶい銀色に変わっている。

　邪紋の力によって、皮ひ膚ふを鋼鉄の如く硬こう質しつ化させているのだ。

　本当に竜の牙で試した事はないだろうが、そう豪ごう語ごするだけの自信と実力は窺うかがい知れた。

「お前に勝ち目はない、大人しく死ねい！」

「うるさい奴やつだな」

　戦士ならば口よりも手を動かせと、ロイは再び棍棒使いに斬きりかかる。

　だが、どんな斬ざん撃げきも刺し突とつも、鋼鉄の皮膚に弾かれてしまう。

　全ての攻撃を避さける邪紋使いと、全ての攻撃を防ぐ邪紋使い。

　先に体力が切れて敗北するのは、大きく動き回っているロイの方だろう。

　そう悟さとり、余よ裕ゆうを浮かべる棍棒使いの両目に向け、ロイは双剣で突きかかる。

「ちょこざいなっ！」

　流石さすがに眼球までは鋼鉄に変えられぬのか、棍棒使いは上体を反らして初めて攻撃を避けた。

　崩れたその体勢が戻もどるよりも早く、ロイは両足の力を爆ばく発はつさせ、渾こん身しんの体当たりをかます。

　矢避よけの壁なんて阻はばむ物もない、城の内側へと。

「小僧っ!?」

　狙いを察したところでもう遅い。

　狭せまい城じよう壁へきの上から突き飛ばされた棍棒使いは、ロイを上に乗せたまま落下する。

　背せ丈たけの八倍はあろう高所から落ちれば、たとえ鋼鉄の皮膚や骨は無事でも、柔やわらかい脳や心臓が耐たえられない。

　巨竜の足あし踏ぶみよりも凄すさまじい音を立て、城の中庭に墜つい落らくした棍棒使いは、口から血ち反へ吐どを吐はいて白目を剝むくのだった。

　意識を失った事で邪紋の力も消え、肌の色が戻っていく敵の上で、ロイはフラフラと立ち上がる。

「痛え……」

　棍棒使いの体を間に挟はさんだとはいえ、落下の衝しよう撃げきが全て消えるはずもない。

　両足の骨が軋きしむ感覚に、彼は顔をしかめ呟つぶやきを漏もらす。

　不死身の邪紋使いが、城で最強の戦士が、こんな子供に負けた。

　そのショックで凍こおり付き、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた兵士達を動かしたのは、今の今まで城の中に隠れていた、腹の膨ふくれた中年の男・ペニアコル男爵の声だった。

「何をしておる、敵は弱っているぞ、槍やりで囲み討ち取るのだ！」

　弱っていると思うなら、あんたが戦えばいいだろう。

　そんな愚ぐ痴ちを頭に浮うかべながら、兵士達は言われたとおりロイを囲む。

　ただし、それもまた遅おそすぎた。

　ブルメオの放った魔弾が、ロイが城壁を駆かけ上るまでの時間稼かせぎだったように、ロイが城中で暴れ回っていたのも、真打ちが登場するまでの陽動にすぎなかったのだから。

　槍を構える兵士達の背後で、不意にズンッと重い音が鳴なり響ひびく。

「えっ……？」

　振り返った兵士達は、我が目を疑った。

　大人の胴どう体たいよりも厚く、破城鎚を用いてもそう容易く破れぬ城門を、真っ黒い刃が貫つらぬいていたのだ。

「遅えよ」

　文句を言うロイの前で、黒い刃はチーズでも裂くように、やすやすと城門を切り刻む。

　瓦が礫れきと化した門の向こうから現れたのは、黒い大剣を担かついだ傭よう兵へい団の隊長・ジラファ。

　その後ろでは、邪紋を持たぬ、だがいくつもの戦場を越こえてきた歴戦の傭兵達が、各々の得物を光らせていた。

「蹴け散ちらせっ！」

「「「うおおおぉぉぉ───っ！」」」

　ジラファの号令に応じ、山猫隊の猛も者さ達は雄お叫たけびを上げて、城内へと駆け込んでいった。

　切り札の邪紋使いを倒たおされ、城門を破られてはもう勝ち目がない。

　絶望し、抵てい抗こうする気力を失った兵士達は、次々と討ち取られていく。

　そこへ、城門すら切り裂いた黒い大剣──魔剣カオスブレードを携たずさえたジラファが歩み寄ってくるのを見て、ペニアコル男爵もついに観念する。

「我の負けだ、降こう伏ふくするっ！」

　膝ひざをつき敗北を宣言した男爵の姿に、誰だれよりも安あん堵どしたのは城の兵士達だったろう。

　武器を投げ捨て君主に続いた兵士達を見て、傭兵団も刃を下ろした。

　丁度そこへ、本隊を引き連れたアンドリーニが到とう着ちやくする。

「ジラファ隊長、お見事だった」

「なに、俺は大した仕事をしてないさ」

　ねぎらいの言葉に肩かたを竦すくめ、ジラファは最大の功労者であるロイを指差す。

　アンドリーニは年若い少年に驚おどろきと感心の目を向けたあと、馬を降りペニアコル男爵の前に立った。

「民に重税と労役を課してまで築き上げた城も、脆もろいものだったな」

「くっ……城壁の増強は父から引き継ついだ仕事だ、止める訳にはいかなかったのだ！」

　自分より年下の若造に皮肉を浴びせられ、ペニアコル男爵は屈くつ辱じよくで顔を歪ゆがませながら、必死に言い訳を並べる。

「そもそも、君主あっての民だろう？　君主を守る城を築くのは、民を守るのと同じ事。我は何も間ま違ちがってなどいない！」

「御ご託たくはいい、聖印クレストを置いて早々にこの地を去るがよい」

　見苦しいと顔を歪ませ、下された宣告に、男爵の顔からサッと血の気が失せる。

「ま、待ってくれ、貴き殿でんに従属を誓ちかう、だから──」

「配下に加えるだけの価値が、貴方あなたにあるとお思いか？」

　足にすがりついてこようとする惨みじめな敗者に、アンドリーニは剣を向ける。

「さあ、聖印か、死か」

「ひっ……」

　喉のど元もとに切っ先を突つき付けられ、ペニアコル男爵は悲鳴を上げると、震ふるえながら右手を差し出した。

　その手の甲こうに、光り輝かがやく幾き何か学模様が浮かび上がる。

　これこそが聖印──君主を領主たらしめている証。

　それは天恵ギフトと呼ばれる、邪紋使いの能力とは似て非なる強い力を持ち主に与あたえるが、真の価値は別にある。

　この世界に災いをもたらしている、諸悪の根源たる混沌。

　聖印はそれを打うち払はらい、秩ちつ序じよを、当たり前の法則を取り戻し、人々に安あん寧ねいをもたらす事ができるのだ。

　だからこそ、聖印の持ち主は爵しやく位いとそれに相応ふさわしい領地を与えられ、君主として人々の上に立つ事を許されている。

　逆を言えば、聖印を失った者に領主たる資格はない。

「う、くぅ……」

　絶望のあまり涙なみださえ浮かべるペニアコル男爵は、親から引き継いだだけの聖印を笠かさにきて、血も汗も流さず放ほう蕩とうを重ねてきたような男だ。

　そんな彼が聖印を──力も領地も失えば、どんな末路が待っているかは想像に難くない。

　だが、断れば命すら絶たれてしまう。

　よって、選せん択たくの余地などなく、その言葉を紡つむぐしかなかった。

「わ、我、ペニアコル・ルマゼンは、我が聖印を汝なんじに捧ささげる……」

　手の甲に浮かんだ幾何学模様が、男爵の下もとから離はなれ宙ちゆうに浮く。

　それに、アンドリーニは自らの右手を寄せた。

「我、アンドリーニ・パラジェンテは、汝の聖印を貰もらい受ける」

　彼の手に浮かんだ模様が、宙に浮かんだ男爵の模様と重なり、光り輝きながら一つとなる。

　これで聖印の譲じよう渡とは終わり。

　アンドリーニはより強い力と、広大な領地を得て、ペニアコルは常人となり男爵でもなくなった。

「貴方に恨うらみを抱いだく民が、鋤すきを手に駆け付けてくる前に、早々に立ち去るがよい」

　せめてもの情けだとばかりに、乗馬を一頭与えてやるアンドリーニを、ペニアコルは睨にらみ返す力もなかった。

　馬に揺ゆられ去っていく小さなその背中は、実に憐あわれみを誘さそうものだったが、彼の所行を知る城の兵士達は、駆け付け供を願うような事はなかった。

　その静まった空気を払うように、ジラファが魔剣を掲かかげ勝ちどきを張り上げる。

「アンドリーニ・パラジェンテ子爵に栄光あれっ！」

「「「栄光あれっ！」」」

　武器を掲げ大地を踏ふみならす部下達に、アンドリーニは手を上げて応じながらも苦笑する。

「子爵を名乗るのはまだ早いだろう？」

「正確には準子爵といったところでしょうが、なに、時間の問題でしょう」

　傍かたわらに控ひかえた細ほそ面おもての魔メ法イ師ジがそう言うと、アンドリーニは満まん更ざらでもない表情を浮かべ、自らも声を張り上げ、部下達の勝ちどきに交ざるのだった。

　勝利の合唱が鳴り響くなか、ロイは一人、地面に埋うまった棍こん棒ぼう使いの下に戻もどる。

　意識は失っていたが、辛かろうじて生きているのだろう。

　苦しそうに上下する男の胸に、少年は容よう赦しやなく剣を突き立てた。

「がっ……！」

　血を吐はき、目を見開いたのも一いつ瞬しゆんの事。

　二度と覚めぬ眠ねむりについた男の体が、激しい痙けい攣れんを始める。

　彼に刻まれた黒い曲線こと邪紋が、死んだ主の肉体を蝕むしばみ出したのだ。

　無数の線は棍棒使いを喰くらいながら、中心に向けて集まっていき、最後は一つの球体となる。

　これが混沌核カオスコア──収束した混沌の結けつ晶しようであった。

　放っておけばいずれ発散し、再び混沌となって様々な災さい厄やくを引き起こすだろう。

　だからロイは、邪紋が刻まれた自らの手を、混沌核の中に突っ込こんだ。

「……っ」

　身を焼かれるような熱と共に、混沌が彼の邪紋に流れ込んでいく。

　そうして混沌核は消え去り、ロイに刻まれた紋もん様ようは、力が増えたのを誇こ示じするように、線を増やし鈍にぶく輝くのだった。

　あとには何も残らない。

　精神に刻まれた聖印は、心が屈くつすれば他者に渡わたす事ができたが、体に刻まれた邪紋は、持ち主の命が続く限り離れる事はない。

　そして、強大な力を振ふるってきた代だい償しようとして、死ねば遺体すら残らず消え去るのが、邪紋使いの逃のがれられぬ宿命。

　故に、彼らは人々の記き憶おくに残るため、己の流儀スタイルを全力で世界に示す。

　勝者は全てを得て、敗者は全てを失う戦乱の大地。

　皆が勝ちどきを上げ続けるなか、一人佇たたずむ双剣の傭兵は、この世界にどのような形で己を示すのか。

　それはまだ、彼自身すら知らなかった。







　【二章　混沌の来訪者】




　日が傾かたむき始めても、領主が代わった城の中庭では、大勢の人が飲めや歌えと騒さわぎ続けていた。

　子爵まであと一歩の所にまで迫せまった、アンドリーニの勝利を祝うその宴うたげには、彼の部下や傭よう兵へい団だけでなく、近きん隣りんの村人達も集まっている。

　前領主ペニアコルの下で餓うえ苦しんできた彼らを労いたわり、ご馳ち走そうが施ほどこされると伝えられたからだ。

　熱々のパンと羊肉、そして麦酒ビールを振る舞まわれた村人達は、涙を流して新領主を褒ほめ称たたえる。

　たとえ、それが今後の統治を円えん滑かつに運ぶための、人気取りであろうとも。

「好きなだけ飲み、食らい、腹を満たすがよい。民あっての君主ロードなのだから」

　拝んでくる領民一人一人に、アンドリーニは優しく微笑ほほえみかける。

　名優も舌を巻くほど、見事な演技を披ひ露ろうする君主の姿を、ロイは遠くから冷めた目で眺ながめていた。

「あら、こんな所に居たのね」

　ふと横から透すき通るような声をかけられ、ロイは顔を上げる。

　そこには、肌はだも髪かみも真っ白く、大気に溶とけて消えてしまいそうな儚はかない空気をまとった、美しい女性が立っていた。

　彼女の名はリオン、傭兵団おつきの軍医であった。

　今までずっと怪け我が人──ほとんど城を守っていた敵兵だが──の治ち療りようをしていたのだろう。

　ゆったりとしたローブは所々が赤く染まっていたが、彼女はそれを気にした様子もなく、ロイの足下にしゃがみ込んだ。

「ブルメオから聞いたわ、城じよう壁へきから落ちて足を怪我しているんでしょう」

「余計な事を……」

　お喋しやべりな弓使いの顔が浮うかび舌打ちすると、リオンは口に手を当て上品に笑った。

「ふふっ、やせ我が慢まんは男の子の専売特許だけれど、体が資本の傭兵が、怪我を隠かくすのは感心しないわよ」

「…………」

　全くもってその通りだったので、ロイは反論せず、リオンの好きにさせた。

　彼女は靴くつを脱ぬがせズボンの裾すそをめくると、現れた邪紋アートの刻まれた足を、白い指でスッとなぞり、肩かたに下げたバッグから薬の入った小こ瓶びんを取り出す。

「ちょっと冷たいわよ」

　いったいどんな薬草を混ぜ合わせた物なのか、酷ひどい臭においのする緑色の液体を、リオンは掌てのひらに乗せてロイの両足に塗ぬり広げる。

　そして、上から包帯を巻き付けると、おまじないでもかけるように、人差し指でトンッと軽く叩たたくのだった。

「はい、おしまい」

「……感謝する」

　足に残っていた鈍い痛みが、噓うそのようにスッと消えて、ロイはぶっきらぼうに頭を下げる。

　それを見たリオンは顔を綻ほころばせ、彼の頭に手を置くのだった。

「ふふっ、どういたしまして」

「……やめろ」

　子供扱あつかいされたロイは不ふ機き嫌げんな顔になり、彼女の白い手を払はらう。

　すると、リオンはより笑みを深めながら、急に話を変えた。

「君主様を嫌いやそうに睨んでいたけれど、何か不満なのかしら？」

「……別に」

　ロイは否定し視線を逸そらすが、美人軍医がその程度で誤ご魔ま化かされるはずもない。

「ペニアコル男爵──もう男爵ではないけれど、彼を生かして逃のがしたのが、そんなにも気にいらなかった？」

「…………」

　反論なき沈ちん黙もくは、何よりも雄ゆう弁べんな肯こう定てい。

　色素の薄うすいリオンの瞳ひとみに、あっさりと胸中を見み抜ぬかれ、ロイは観念して口を開いた。

「あの男は、どうせ死ぬ」

「えぇ、その通りでしょうね」

　同情など欠片かけらもないその予想を、リオンも全面的に認めた。

「何の後うしろ盾だてもない世せ襲しゆうの君主が、聖印クレストを失い領地を追われれば、長くは生きられないでしょう」

　領主の子として生まれ、領主となるための教育しか施されてこなかった者が、いまさら市し井せいに馴な染じむなど不可能だろう。

　肥え太っていようとも、仮にも君主だったのだから、剣けんの腕を活いかせば傭兵にはなれるだろうが、一度は支配者であった男が、命令される側に甘んじられるものかどうか。

「一思いに、殺すべきだった」

　その方が楽だったろうに、とロイは思う。

　なのに、アンドリーニが命を奪うばわなかったのは、慈じ悲ひや同情からではない。

　降こう伏ふくした敵を容赦なく殺す残ざん忍にんな男と、兵や民からの支持を失いたくなかったという、ただの打算。

「……偽ぎ善ぜんだ」

　胸むな糞くそが悪いと吐き捨すてるロイを見て、リオンはまた笑みを浮かべる。

　それが、邪紋使いアーテイストの傭兵という仮面からはみ出した、年相応の純じゆん粋すいさを好ましく思ったものか、青さを蔑さげすんだものだったのかは、判別がつかなかったが。

「けれど、偽善も善のうち。悪よりはずっとマシだと思うけれど？」

「…………」

　またもっともな言葉を返され、ロイは黙だまり込む。

　アンドリーニは野心家ではあっても、民を虐しいたげる暴君ではない。

　この地は今までよりずっと平和で豊かになり、誰だれもが幸せになれるだろう。

　その成果を前にして、元げん凶きようたるペニアコル一人の行く末など、取るに足りない問題でしかないのだろう。

「なのに、殺してやるべきだったと心配してあげるなんて、ロイは優しいのね」

「……悪い冗じよう談だんだ」

　とても誉ほめられた気がせず、ロイは苦い笑みを浮かべ、会話を切って立ち上がる。

　リオンは有能な医者であり、無口で無愛想な彼を気に掛かけてくれる数少ない人物なのだが、時々このように意地悪な問いを向けられるのが、どうにも苦手だった。

「どこへ行くの？」

「こいつを慣らしてくる」

　話し足りなかったのか、少々残念そうなリオンに、ロイは線の増えた手の模様を掲かかげると、切り刻まれた城門の瓦が礫れきを跨またぎ、宴の続く城から出て行った。







　夕日で真っ赤に染まる、人気のない草原。

　燃えるようなその光景に、嫌な記憶が脳裏をかすめながら、ロイは剣を抜ぬき邪紋を励れい起きさせた。

「ふぅー」

　体が熱くにえたぎり、力が満ちていくのをゆっくりと馴染ませてから、両手の剣を振ふり始める。

　戦の疲つかれが抜けきっていないというのに、彼の動きは昼間よりも一段速くなっていた。

　それは全て、棍こん棒ぼう使いから奪った邪紋のおかげ。

　君主の聖印、邪紋使いの邪紋は、他者から奪ったり混沌カオスの魔ま物ものを払う事で、長い修練など必要もなく、たやすく力を高められるのだ。

　混沌の大地において、人は一いつ瞬しゆんで変われる。

　少なくとも、見た目の力だけは。

「お～、若い奴やつは元気でいいね」

　一息吐ついて剣を止めたところで、後ろから拍はく手しゆが響ひびいてきて、ロイは汗あせを拭ぬぐい振り返る。

　そこには、酒しゆ杯はいを手にした山猫リユンクス隊たいの隊長、ジラファが立っていた。

「何の用だ、酔よっぱらい」

　馬ば鹿かにされた気がして、不機嫌そうに顔をしかめるロイに、ジラファは喉のどを鳴らして笑う。

「ははっ、そう怒るなよ。大した仕事もしなかったのに、タダ酒を飲むのは気が咎とがめてな。頑がん張ばった若者の稽けい古こに付き合ってやろうと思っただけだ」

　ジラファはそう言って酒杯を投げ捨て、虎とらを思わせる模様の刻まれた、右手を前に突つき出す。

　すると、邪紋から黒い霧きりが溢あふれ出し、それは収束して一本の黒い大剣となった。

　城門を容易たやすく切り裂さいた、混沌の結けつ晶しよう体である武器、魔剣カオスブレード。

　折れず、曲がらず、自分に最も合った形を成す、理想の兵器。

　それは、武器を手に戦う邪紋使いならば誰もが目指す、一つの到とう達たつ点であった。

「…………」

　いまだ魔剣を作り出せるほど、邪紋の力が強くないロイは、羨せん望ぼうを押おし隠しながらも、黒い刃から目を逸らせなかった。

　そんな彼を、ジラファは軽く手招きする。

「ほら来い、一本取れたら俺の邪紋を譲ゆずってもいいぞ」

　死なない限り、己の邪紋を人に渡わたせぬ事は、傭兵団の隊長とてよく分かっている。

　つまりは、少年の双剣などかすりもしないという宣言だった。

「吠ほえ面づらをかくなよ、酔っぱらい」

　舐なめるなと、ロイは静かに怒いかりをたぎらせ、両足の力を爆ばく発はつさせた。

　瞬またたく間まに距きよ離りを詰つめると、手加減など全くせず、止やむことのない連続攻こう撃げきを開始する。

　払い、薙なぎ、突き、打ち落とし、切り上げる。

　あらゆる方向から、時にフェイントも織り交ぜ、あらゆる方法で剣撃を見み舞まう。

　しかし、ジラファはその場から一歩も動く事なく、全ての攻撃を防いで見せた。

「くっ！」

　ロイは歯を嚙かみ締しめ、手足の速度をさらに上げるが、結果は何も変わらない。

　彼の剣を隊長が防ぐのではなく、隊長が構えた場所に彼が斬きりかかっていると錯さつ覚かくを覚えるほど、どうあっても攻撃が防がれてしまうのだ。

　邪紋の力で何かしている訳ではない。

　ジラファの魔剣は鉄をも断つが、予知能力はないし磁石でもない。

　つまり、単純な戦せん闘とう経験と技量──邪紋など関係ない、剣けん士しとしての技だけで、邪紋を使うロイの猛もう攻こうを凌しのいでいるのだ。

「お前、今日も随ずい分ぶんと無茶をしていたろ」

　攻撃を受け流しながら、ジラファは茶飲み話でもするように口を開く。

　その余よ裕ゆうの態度に、ロイはさらに苛いら立だちながら言い返す。

「だからどうした、あんたに迷めい惑わくはかけていない」

「まぁ、そうだがな。隊長だから部下の心配くらいするさ」

「…………」

　恥はずかしい事を言わせるなと、照てれ臭くさそうにするジラファに、ロイは無言で双剣を見舞う。

　心配されるくらい己がまだまだ未熟な事を、今まさに再認識させられ、つい力を込めながら。

「ああする以外、倒たおす方法はなかった」

　魔剣でもない普ふ通つうの剣では、鋼鉄の肌はだを持つ邪紋使いに、掠かすり傷一つ付けられなかったのだから、自分の判断は間ま違ちがっていない。

　ロイはそう断言するが、聞いたジラファの方は肩を竦すくめる。

「無理なら退ひいて、俺やブルメオの助けを待てば良かったんだよ。お前の仕事は時間稼かせぎで、邪紋使いを倒す事じゃなかった。命を危険に晒さらす必要はなかっただろう？」

「命の危険がない、戦場なんて無い」

「ははっ、ごもっともだ」

　これは一本取られたと笑ってから、ジラファはふと真顔になる。

「だからって、死に急ぐ事はないさ。命を賭かけるのと、命を粗そ末まつにするのは違うんだからな」

「……知ったような口をっ！」

　穏おだやかな目で見られる事が、対等ではない、格下なのだと愚ぐ弄ろうされているように感じられてしまい、ロイは歯は軋ぎしりし、八つ当たり気味に渾こん身しんの切り払いを見舞う。

　すると、ジラファは初めて攻撃を受け流しきれず、魔剣を上に弾はじかれてしまった。

「おっと」

「──っ！」

　勝機を見み逃のがすまいと、ロイは一気に踏ふみ込む。

　だが、頭に血の上っていない、普ふ段だんの冷静な彼であったなら、むしろ剣を引いていただろう。

　事実、それは誘さそいに過ぎなかった。

　ジラファは跳はね上がった剣を下ろすのではなく、膝ひざの力を抜いて自らが沈しずみ込むことによって、切っ先を一瞬でロイの胸元に向けてみせたのだ。

「──っ!?」

　勢いを止められず、まるで自分から飛び込むように、黒い刃が少年に迫せまる。

　死が迫り、ゆっくりとなった時間の中で、突とつ如じよとして魔剣は霧となって消えた。

「ほれ、お終しまいだ」

　見事なタイミングで魔剣を邪紋に戻もどしたジラファは、呆ぼう然ぜんと飛び込んできたロイの体を受け止め、歯を見せて笑うのだった。

「普段は仏頂面をしているくせに、熱くなりやすいのがお前の欠点だな」

「…………」

「それと、邪紋の力に振り回されて、剣が雑になっている。速くはあるが早くない、意味分かるか？」

　いくら剣けん先さきの最高速度が高くとも、技の予備動作が遅おそくては、容易く軌き道どうを悟さとられ防がれてしまう。

　重要なのは見た目の『速さ』ではなく、見切る時間さえ与あたえない『早さ』。

「腕わん力りよくに頼たよらず全身を使って、小さく鋭するどい、だが隙すきのない剣を繰くり出せるようになれ。そうでないと、本当の強者に出会った時、今の繰り返しになるだけだぞ」

「あ、あぁ……」

　まだ臨死の感覚が抜けず、体に力が入らぬロイの頭を、ジラファは大きな掌てのひらで軽く叩たたいた。

「まぁ、邪紋に頼りすぎるなって事だ。最後の最後で頼りになるのは、汗あせ水みず垂らして鍛きたえた体と心──っと、歳としを取ると説教臭くなっていかんな」

　ジラファは自じ嘲ちようして笑うと、先程放り投げた酒杯を拾い上げ、背を向ける。

「じゃあな、頑張れ若者」

　そう言い残し、宴うたげの続く城へと戻って行くのだった。

　遠ざかっていくその背中を、ロイは悔くやしさと憧あこがれの混じった瞳ひとみで見送る。

「俺はまるで、強くなれていない……」

　かれこれ五年以上、何百という敵兵を斬り、何十という魔物と戦い、邪紋使いとして成長してきたはずなのに、まだまだ上には上が居る、敵かなわない相手が存在する。

　それでは駄だ目めなのだ。

　何者にも負けない、最強の力がなければ、あの──

「くそっ！」

　ロイは苛立ち紛まぎれに地面を蹴けると、再び双剣を振り始めた。

　素直に従うのは少し癪しやくだったが、ジラファに言われたとおり、小さく鋭い動きを体に覚え込ませるため、指の先まで神経を尖とがらせて。

　集中していると時間はあっという間に過ぎるもので、喉の渇かわきを覚えて動きを止めると、日は既すでに落ち、暗い夜空には満月が昇のぼっていた。

「ここまでだな」

　ロイは双剣を鞘さやに仕し舞まい、城へと足を向ける。

　その瞬しゆん間かん、違い和わ感かんが過よぎった。

「何だ？」

　巧こう妙みような間違い探さがしを見せられたような、おかしいのにそれが何ど処こか分からない、居い心地ごこちの悪い感かん触しよく。

　ロイは周囲を見回し、数秒考え込んだ後にようやく気付く。

　まばらに木が生えるだけの、見晴らしの良い草原。

　その地面に、大きな丸い影かげが落ちていたのだ。

「上？」

　空を見上げ、そして彼は凍こおり付く。

　夜空よりも暗く黒い巨きよ大だいな球体が、まるで満月を食い尽つくすように浮ういていたのだ。

「何だ、これは!?」

　収束した混沌の塊かたまり、混沌核カオスコア。

　異界の魔物──投影体を生み出す災さい厄やくの中心、それは分かる。

　だが、それは今までにロイが見た事もないほど、大きく圧あつ倒とう的てきな力を発していた。

「あ、あぁ……」

　全身を震ふるわせる混沌の圧力に、ロイは幼い日の恐きよう怖ふが蘇よみがえり、思わず後ずさってしまう。

　彼が知る限り最強の存在、街も人も全て焼やき払はらった極大の混沌。

　これほど巨大な混沌が収束すれば、アレと同等の存在が現れるのだろう。

　ようやく悪しき君主を追い出し、平和を取り戻したこの地を、まるごと消し去るために。

「何な故ぜ、今なんだ！」

　震え出す己に活を入れ、踏みとどまるロイに、極大の混沌核はとうぜん答えない。

　昼間の戦闘や先程の練習で、邪紋の力を使ったから、それに混沌が触しよく発はつされたとでもいうのか。

　答えは否。明確な理由など無いのだろう。

　ただ、『神の振る賽ダイス』が、たまたま最悪の目を出しただけの事。

　一度全てを失った少年が、同等の不幸に巡めぐり会あう理由など、そんな誰だれを憎にくむ事もできない不条理でしかないのだ。

「くそっ！」

　逃にげろと叫さけぶ本能を押さえ込み、ロイは剣を抜ぬいて巨大な混沌核と向き合い続ける。

　疲ひ労ろうのない万全の状態でも、今の彼ではこれから生まれる魔ま物ものに太た刀ち打ちできまい。

　それでも、今度背を向けてしまったら、命よりも大切な何かを失ってしまう。

　だから覚かく悟ごを決め、剣を握にぎるロイの前で、混沌は収束を終えて形を成した。

　まず現れたのは白い面おもて、そして黒く長い髪かみ。

　それはロイと大して歳としの変わらぬ、少女の形をしていた。

　巨大な混沌核からすると、拍ひよう子し抜ぬけするような姿だが、ロイは決して気を抜かない。

　大講堂の惨さん劇げきと呼ばれる、世界を戦乱の渦うずに巻き込んだ事件。

　幻想詩連合フアンタジア・ユニオンと大工房同盟フアクトリー・アライアンスという二大勢力が手を結び、ようやく平和が訪れようとしたその時、双そう方ほうの長たる大公を殺害し、全てを水すい泡ほうと帰した極大混沌──魔ま神じん王。

　それもまた、美しい少女の姿をしていたと聞きき及およんでいたからだ。

　不可思議な衣装に身を包んだ黒くろ髪かみの少女は、眠ねむるように目ま蓋ぶたを閉じたまま、ゆっくりと宙から降りてくる。

　そして、背せ丈たけほどの高さまできたところで、急に浮ふ力りよくを失い、尻しりから地面に落ちた。

「～っ、何なのよもう……あれ？」

　痛そうに尻をさすった少女は、顔を上げ辺りを見回すと、ここが夜の草原である事に気付いて首を傾かしげる。

「えっ、授業中だったのに、ここどこ？」

　一いつ瞬しゆん前の威い圧あつ感かんが欠片かけらも窺うかがえず、鶏にわとりのヒナよりも警けい戒かい心が薄うすい少女の仕草に、ロイは思わず剣を落としそうになってしまう。

「……おい」

「はい？──って、あんた誰よ!?」

　声をかけられ、ようやくロイに気付いた少女は、両手に剣を構えた彼を見て、顔を真っ青にして後ずさった。

「なに？　誘ゆう拐かい？　殺さつ人じん鬼き!?　ち、違うよね、映画の撮さつ影えいか何かだよね！」

　よく分からない単語を叫び、慌あわただしく周囲を探る少女は、やはり危険な魔物には見えない。

　では、いったい何だというのか。

「お前は、何者だ？」

「はぁ？」

　ロイが率直に疑問をぶつけると、少女は「それはこちらの台詞せりふだ」とばかりに呆あきれた声を出す。

　その後で、彼に敵意がないのを悟ったからか、戸と惑まどいながらも素直に答えた。

「何者って、一年Ｂ組の二にノの宮みや真ま璃りだけど？」
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「真璃……」

　馴な染じみのない不思議な響ひびきの名前を、ロイはオウム返しに呟つぶやき、黒い瞳と見つめ合う。

　混沌から生まれた異界の少女・真璃との出会いは、このように唐とう突とつかつ理り不ふ尽じんで、だがどこか運命を感じさせるものであった。




　　　　◇




　草原で少年と少女が出会っていた頃ころ、全てを失った男もまた、ある意味において運命の遭そう遇ぐうを果たしていた。

「くそっ、アンドリーニめ、名君気取りの若造め、絶対に許さんぞ！」

　聖印を失った元君主ペニアコル・ルマゼンは、城から遠く離はなれた村の小さな酒場で、大量の酒瓶びんを空にしながら、一人で恨うらみ言ごとを吐はき続ける。

「我が苦労して建てた城を、力ちから尽ずくで奪うばい取った泥どろ棒ぼうの分際で……おのれ、おのれっ！」

　実際に城を建てたのは、畑仕事もままならないほど酷こく使しされた領民であり、彼は何もしていないのだが、その罪を認められる男ならば、今のような凋ちよう落らくを迎むかえてはいない。

　ペニアコルはただ己の不幸を嘆なげき、絶望を酒で誤ご魔ま化かしては、怒いかりを木のテーブルにぶつけるのだった。

　給仕の娘むすめや他の客が、迷めい惑わくそうな目を向けているのにも気付かず、醜しゆう態たいを晒さらし続ける元男爵。

　その対面に、ふと一人の男が腰こしをかけてくる。

「無礼な、我をルマゼン男爵と知っての狼ろう藉ぜきかっ！」

「分かっていますとも、男爵様」

　理不尽な怒ど鳴なり声ごえを上げるペニアコルに、男は愛想良く笑い返す。

　その顔や体には無数の傷と、蛇へびの群れを思わせる禍まが々まがしい邪紋が刻まれていた。

「アンドリーニ・パラジェンテが兵を集め、貴方あなたの領地を侵しん略りやくするとの噂うわさを聞き、助すけ太だ刀ちに駆かけ付けるつもりだったのですが、どうやら遅おそかったようだ。申し訳ありません」

「むむっ、そうであったか！」

　深く頭を下げる男が、邪紋使いである事にすら気付いているのかどうか。

　完全に酔よっぱらったペニアコルは、ご機き嫌げん取りの白々しい挨あい拶さつにも、満足してだらしない笑みを浮かべた。

　そんな愚おろか者を、男は蛇のように絡からめ取る。

「貴方のように立派な人物が聖印を奪われるとは、世も末です」

「全くだ、神は我と正義を見放すのかっ！」

「それにしても、貴方ほどの方が敗れるとは、さぞ卑ひ劣れつな手を使われたのでしょうね」

「うむ、アンドリーニは金に物をいわせ、卑いやしい傭よう兵へいを集めていたのだ！」

　自らも傭兵を雇やとっていたくせに、見けん当とう違いの難なん癖くせをつける元男爵に、男は目を細めて問う。

「それはどんな傭兵団だったのです？」

　相手のまとう空気が変わったのにも気付かず、ペニアコルは酒さけ臭くさい口で答える。

「黒い大剣を使う男や、両手に剣を持った子供の邪紋使いが居る傭兵団だ。名は何と言ったか……」

「──山猫隊」

「そう、どこの野の良ら猫ねこだか知らんが、邪紋などという汚けがらわしい力に頼たよる邪じや神しんの先兵だ！」

　思い付く限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べるペニアコルの後ろで、静かに食事をしていた他の客達は、ぞっと身の毛のよだつ悪寒に襲おそわれ、慌てて席を立ち店を去る。

　男に刻まれた蛇の如ごとき邪紋が、歓かん喜きの雄お叫たけびを上げるように、鈍にぶい光を放つのに気付いてしまったからだ。

　しかし、男は噓うそ笑いで内心を隠かくし、ペニアコルの口がよく滑すべるよう、さらにおべっかを使う。

「貴方は何も間ま違ちがっていない、悪いのは奴やつらだ」

「そうだ、我は正しい。我こそが奴を倒たおして子爵に、そしていずれこの島を統べる伯爵になるべきなのだ！」

「奴らは倒さねばならない。そのために、兵士の数や装備、性格に人脈、地理に気候、何でもいいから教えて頂けますか、伯爵様？」

「よかろう！　奴らは卑劣にも二百あまりの兵で──」

　乗せられた事にやはり気付かぬまま、ペニアコルは自らが知る限りの事を語った。

　それは多分に私感でねじれていたが、人の口と幾いくつかの魔ま法ほう以外、情報の伝達方法がないこの世界において、金貨より価値がある事には変わりない。

　自らの築いた城の構造や、周辺領主の人ひと柄がらまで引き出したところで、酔っぱらいの話がループしだしたのを見て、男は懐ふところから小こ瓶びんを取り出し、中身をそっと酒しゆ杯はいの一つに混ぜた。

「えぇ、ペニアコル様は何としても伯爵になるべきお方だ。さあさあ、もう一いつ杯ぱい」

「うむ、その暁あかつきにはお前を我が従者にしてやろう！」

　混ぜ物があるとも知らず、ペニアコルは渡わたされた酒杯をあおる。

　そして数分後、彼はうるさかった口を閉じ、テーブルに突つっ伏ぷした。

　男はそれを見て立ち上がり、出口へと向かう。

「支し払はらいはあの旦だん那なから取ってくれ。足りなければ預けてある馬を売ればいい」

「は、はい、ありがとうございました」

　恐おそろしい邪紋使いの客がようやく居なくなり、給仕の娘はほっと胸を撫なで下ろす。

　そして、残された身なりの良い男に歩み寄った。

「お客様、そろそろお勘かん定じようを頂けますか？」

　肩かたを揺ゆさぶってみるが、ペニアコルは突っ伏したまま返事をしない。

　あまり酔いが酷ひどすぎると、命に関わる時がある。

　娘は心配してペニアコルの顔を覗のぞき込み、そして悲鳴を上げた。

「ひっ、ひいぃぃ───っ！」

　尻しり餅もちをつき震ふるえだす娘を見て、何事かと店主が駆け寄よってくる。

　そうして彼が見たのは、真っ青になって口から泡あわを吐いた、哀あわれな元君主の醜みにくい死に顔だった。

　酒場が大おお騒さわぎになっている頃、とっくに村の外へ出ていた男は、自分が毒を盛った相手の名前すらもう忘れた顔で、輝かがやく満月を見上げていた。

「相変わらず、クソ甘い戦をしているみたいだな、ジラファ隊長？」

　闇やみの中を無音で進む男の姿は、どこまでも冷たく不気味で、獲え物ものを狙ねらう蛇そのものだった。







　【三章　少女と異界】




「真ま璃り、起きなさい」

　耳元で優しい声がして、真璃の意識はゆっくりと闇から浮ふ上じようしてくる。

　だが、気け怠だるさの残る体が起き床しようを拒こばみ、普ふ段だんより固く感じるベッドの上で寝ね返がえりを打つのだった。

「ん～、あと十分……」

「まぁ、仕方ないわね」

　聞き慣れたものより若々しい声が、困ったようにそう言うと、ゴソゴソとバッグを漁あさる音が響いてくる。

　そして、睡すい魔まに負け続ける真璃の鼻先に、何かが差し出された。

　何も知らず空気を吸い込んだ彼女が感じたのは、臭においなんて生易しい刺し激げきではなく、ただひたすらに痛く痛く痛くて堪たまらない激痛だった。

「ふぎゃあああぁぁぁ───っ！」

　尻尾しつぽを踏ふまれた猫ねこのような叫さけびを上げ、真璃は一気に目を覚ます。

　その横では、肌はだも髪かみも真っ白い美人軍医、リオンが穏おだやかに笑みを浮うかべていた。

「おはよう、今日も良い天気ね」

「本当だ、明けたばかりの赤い空がとっても綺き麗れい──じゃなくて、いきなり何してくれやがるんですかっ!?」

　まだ痛む鼻を押さえ、ノリツッコミをかます真璃に、リオンは無色の液体が入った小瓶を掲かかげて見せる。

「何って、呼んでも起きないから、馬の尿にようから抽ちゆう出しゆつした気付け薬を嗅かがせたんだけど？」

「それアンモニアじゃないですか！　目に入ったりしたら失明しちゃうんですよ!?」

「あら、ちゃんと薄うすめてあるわよ」

　心配ないわと笑うリオンに、真璃は危険なものを感じて顔をしかめながら、ようやくここがどこなのかを思い出す。

　石造りの壁かべ、鉄格子の入った小さな窓、立て付けの悪い木の扉とびらに、ギシギシと軋きしむ安っぽいベッド。

　牢ろう屋やを彷ほう彿ふつとさせるそこは、彼女が元居た場所とは違ちがう、異世界の城の中だった。

「夢なわけないか……」

　気が付いたら見知らぬ草原に居て、両手に剣を構えた少年が立っていて──

　そんな昨夜の出来事は何かの間違いで、平和な国の見慣れた部屋で目覚めるなんて奇き跡せきを、意地悪な神様が許してくれる筈はずもない。

　無情な現実を思い出し、肩を落とす真璃を見て、リオンは再び小瓶を掲げる。

「ぼんやりしているけど、まだ目が覚めないのかしら？」

「いやいや、もうバッチリスッキリ起きています！」

　今度こそ鼻がもげると、真璃は悲鳴を上げてベッドから飛び降りる。

　リオンはそれに微笑すると、用意しておいた服を差し出した。

「はい、これ着き替がえね。貴方の服はとても可愛らしいと思うけど、ちょっと目立ってしまうから」

　そう言われて、真璃は昨夜から着たままの、白と紺こんを基調とした奇き妙みような衣装──学生服を指でつまんだ。

「やっぱり、この世界にセーラー服ってないんですね」

「せーらー服って言うのね、一度着てみてもいいかしら？」

「いや、リオンさんが着るのは問題があるような……」

　美人は何を着ても似合うだろうが、大人なお店の香かおりがして危険そうだった。

　そんな事を考えつつ、真璃は制服を脱ぬぎ、渡された服に袖そでを通した。

「うん、とっても可愛らしいわ」

　丈たけの短い白いワンピースにオーバーニーソックスという、むしろセーラー服よりも目立ちそうな格好となった真璃を見て、リオンは満足そうに頷うなずいた。

「あはは、どうも……」

　絶世の美女に誉ほめられると皮肉のようにも感じてしまうが、やはり嬉うれしくて真璃は頰ほおを赤くする。

「さて、昨日は疲つかれてたのかすぐに寝ちゃったから、今日改めてこの世界の事を教えてあげようと思うけど、その前に……はいこれ」

　リオンは服に続いて、革製の丈じよう夫ぶそうな手て袋ぶくろを差し出してくる。

「何ですか、これ？」

　素直に受け取る真璃に、リオンは窓から見える城の中庭を指して答えた。

「お仕事用の手袋よ、頑がん張ばってきてね」

「えっ、仕事？」

　寝ね耳みみに水と驚おどろく彼女に、白い軍医は美しく、そして圧力を感じさせる微笑を向ける。

「『働いた者だけがパンを取ってよい』という格言、貴方あなたの世界にはなかったのかしら？」

「いえ、ありました」

「仮にも山猫リユンクス隊たいの一員になったのだから、戦えない分は他の仕事をしないとね」

「はい……」

「それとも、私と一いつ緒しよに負傷者の治ち療りようをしてみる？　足を切り落とさないといけない患かん者じやが居るのだけれど、暴れないよう押さえておく役が──」

「汗水垂らして働いてまいります！」

　サラリと怖こわい事を言われて、真璃は逃にげるように部屋を出る。

　ここは彼女が様々な書物で目にした、剣けんと魔法のファンタジー世界を彷彿とさせたが、居るのは偶アイ像ドルではなく、血の通う生きた人間。

　飯を食べれば糞ふん尿にようを出すし、コウノトリやキャベツ畑が子供を運んでもこない。

　綺麗で汚きたならしく、優しく残ざん酷こくで、夢と希望に満ちた救いようのない世界。

「なんだ、同じじゃん」

　言語だけでなく、本質も元居た世界と変わらないのだと悟さとり、真璃はおかしくなって吹ふき出した。

　そんな彼女に、後ろからリオンの声が届く。

「外にロイが居るから、彼から仕事を教わってね」

「は～い」

　真璃は返事をしながら、双剣を構えた少年の姿を思い出す。

「悪い奴やつではなさそうだけど……」

　初対面時の印象が良くないせいか、少し苦手意識を持ってしまっている。

　とはいえ、朝から血を見るのも勘かん弁べんしてほしかったので、中庭に向けて城の石階段を降りていった。
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「え～と……あっ、居た居た」

　宴うたげの痕こん跡せきが残る中庭に出た真璃は、端の方にある小屋の前に、目当ての少年が立っているのを見付けて走り寄った。

「おはよう、今日はよろしくね」

「……あぁ」

　真璃は努めて明るく挨あい拶さつするが、ロイはぶっきらぼうな返事しかせず、サッサと小屋の中に入ってしまう。

（昨夜の事は水に流して、仲良くしたかったんだけど……根暗なのか、それともたんに口下手？）

　歳は彼女と同じか一つ下くらいで、顔立ちはわりと可愛い系なのだが、入れ墨ずみみたいな模様──邪紋アートがあるせいで、どうにも不良っぽいイメージが拭ぬぐえない。

（でも、雨に濡ぬれた捨て猫に、こっそり傘かさとか差してそうだなー、ぷぷっ）

　そう思うと、怖さも薄れるというもの。

　勝手な妄もう想そうをしつつ、ロイに続いて小屋の中に入ると、中には十頭の馬が繫つながれていた。

「うわー、可愛い～。この子達に餌えさをやればいいの？」

　動物好きな真璃は歓かん声せいをあげ、一番近くにいた人ひと懐なつっこい栗くり毛げの馬に手を伸のばす。

　そんな彼女の予想を、ロイは素っ気なく否定する。

「いいや、餌と散歩は他の奴がやる」

「えっ、じゃあ何を──」

「悪い、遅おくれちまったぜ」

　真璃が尋たずね終える前に、入り口の方から軟なん派ぱな声が響ひびいてくる。

　振ふり返ると、弓使いことブルメオと、傭よう兵へい団の仲間らしい屈くつ強きような男数人が立っていた。

「おっ、これが隊長の言ってた子か」

「ど、どうも……」

　物もの珍めずらしそうな目をして近付いてきた傭兵達に、真璃はつい体を強こわ張ばらせてしまう。

　しかし、傭兵達は手て荒あらな事などせず、気さくな笑みを浮かべるのだった。

「どっか遠い国から誘ゆう拐かいされて来たんだって？　大変だったな」

「うちの隊長はイイ人だからさ、何も心配する事ねえよ」

　正直に事情を明かすと面めん倒どうな事になるので、城に監かん禁きんされていた異国の少女と説明されているのだ。

　それを信じ心配してくれる傭兵達に、真璃は申し訳ない気持ちになりつつ、緊きん張ちようを解いて笑みを返す。

「ありがとうございます、これからよろしくお願い致いたします」

「がははっ、礼れい儀ぎ正しい嬢じようちゃんだな。まさかどっかのお姫ひめ様か？」

「ブルメオ、手を出すとあとが怖そうだぞ～？」

「オレの魔ま弾だんは爵しやく位いや聖印クレストじゃ縛しばれないぜ、特に夜の方はな」

　下品なジョークに声を上げて笑いながら、彼らは柵さくを外し、小屋の中に居た馬の半分を外へ連れて行く。

「じゃあ、あとは頼たのんだぞ」

「はい、任せて下さい──って、あれ？」

　馬と傭兵達が去り、ガランとなった小屋に取り残され、真璃は首を傾かしげた。

「私、ここで何をするの？」

「使え」

　仕事が分からないという彼女に、ロイは小屋の端に立て掛かけてあった棒を渡わたす。

　その先は四よつ叉またに分かれており、大きさを除けば形も名前も食器のそれと同じ、フォークという道具だった。

「農場とかでよく見るけど、これでどうしろと？」

「寝ね藁わらの交こう換かんだ」

　ロイは答えながら、柵の中に敷しき詰つめられていた藁にフォークを刺さす。

　尿や糞で汚よごれた藁をひとまず通路に出し、それを手押し車に集めて外へ捨てに行き、小屋の横に詰んである新しい藁を持ってくる。

　それだけの単純作業だったが、大変な力作業であるのは明白だった。

「これ、全部やるの？」

　真璃は広い馬小屋を見回してげんなりするが、ロイはそれに首を振る。

「いや、空いた場所だけでいい」

　ブルメオ達が連れて行った五頭分だけならば、小屋全体の半分ほどでしかない。

　そうと知り、真璃は顔を輝かがやかせながら、残された五頭を見てまた首を傾げた。

「あっちの馬はいいの？」

　言ったあと、仕事を増やすだけだと気付いて「しまった！」と呻うめき声ごえを漏もらす彼女に、ロイは呆あきれた顔もせず、作業を再開しながら答える。

「あれは君主ロードの馬だ、山猫隊のモノじゃない」

「ふ～ん。でも、まとめてやった方が効率的じゃない？」

　仕事が増えるのは勘弁だけど──とも言うと、ロイは何も知らない彼女にどう説明したら分かり易いか、暫しばし考えてから口を開いた。

「馬は剣や鎧よろいより高価な財産だ、容易たやすく人に任せられるものじゃない」

　訓練された軍馬は並の兵士より役に立つが、育てるのに金と時間が掛かる。

　それが他人のせいで逃げられたり、転んで足を折ったり、毒草を嚙かんで死んだりすれば大問題である。

「それもそうか、ペットだってなるべく人に預けたくないもんね。まぁ、私は飼った事ないけど」

　真璃は納得して頷きながら、ロイを真ま似ねて寝藁の掃そう除じを始める。

「子供の頃ころは犬を飼いたくて、『ちゃんと世話をするから』なんて両親に泣きついた事もあったけど、今考えると口先だけで、命を預かる事の大変さなんて分かってなかったんだよね。恥はずかしいなー」

「…………」

「君はそういう事なかった？　それとも、この世界って馬は居るけど犬が居ないとか？」

「おい」

「なに？」

「口より手を動かせ」

「はい……」

　静かな声で叱しかられ、真璃は大人しく口を閉ざす。

（やっぱり嫌きらわれてるのかな？　いや、そもそも──）

　横目でロイを窺うかがうと、彼も丁度こちらを見ていて目が合う。

　刃のように冷たく、だが迷いで揺ゆらぐ瞳ひとみ。

　直すぐに目を逸そらし、作業に集中するロイの横で、真璃は悟さとられないよう小さく溜ため息いきを吐つく。

（できれば殺したかった相手だもんね、好き嫌い以前の問題か）
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　どこか他ひ人と事ごとのような気持ちで、真璃は昨夜の事を思い出す。
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「うん、私は真璃だけど、君は？」

「…………」

「あのー、名前とここがどこかくらい、教えて欲しいんだけど」

「…………」

　名乗り、事情の説明を求める真璃の前で、二本の剣けんを手にした少年ことロイは、混乱した様子で立ち尽つくすのみで、何も答えてくれない。

　どうしたものかと頭を捻ひねっていると、遠くから人の話し声が響ひびいてくる。

「静かだな、本当に混沌カオスが収束したのか？」

「あら、私の勘かんが信じられない？」

「いやいや、リオンちゃんのような美人の言葉なら、俺は何でも信じるぜ」

「ありがとう。でも私、貴方あなたにはあまり興味がないのよ」

「うわっ、グサッときた……」

「無む駄だ話ばなしは後にしろ」

　この時の真璃はまだ名前を知らなかったが、声の主はリオン、ブルメオ、ジラファの三人。

　松たい明まつで闇やみを照らし、警けい戒かいした様子で辺りを見回す彼らに、声を掛けるべきか迷っているうちに、逞たくましい中年男性ことジラファが、真璃達の姿に気付いた。

「ロイ、無事だったか」

「……あぁ」

　駆かけ寄より、心配した様子で肩かたを叩たたいてきたジラファに、ロイは辛かろうじて頷うなずき返す。

　その横で、弓を担いだ青年ことブルメオは、珍めずらしい顔立ちの少女こと真璃を見て、歓かん喜きの口笛を鳴らしていた。

「こいつはまた、エキゾチックなカワイ子ちゃんだな。どこから連れてきたんだ、えぇ？」

「…………」

　隅すみに置けないなと、肘ひじで腹を突ついてくるブルメオに、ロイは黙だまって苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔を向ける。

　そして、真っ白い美女ことリオンだけが、全てを察した笑みを浮うかべていた。

「あら、これはまた変わったお客さんが現れたものね」

「おい、まさか──」

　ハッと目を見開く傭よう兵へい団の隊長に、美人軍医は意地悪そうな顔で頷く。

「この子が私の感じた混沌災害──投影体よ。そうよね？」

「……あぁ」

　確認を求められたロイは、頷き認めながらも、やはりまだ戸と惑まどっている様子だった。

　そのやり取りを黙って見守っていた真璃は、ついに痺しびれを切らし口を開く。

「あのー、勝手に納得していないで、そろそろ事情を説明して欲しいんですけど」

　新たに現れた三人は、奇き抜ばつな格好で意味不明の単語を呟つぶやいているが、誘ゆう拐かい犯や殺さつ人じん鬼きではなさそうなので、安あん堵どして遠えん慮りよ無く尋たずねる。

「ここはどこで、何で私が連れて来られたんですか？」

　何かのドッキリ企き画かくかと周囲を見回してみるが、プラカードを持った芸人が潜ひそんでいる様子はない。

　そもそも、一いつ般ぱん人の彼女にこんなサプライズを用意して、いったい誰だれが得をするというのか。

　首を捻る真璃を見て、男三人は難しい顔で沈ちん黙もくしてしまったので、真っ白い美女が前に出て話し出した。

「はじめまして、私の名前はリオン。貴方は何というお名前かしら？」

「真璃です、二にノの宮みや真璃」

「真璃……可愛らしい響きのお名前ね」

「あ、ありがとうございます」

　同性とはいえ絶世の美女に褒ほめられて、真璃はつい頰ほおを染めてしまう。

「それで、ここはいったい……」

「エストレーラという島よ。彼らは見ての通り傭兵で、私はその軍医をしているわ」

「はぁ」

　聞いた事のない地名と、馴な染じみのない職名に、曖あい昧まいに頷くしかない彼女に、リオンは穏おだやかに微笑ほほえみながら言葉の爆ばく弾だんをぶつける。

「そして、ここは貴方の居た世界ではないの。異世界と言えば通じるかしら」

「……はぁ？」

「ふふっ、やはりそういう反応になるわよね」

　何を言っているのだと、呆あきれ顔がおをする真璃を、リオンは責めたりせず、淡たん々たんと証しよう拠こを突き付ける。

「ジラファ、魔剣カオスブレードを出してくれるかしら。きっとそれが一番分かり易いと思うから」

「やれやれ、年寄りを見せ物扱あつかいしてくれるなよ」

　傭兵団の隊長はそう肩を竦すくめながらも、右手を前に出し力を込める。

　すると、太い腕うでに刻まれた模様から、黒い霧きりが溢あふれ出し、一本の大剣となる。

　その幻げん想そう的な光景をまざまざと見せつけられた真璃は、驚きよう愕がくで目を見開いた後、ポンッと手を打ち合わせた。

「なるほど、夢か。私もまたファンタジーな夢を見たものね」

　納得して深く頷き、彼女はゴロンと草原に転がる。

　しかし、数秒と待たず飛び起きた。

「って、こんな臭においも感かん触しよくもあるリアルな夢があってたまるか！　えっ、何、本当にここ異世界なの!?」

　手品ではなく、科学では説明できない、魔ま法ほうと呼ぶしかない光景を見せられ、真璃は半分パニックになって叫さけぶ。

　それを見て、ブルメオがおかしそうに笑った。

「はははっ、面白いカワイ子ちゃんだな。ちなみに、俺はこんな事ができるぜ？」

　彼は鉄球を取り出すと、指先の邪紋から血をからめて宙に放る。

　赤く染まった鉄球は自在に動き回り、血の糸で見事なバラを描えがく。

　航空ショーみたい──と真璃は感動しつつも、物理法則を無視したその動きに愕がく然ぜんとし、言葉を失ってしまった。

「…………」

「あれっ、イマイチだった？　酒場でこれをやると、女の子がコロッと引っ掛かかってくれるんだけどな」

「貴方は少し黙っていてくれるかしら」

　こんな時でもナンパを貫つらぬく、ある意味立派なブルメオを、リオンは冷ややかに睨にらんでから、改めて真璃と向き合った。

「どう、納得してくれた？　ここは異世界で、今見せたように混沌という不思議な力が存在し、それが貴方をこちらに生み出したのよ」

「異世界に召しよう喚かんって……あははっ、漫まん画がみたい」

「まんが？」

「いや、何でもないです」

　真璃は首を振ふって誤ご魔ま化かしながら、自分の身に降りかかった非現実的な現実を認めた。

　非常識で有り得ないと叫んだところで、事態が改善される訳ではない。

　ならば、半信半疑でも受け入れて、前に進むのが建設的というもの。

　年の割に落ち着いた彼女を、リオンは感心した様子で眺ながめながら、話を進める。

「さて、ここからが問題なんだけど」

　そう前置きすると、何故か真璃から視線を外して、ロイの方を向く。

「この子の事、どうしたい？」

「何で俺に聞く」

「だって、最初に見付けたのは貴方だから」

　まるで落とし物の処理を尋ねるような軽い声に、真璃は何故か寒気を感じて背を震ふるわせる。

　事実、その予感は当たっており、リオンは底の読めない微笑を浮かべ、平然と残ざん酷こくな言葉を放つ。

「この子を殺せば、莫ばく大だいな混沌核カオスコアが手に入るんだもの、人に盗とられたくはないでしょう？」

「──っ!?」

　まるで夕飯の献こん立だてを尋ねるような、アッサリとした口調とは真逆の内容に、ロイは驚愕して息を吞のんだ。

「ころ……えっ？」

　一いつ瞬しゆん意味が理解できず、間ま抜ぬけな声を漏もらす真璃に、リオンは子供を諭さとす教師のように、優しく淡々と語り出す。

「多分、誤解していると思うから、まずはそれを解くわね」

「誤解？」

「貴方は自分が元居た世界から、空間や次元を超こえてこの世界に連れてこられたと、そう思っているでしょう？　でもね、それは違ちがうの」

「…………」

　何か恐おそろしい事を言われるのが、直感的に分かってしまい、押おし黙る真璃に、リオンは包つつみ隠かくさず事実を告げる。

「貴方は混沌から生まれた投影体──言葉通り、異世界に住む『真璃』という人物の影かげでしかない。ハッキリ言うと偽にせ物ものであり、人間ですらないの」

「人間じゃ、ない？」

　その言葉が信じられず、真璃は己の体をジッと見み詰つめた。

　手足は記き憶おくに残る形と寸すん分ぶん違たがわず、熱も痛みも感じるし、心臓は脈を打ち続けている。

　なのに偽物で、生物ですらない。

「先程も言った混沌というモノがね、どのような理り屈くつかは謎なぞだけれども──いえ、そもそも理屈や法則が通じないからこそ混沌なのだけれど──それが異世界に存在するモノの情報を読み取り、姿形や記憶まで真ま似ねしてしまうの」

　いわば水面に映った月。

　混沌は次元を超える鏡となって、別世界の『真璃』を映し出した。

「それが、私なんですか？」

「えぇ、たぶん『クローン人間』と言えば、貴方あなたには分かり易いのではないかしら。厳密には違うようだけれど」

　後ろで耳を傾かたむけていたロイ達は、聞き覚えがないようで首を傾かしげるが、真璃には既き知ちの単語であった。

　彼女は自分の状態を深く理解し、故に絶望する。

「じゃあ本当に、私は……」

「混沌が『真璃』を真似ただけの偽物よ。死ねば混沌核という黒い球体になるだけで、死体も何も残らないわ。証拠を見せるには、殺すしかないのだけれども」

　死なない限り──存在維い持じに支障をきたすほど破は壊かいされない限り、混沌投影体カオス・プロジエクシヨンは本物と全く区別がつかない。

　だが所しよ詮せん、水面に映った月は、月その物ではない。

「『貴方』が死んでも『真璃』には何の影えい響きようもないの。そして、貴方は混沌の塊かたまりであり、この世界の人間にとってはとても危険な存在であると共に、混沌を力と変える者達から見れば、とても美お味いしい餌えさなのよ」

「餌って……ははっ、私って本当にモンスター扱いなんだ」

　そんな場面でもないのに、真璃はつい吹ふき出してしまう。

　本当に笑うしかない、救いようのない話だったから。

「元の世界に帰して下さい、なんて逃げ道すらないんですよね」

「えぇ、先程も言ったけれど、『真璃』がこの世界に来た訳ではないから、戻もどす戻さないの話ではないわ」

　こうして、今ここに居る真璃が葛かつ藤とうしている間も、本物の真璃は学校で退たい屈くつな授業を受けているのだろう。

　仮に次元を超える移動手段があったとしても、彼女に帰る場所はないのだ。

　そう全ての事情を悟さとらせたうえで、リオンは再びロイに視線を向ける。

「もう一度聞くわね、貴方はこの子の事をどうしたい？」

「俺は……」

「殺せば極大の混沌核が手に入り、今よりもっと強くなれるわ。相手は混沌投影体なんだもの、誰も責めたりはしない。いえ、むしろ混沌を倒たおし、周辺の秩ちつ序じよを回復したと賞賛するでしょう」

　真璃は知る由よしもないが、この世界ではそれが普ふ通つうの感覚だった。

　相手がか弱い少女の姿をしていようとも、混沌は混沌。

　自然率ロウを乱して日々の生活を脅おびやかし、魔ま物ものの姿をとって大勢の人々を殺あやめてきた憎ぞう悪おの対象。

　それは、邪紋という形で混沌を利用している、ロイにとっても変わらない。

「俺は……」

　もう一度呟つぶやきながら、ロイは剣けんを握にぎる手に力を込める。

　それを見ても、真璃は背を震わせる事しかできなかった。

「……っ」

　武器を持った相手に、抵てい抗こうしても勝てるわけがない。

　逃げたところで容易たやすく追い付かれるだろう。

　だからといって諦あきらめたくなくて、真璃はただ生きたいという意志を込めて、少年の目を真っ直すぐ見詰め続けた。

　その間、ロイの胸中で渦うず巻まいていた葛藤を、彼女は知らない。

　ただ結果として、彼は剣を振り下ろさなかった。

「くそっ……！」

　己の甘さを罵ののしるロイの肩かたを、ジラファの大きな掌てのひらが叩たたく。

「いいのさ、それで。目先の欲よくに囚とらわれて自分を曲げても、死ぬまで後こう悔かいするだけだ」

「何より、こんなカワイ子ちゃんを手にかけちゃ、寝ね覚ざめが悪いってもんだぜ」

　ブルメオもわざと軽けい薄はくに笑い、励はげますようにロイの背中を叩く。

　そんな三人を見て、リオンも含ふくみのない微笑を浮うかべた。

「相手が混沌投影体でもお構いなしなんて、本当に節操のない人ね」

「それがカワイ子ちゃんなら、尻尾しつぽや翼つばさが生えた魔物だろうと口説き落とす、それがオレの流儀スタイルなのさ。という訳で、今晩一いつ緒しよにどうかな、真璃ちゃん？」

「な、何を言ってるんですか！」

　真ま面じ目めな空気を吹き飛ばし、いきなりナンパしてくるブルメオに、真璃は色々な意味で驚おどろいて叫ぶ。

　それを見て、ジラファは呆あきれて溜ため息いきを吐つき、軽薄な部下の頭に拳こぶしを落とした。

「お前は城に戻って、村娘でも口説いていろ」

「隊長、残念ながらそっちはいい子が居なかったんだな～。アンドリーニ様の妹君でも来ていれば、この邪紋にかけてベッドまでエスコートしていたんだが、実に残念だぜ」

「君主様からお前の討とう伐ばつ命令が出ても、庇かばわんからな」

　ジラファはもう一度ブルメオを叩いたあと、ごついが柔にゆう和わな笑みを真璃に向ける。

「そういう訳で、行く当てもないだろうし、暫しばらくうちの傭よう兵へい団で働いてみないか？」

「えっ？」

「なにも俺達と一緒に剣を振れとは言わない、飯の仕度や馬の世話を手伝ってくれればいい。男所帯だからこの馬ば鹿かみたいにちょっかいをかけてくる奴やつも居るだろうが、その時は怖～いお姉さんが助けてくれるだろうさ」

「あら、それはいったい誰だれの事かしら？」

　危険そうな薬の小こ瓶びんを、これ見よがしに取り出すリオンの姿に、また笑い声が上がる。

「……私の事、殺すんじゃなかったんですか？」

　この陽気な振る舞まいは、油断させるための罠わななのではないか。

　安あん堵どよりも警けい戒かいが先立ち、恐る恐る尋たずねる真璃に、ジラファはもう一度柔和に笑いかけた。

「お望みならそうするが、俺達は傭兵団だからな。金も貰もらってないのに誰かを殺すなんて、無む駄だな仕事はしたくなくてね」

　だからといって、手を差さし伸のべる義理はないし、殺して邪紋を強化するという、利益を捨てる理由もない。

　それでも、彼らが真璃を殺さないのは、甘い連中だからとしか言えない。

　まだ俯うつむき固まり続けていた、ロイも含めて。

「それで、お嬢ちゃんはどうしたい？」

　答えを求めてくるジラファに、真璃は悩なやみ戸と惑まどいながらも、偽いつわり無い本心を告げる。

「私は、生きていたいです。偽物とか、人間じゃないとか、正直に言えば実感が湧わかないし、まだ全て夢なんじゃないかって気持ちも抜ぬけないけど、生きている限り、生き続けたいです」

　生物の持つ根元的な思いのこもった彼女の瞳ひとみは、どこまでも強く美しい。

　そこには、人間も投影体も関係ない。

　ジラファはとても満足そうに頷うなずき、隊長の顔となって宣言する。

「じゃあ、お嬢ちゃんは今日から俺達、山猫隊の一員だ」

「はい！」

　真璃は元気の良い敬礼で応え、混沌渦うず巻まく異世界での生活に、不安と期待で胸を躍おどらせる。

　ただ、歓かん迎げいしてくれる大人達の輪から外れ、一人で立ち尽つくす少年の事だけが、どうしても気き掛がかりだった。

「強くなると、決めたのに……」

　俯くロイの姿は、一度は自分に剣を向けた傭兵とは思えないほど小さく、まるで迷子になった子供のように見えたのだった。
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「──おい」

「うひゃおっ！」

　急に耳元で声がして、真璃は奇き声せいを上げて物思いから戻ってくる。

　慌あわてて横を見れば、ロイが少し怒ったような顔で寝ね藁わらを指差していた。

「手を動かせ」

「あっ、ごめんごめん」

　作業が止まっていた事を指し摘てきされ、真璃は謝りフォークを摑つかみ直す。

「汚よごれてないのは替かえなくていいんだよね？」

「あぁ」

「ＯＫ。しかし糞ふんや尿にようの臭においが酷ひどいねこれ、真夏とか地じ獄ごくでしょ。下手したら熱ねつ中ちゆう症しようで倒れる──」

「おい」

「はいはい、口より手ね」

　また怒られると思い、真璃はせっせと汚れた藁を取り除く。

　だが、次にロイが告げたのは、彼女の予想とは違ちがう言葉だった。

「怖こわくないのか」

「なにが？」

「俺の事が、怖くないのか」

「いや、まぁ、怖いけど……」

　驚き、真璃はつい反射的に本音を漏もらす。

　見知らぬ世界で会った、タトゥーのような模様を刻んだ少年、しかも両手に剣を装備。

　それに殺されかけて怖がらない女子が居たら、むしろそちらの方が恐おそろしい。

（まぁ、結構イケメンだし、命を狙ねらう暗殺者と恋こいに落ちるとか、少女漫まん画がじゃなくとも良くあるけれど）

　夢より現実を直視する真璃としては、そんな楽観はできず、ロイに正しく恐きよう怖ふを抱いだいていた。しかし──

「でも、君は私を殺さなかったじゃない」

　理由は分からないし、聞いても答えてはくれないだろう。

　まだ葛藤しており、ふと気が変わる危険性はある。それでも──

「混沌とか何とか良く分からないけど、強くなれるチャンスを棒に振ふって、私の命を救ってくれたじゃない。だから、怖いけど怖がらないよ」

　それが、命を救われた者の礼れい儀ぎだから。

　真璃がそう断言すると、ロイは目を逸そらし否定した。

「別に助けたわけじゃない、殺さなかっただけだ」

「同じ事だよ」

　照れるなと、真璃は微笑して否定し返す。

「人を救いたいと欲を持つのも、人を救うために欲を捨てるのも、どちらも等しく尊い行こう為いだって、知らないオバさんが言ってたよ」

「…………」

「そこは『誰だよそのオバさん！』ってツッコンで欲しかったんだけど……まさかこの世界、ボケやツッコミって概がい念ねんがないの!?」

　それは一大事だと、真璃が吞のん気きに笑っていられたのは、この世界を知らないからにすぎない。

　大都市ならばともかく、辺境の農村には芸人や吟ぎん遊ゆう詩人などめったに来ず、また日々の農作業が忙いそがしく余よ裕ゆうがないため、彼女の知る漫まん才ざいのような文化が発展しにくい事。

　そして、ロイが──邪紋使いアーテイストの傭兵というものがどれほど強く危険で、この世界の一いつ般ぱん市民から恐れられているのかを。

　知ったところで、彼女ならば何も変わらぬ対応をしたかもしれないが。

「ともかく、君が私を殺そうとしない限り怖がらないし、一応傭兵団の仲間になったんだから、仲良くしたいなーと思っているんだけど、ＯＫ？」

　生来、回りくどい事を嫌きらう真璃は、直球で心を打ち明ける。

　それは邪紋使いの少年に、どのように響ひびいたのか。

　ロイは背を向け、ただ一言呟いた。

「……分かった」

「本当？　あ～、良かった」

　彼の表情は窺うかがえなかったが、真璃はホッとして胸むねを撫なで下ろす。

「それで結局、この世界にボケとツッコミってあるの？　海外のホームコメディーみたいに、ひたすらボケ倒たおすのが主流とか？　建物とかを見るに西洋文化の香かおりが強いし──」

「おい」

「なに？」

「口より手を動かせ」

「はい……」

　先程とまったく同じやりとりに、真璃は反省しつつも笑いがこみあげ頰ほおを緩ゆるませる。

　その隣となりで黙もく々もくと作業を続けるロイは、彼女の方に背を向けていて、やはりどんな顔をしていたか分からなかったが。
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「暑いし臭くさいし疲つかれた～」

　赤い明けの空が青色に変わる頃ころ、ようやく馬小屋の掃そう除じを終えた真璃は、汗あせで蒸れた革の手て袋ぶくろを外しながら、地べたに座り込む。

　そんな彼女の二倍は働きながら、ロイはまるで息を乱した様子もなく、城の中へと足を向ける。

「次に行くぞ」

「えぇ～、まだあるの～」

　労働ってやっぱり大変だな──と、アルバイトの経験もない真璃は思いつつ、渋しぶ々しぶと彼の後を追った。

　ついた所は厨ちゆう房ぼうで、いかにも料理長といったエプロン姿の中年男性が、二人の到とう着ちやくを待っていた。

「よく来たね、ではあれを頼たのんだよ」

　料理長はそう言って、隅すみに置かれたカゴいっぱいのジャガイモを指差した。

「皮を剝むけって事で、ＯＫ？」

「まさか、皮剝きすら知らないのか？」

「いや、流石さすがにそれはないけど」

　呆あきれた顔をするロイに、真璃は首を振って否定を示す。

　彼女は料理が得意なので、ピーラーがなくとも皮剝きなど恐るるに足りない。

　ただし、料理長が示したジャガイモは、まさに山というほどの量であり、少なくとも三百個以上はあるように見えた。

「これ、全部ですか？」

　青ざめる真璃に、料理長は深々と頷き返す。

「今この城に何人居るか分かっているかな。アンドリーニ様の兵士が百七十人、君達傭兵団が三十人、ペニアコル男爵に雇やとわれていた兵士達のうち、鞍くら替がえしたり負傷したりで残っているのが四十人。それでも多いと思うかい？」

「いいえ……」

　約二百五十人分もの食事が必要なのだ、これでも少ないくらいだろう。

　真璃は観念してナイフを取り、ロイと並んでジャガイモの皮を剝き始めた。

「でも、馬の世話は別々なのに、料理は一いつ緒しよに作るんだね」

「調理場はここしかない。あと、薪まきが無む駄だになる」

「燃料節約ね、そこは効率優先なんだ」

「それに、飯なんて誰だれが作っても同じだ」

「えー、そんな事ないでしょ、ねえ？」

　真璃は同意を求め料理長の方を窺うが、彼はレンズ豆を鍋なべに放り込みながら苦笑した。

「文化的にも大陸の中心であるエーラムや、同盟や連合の首都ならともかく、このエストレーラはあんまり豊かじゃないからね。凝こった料理を作れるほど、野菜や香こう辛しん料りようを沢たく山さん用意するのは難しいよ」

「そうなんですか」

「海沿いならまだ海産物が採れるけど、ここみたいな内陸だとね」

　加えて、前領主の悪政により飢うえていた村人達に、人気取りのため大量の食料を配ったため、余裕がないというのもある。

「やっぱり、恵めぐまれてたんだよな……」

　食べ物など掃はいて捨てるほどあった国に生まれ、飢えなど知らずに育った真璃は、申し訳ないような気分になってしまう。

　そんな風に少し落ち込みつつも、手を動かし続けること一時間、無限に思えたジャガイモの山も全て皮を脱ぬぎ捨すて、鍋の中に姿を消したのだった。

「終しゆう了りよう～っ！　知らないオバさん、真璃は労働の尊さが身に染みて手がもげそうです！」

「うるさい」

　ハイテンションになって叫さけぶ真璃に、度々お喋しやべりの相手をさせられていたロイは、普ふ段だんの倍は疲れた顔で肩かたを落とす。

　そんな二人の前に、出来上がったばかりの料理が差し出される。

「ほら、匂においを嗅かぎ付けて人が集まってくる前に、食べてしまいなさい。熱々の料理をお腹いっぱい食べられるのが、調理当番の役得だからね」

「わー、ありがとうございます！」

　思えばこの世界に来てから半日以上、何も食べていなかった真璃は、大喜びで料理長から山盛りの皿を受け取った。

「で、君が皮剝きを手伝ってるのって、もしかしてこの役得目当て？」

「うるさい」

　余計な事に気付いた真璃に、ロイは背を向け厨房の横にある食堂へ向かい、彼女も笑いながらその後を追う。

　献こん立だてはバターもマーガリンもない固いパンと、豆とジャガイモを煮に込んだだけのスープ。

　この世界の住人から見れば、天上の甘かん露ろに等しい料理を常食していた異世界人には、いささかどころではなく物足りないが、空腹こそが最大の調味料。

　真璃は逸はやる気持ちを抑おさえ、まずは両手を打ち合わせる。

「いただきます──って、特別な礼儀作法とかあるの？」

「好きに食え」

　ロイはぶっきらぼうに答え、木のスプーンで熱々のジャガイモをすくう。

　伯爵など爵位の高い君主達や、一部の豪ごう商しようならともかく、庶しよ民みんにややこしいテーブルマナーなど存在しないのは、どこの世界も同じである。

「では遠えん慮りよなく……ん～、もうちょっと塩気が欲しいな。ひょっとして、この世界って塩が貴重なの？　古代ローマなんかだと給料として支し払はらわれるくらい、塩って貴重品だったみたいだし、内陸だと岩塩の採れる場所でもないと──」

「おい」

「なに？」

「黙だまって食え」

「はい……」

　早くもお馴な染じみとなったやりとりで叱しかられ、真璃は口をパンで塞ふさいだ。

　そうして、少し早めの昼食を取っていると、食堂に見覚えのある中年男性が入ってくる。

「お～、仲良くやっているな。若い奴やつはいいね」

　口くち癖ぐせの年寄り発言と共に現れたのは、言うまでもなく山猫隊の隊長・ジラファ。

「おはようございます、隊長さん。とりあえず『まだまだお若いじゃないですかー』ってゴマをすっておくべきですか？」

「はははっ、本音を隠かくしてくれるとなお良かったな」

　真璃の無礼な発言を笑って流し、ジラファは料理長から皿を受け取って、彼らの前に座った。

「仕事は上手くできたかい？」

「まぁ、なんとか。相方がもうちょっとお喋りに付き合ってくれると、なお良かったんですが」

「はははっ、そいつは毎食ワインを飲みたいってくらいの贅ぜい沢たくだな」

「…………」

　横のロイが「あれでまだ喋り足りないのか？」と、凄すごく嫌いやそうな顔をしていたが、真璃は見なかった事にしておいた。

「でも、傭よう兵へい団ってもっと怖こわくて殺さつ伐ばつとしているのかと思ってました」

　約一名、陰いん気きな少年が居るものの、他はブルメオを筆頭に、酒と女と宴うたげが大好きな、騒さわがしい奴らばかりであった。

　ジラファもこうして話していると、気さくなオジさんでしかなく、魔剣を操る強力な邪紋使いにはとても見えない。

「楽しそうな人達ばかりで、安心しました」

　そう告げると、傭兵団の隊長はとても嬉うれしそうに笑った。

「あぁ、みんな毎日を楽しむのに必死だからな」

　何い時つ死ぬか分からないからこそ──という言葉を、ジラファは敢あえて口にしない。

　辛しん気きくさい話など、一いつ瞬しゆん一瞬を楽しむ傭兵団には、それこそ野暮でしかなかったから。

「ところでお嬢じようちゃん、一つ注意しておきたいんだが──」

　そう話を変えようとした瞬間、食堂の入り口から彼を呼ぶ声が響いてきた。

「ここに居おられたか、ジラファ隊長。給金と次の予定について相談があるのだが、時間を頂けるか」

　芝しば居いがかった声の主は、傭兵達とは一目で育ちの違ちがいが窺うかがえる金きん髪ぱつの青年、アンドリーニ・パラジェンテ。

　その横には腹心たる、細面の魔メ法イ師ジも控ひかえていた。

「分かった、ちょっと待ってくれ」

　ジラファはそう答えると、急いでスープの残りを腹に搔かき込む。

　そして立ち上がりざま、真璃達だけに聞こえるよう囁ささやいた。

「あの君主様には、目を付けられないように注意してくれ」

「えっ？」

　詳くわしく聞き返す暇ひまもなく、ジラファはアンドリーニの下もとへ駆かけ寄より、食堂から去ってしまう。

　その際、細面の魔法師が一度立ち止まり、疑ぎ惑わくと嫌けん悪おの混じった鋭するどい瞳ひとみで、真璃を睨んでいった。

「えっ、なに、私が可愛いからお妃きさき様候補として狙ねらわれちゃってる？」

　君主達が十分に遠ざかったあと、真璃が不安げに尋たずねると、ロイは冗じよう談だんの部分を無視して真ま面じ目めに答えた。

「混沌核が欲しいのは、あいつも同じだ」

「あっ、そういう事……」

　投影体、極大混沌たる真璃を殺して得をするのは、何もロイ達のような邪紋使いだけではない。

　君主もまた、聖印の力を強めるために混沌を払はらおうとする。

　ただ力を得るだけの邪紋使いと違い、爵位や領地、富や権力が付ふ随ずいする君主の方が、むしろ積極的と言ってよい。

　決して悪党ではなくとも、野心家であるアンドリーニが真璃の正体を知れば、きっと迷わず胸に剣けんを突つき刺さすだろう。

　それだけの価値が、極大の混沌核にはあるのだ。

「死にたくなければ、目立つな」

「はーい」
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　自重しろと注意し、食事を再開したロイの横で、真璃はある言葉を吞のみ込む。

（なら、どうして君は、私を殺さなかったの？）

　力への渇かつ望ぼうは、彼だって強いはずなのに。

　聞いてもどうせ答えてくれないのだろうと、真璃は小さく溜ため息いきを吐つき、冷めてきたスープに口をつけるのだった。




　　　　◇




　次は夕食の準備まで仕事がないという事で、暇になった真璃はというと、リオンの部屋に呼び出され、ようやくこの世界についての授業を受けていた。

「昨日も軽く言ったけれど、まずは混沌について学びましょう」

　混沌の世界であるだけに、それを知らねば先には進めない。

「一言で説明すると、混沌とは自然率──自然の法則を乱すものよ」

　リオンはそう言うと、机の上にあった羽ペンを摑つかむ。

　それは彼女が手を放すと、当然ながら重力に引かれて落下した。

「上から下に物が落ちる、これが自然の法則よね。でも、混沌が作用するとそれが変わってしまうの」

　リオンは床ゆかに転がった羽ペンを拾うと、もう一度胸の前まで掲かかげて手を放す。

　一いつ瞬しゆん、薄うす墨ずみのような物が見えたと思った瞬間、羽ペンは重力に逆らい、天井に向かって跳はね上がった。

「やっぱり、手品じゃないんだ……」

　真璃はヒラヒラと落ちてきた羽ペンを摑んで調べるが、タネも仕し掛かけも見付からない。

　昨夜、ジラファやブルメオの能力を見せられた時点で、分かっていた事ではあるが。

「このように、普ふ通つうではありえない事を起こすのが混沌なの。それが何時、どのような現象を引き起こすかは、神のみぞ知るという事よ」

　真璃の手から羽ペンを受け取りつつ、リオンは説明を続ける。

「この程度なら可愛いものだけれど、混沌はもっと酷ひどい災害を起こすのよ。炎の雨を降らしたり、村一つを底なし沼ぬまに吞みこんだり、住人を全て天上で墜つい落らく死させたり」

「うわぁ……」

　今、羽ペンに起きた事が自分の身に降りかかるのを想像し、真璃はいっきに青ざめた。

「他にも、異世界に住む危険な魔ま物ものが投影されたりもするわ、貴方あなたのようにね」

「私は危険じゃないですよ？」

「それはどうかしら」

　ニッコリと楽しそうに笑うリオンが、冗談で言ったのか本気で言ったのか、確認するのが何だか怖くて、真璃は話を逸そらす。

「と、ともかく、その混沌が全部悪いんですね」

「えぇ、全ては混沌のせい。一度人類の文明が滅ほろんでしまったのもね」

　今から二千年以上前、世界には確固たる秩ちつ序じよが存在していたという。

　だが、ある日突とつ然ぜん、それは崩ほう壊かいし、この世は混沌で満たされてしまった。

「何時、誰だれが、何のためにそうしたのか。そもそも、人じん為い的なものか、自然に起こった事なのかさえ、もう誰にも分からないわ」

　後に暗黒期、大だい破は壊かいの時代などと、あらゆる忌いまわしい名前を付けられたその当時、世界は今よりも遥はるかに濃のう密みつな混沌で覆おおわれていた。

　それは即すなわち、より強力な投影体──現在では滅めつ多たな事で現れぬ、魔ま神じんや破壊神という極大混沌が、平然と闊かつ歩ぽしていたという事である。

　秩序の崩壊によって既き存そんの法則が意味を失い、築き上げてきた技術──兵器の類も使用不可能となっていた人類は、為なす術すべもなく極大混沌の群れに蹂じゆう躙りんされ、絶ぜつ滅めつ寸前まで追い込まれてしまった。

「そんな人類を救ったのが、初めて聖印を生み出した者、始祖君主フアースト・ロードレオンだと言われているわ」

　彼がどのような人物で、どんな経けい緯いで聖印を手に入れたのかは、諸説あって定まらない。

　また、彼よりも先に聖印を手にした者が居たという、異説も存在する。

　それでも、混沌に怯おびえるしかなかった人々の前に、秩序をもたらす聖印という希望を掲げ、大陸の中心に大都市──エーラムを築くほどまとめ上げたのが、レオンという名の青年である事だけは間ま違ちがいなかった。

「はー、凄すごい人が居たもんですね」

　神話や伝説のようでスケールが大きすぎ、真璃は実感が湧わかず曖あい昧まいに頷うなずく。

「そのレオンに続き、聖印を生み出したり、人から分け与えられた者達が今の君主なの。アンドリーニ様にはもう会ったかしら？　彼がこの地を治める君主、言ってしまえば王様ね」

「キザっぽい金髪の人ですよね、近付くなって隊長さんとロイに釘くぎを刺されました」

「えぇ、その通り」

　リオンは微笑し、丁度話題に上ったので、君主と双そう璧へきをなす存在について説明する。

「君主は混沌の魔物を払い、秩序を回復してきたのだけれども、その時、共に戦ってきた者達として邪紋使いが居るの。名前の通り邪紋を使う者で、ロイ達がそうよ」

「ひょっとして、あの不良っぽいタトゥーが邪紋ですか？」

「正解」

　よくできましたと、リオンは深く頷いた。

　混沌から生まれた魔物を倒たおすと現れる混沌核。

　君主はそれを気高い精神力で秩序へと変え、聖印に収め。

　邪紋使いは邪紋として肉体に封ふうじ込こめる事で、混沌を減らしてきた。

「そうした君主や邪紋使いの尽じん力りよくにより、完全とは言えないけれども、ある程度安定した暮らしができるまで秩序が回復したのが今よ」

　もっとも、混沌との戦いに余よ裕ゆうができたせいで、人間同士で争うようになってしまったのは、盛大な皮肉であったが。

「それで、君主が王様をしていて、邪紋使いが傭よう兵へいをしているんですよね？」

「えぇ、混沌を鎮しずめて人が住める土地を確保したからこそ、民の統治者に選ばれ、『君主』と呼ばれるようになったのだからね」

「君主の傭兵とか、邪紋使いの王様って居ないんですか？」

　たんなる思い付きから出たその言葉に、リオンの目が僅わずかに細くなる。

「……居ないわね。領地もない従騎士が、修行の傍かたわら傭兵として食くい扶ぶ持ちを稼かせぐ事はあるけれど、騎士と呼ばれるほどの聖印と力を持った者は、どんなに小さくとも村を持ち、君主の役目を果たすよう求められるわ」

「じゃあ、邪紋使いの王様も？」

「そちらはもっと許されていないわ。邪紋使いは邪じや悪あくな存在として、一いつ般ぱん的には酷く嫌きらわれているの。邪紋として混沌を肉体に取り込むという事は、生きながら魔物に近付いていくも同然だから」

「そうですか……」

　──俺の事が、怖こわくないのか。

　ロイがそう言ったのは、一度剣を向けたという理由だけではなかったのだ。

　それを理解し、複雑な気持ちになりつつも、真璃は首を傾かしげる。

「でも、結果的に人々の暮らしを守っているなら、君主とか邪紋使いとか区別する必要ないと思うんですけど。別に邪紋使いだから悪い人だとは限らないですよね？」

　今のところ、彼女が見たのは善人ばかりであるから、特にそう感じてしまうのだろう。

「だいたい、聖印ですか？　それを持っていれば王様っておかしくないですか。そりゃあ、混沌なんて危ない物と戦っているのは偉えらいと思いますけど、だからって人の上に立てる能力や性格とは限らないですよね？」

　この地を治めるアンドリーニ準子爵は、真璃やロイ達への印象こそ悪いが、統治者としての資質は及きゆう第だい点と言ってよい。

　だが、前領主たるペニアコル男爵は、とても王の器とは言えず、事実そうであったから聖印を剝はく奪だつされた。

「私の世界でも『何でこんな奴やつが!?』っていう人が上に立って、変な政策を実行したり戦争を起こしたりしていたから、偉そうな事は言えませんけど……」

　衆しゆう愚ぐという言葉が存在するように、彼女の国で用いられていた民主制が絶対に正しく、この世界に広まる王制が誤っているとは限らない。

　だがそれでも、歪ゆがみを感じて顔をしかめる真璃に、リオンは感心した様子で頷いて見せた。

「貴方の言うとおりよ。聖印の有無や強弱だけで、人の善し悪しは決まらない。でも、この世界では君主以外が統治者となる事は決して許されないのよ」

「む～、そんなの誰が許さないって言うんですか。まさか神様？」

「いいえ」

　頰ほおを膨ふくらませる真璃に、リオンは首を振ふってから、一いつ拍ぱくの間を置いて告げる。

「魔法師とそれの組織、魔法師協会メイジ・アカデミーよ」

「メイジ・アカデミー……魔ま法ほう使つかいの学校？」

　有名な眼鏡めがねの少年が思い浮うかび、つい懐なつかしくなる真璃だが、リオンの表情が固くなっているのに気付いて、思わず姿勢を正した。

「説明が遅おくれたけど、この世界を動かしている存在に、君主と邪紋使いに加えてあと一つ、魔法師というのが居るの」

「魔法と言うとやっぱり、杖つえを振って呪じゆ文もんを唱えると、何ど処こからともなくケーキが出てくるあれですか？」

「ふふっ、その認識で間違ってないわ」

　食い意地のはった譬たとえに、リオンはつい笑いながらも認める。

「混沌を秩序に変えるのが君主、混沌をそのまま取り込むのが邪紋使い、そして混沌を変調アレンジして超ちよう自然現象を起こすのが魔法師」

「う～ん、差がよく分からないんですけど」

「そうね、普通の人にとってはどれも『凄い力を振るう超ちよう人じん』に映るでしょうし。ただ、一つ大きく違ちがう点として、魔法師は混沌を操れるけれども、払はらう力はないの」

　水は冷やして氷にしようと、熱して水蒸気にしようと、その質量が変わらないように、混沌を操り形を変えたところで、減らす事はできない。

　君主のように無害な物へと変質させるか、邪紋使いのように飲み干さなければ。

　しかし、水は氷になれば刃やいばとなるし、急激に水蒸気となれば凄すさまじい爆ばく発はつを起こす。

「混沌を払えずとも、混沌と戦う力にはなった。だから、才能のある子を集め育てる機関として、魔法師協会が建てられたの」

　場所は大陸の中心、初めて秩序が取り戻もどされた地・エーラム。

　創設者は始祖君主レオンの従者であった、大だい賢けん人じんと呼ばれるほどの魔法師。

「そこで元素、生命など六つの系統魔法だけでなく、内外問わず政治の面でも君主を支えられるよう様々な知識を学び、一人前とみなされた魔法師だけが、君主の補ほ佐さ役として派は遣けんされるのよ」

「へ～……んっ、ひょっとしてあの細い人が魔法師さん？」

　アンドリーニの横に佇たたずんでいた、秘書のような男。

　いかにも魔法使い風のローブを着ていたし、そうなのだろうという真璃の予想を、リオンは頷き肯こう定ていする。

「ヌーヴェンにも会ったのね、彼がアンドリーニ様の魔法師で間違いないわ」

「私、あの人にジロジロと睨にらまれたんですけど、何でか分かりますか？」

　あまり気分のよい視線ではなかったので、気になって真璃が尋たずねると、リオンは少し考えてから言った。

「そうね、仮にも混沌を操る魔法師だし、貴方あなたが投影体かもしれないと、勘かん付づいたのかもしれないわ」

「えぇーっ!?」

　それが本当ならば、魔法師から君主の下もとへ話が伝わり、真璃は殺されてしまう。

「じょ、冗じよう談だんですよね!?」

「本気よ、でも大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　慌あわててしがみついてくる真璃の肩かたに、リオンは落ち着きなさいと手を置く。

「仮に投影体だと分かっても、極大の混沌だとは思わないでしょう。貴方、とても弱そうにしか見えないもの」

　普ふ通つうの女の子であり、下手をすれば野の良ら犬にも負けそうな真璃では、倒したところで得られる混沌核は極小──と、普通は判断するだろう。

「放置しても害のなさそうな投影体を殺して、山猫隊を敵に回しては割に合わないでしょう？」

　準子爵となったアンドリーニでも、魔剣の使い手であるジラファには敵かなうまい。

　そして、身内を傷付けられて黙だまっているほど、山猫隊の隊長は温厚ではない。

「だから、貴方がよっぽどの事をしでかさない限り、手出しはされないと思うわ」

「か弱い女の子に生まれて良かったっ！」

　思わず自画自賛してガッツポーズを取ってから、真璃は不ふ機き嫌げんそうに顔を歪めた。

「でも、人が投影体だからって、あんな嫌そうに睨む事ないと思いません？」

　そう同意を求めるも、リオンは首を横に振る。

「無理ね。魔法師は混沌と戦うために英才教育を受けてきたんですもの、可愛い少女の姿だろうと、混沌の結晶たる投影体を嫌うものよ」

「なるほど……」

「もちろん、投影体でも無害ならば厭いとわず、賓ひん客きやくとして歓かん迎げいする者も居るわ。投影体を下僕や友とする、召しよう喚かん学部の卒業生は特にその傾けい向こうが強いわね」

「でも、混沌を操って利用しているくせに、混沌が嫌いっていうのもおかしな話ですよね？」

　そう思った事を口にすると、リオンは驚おどろいたように目を見開いた。

「先程から薄うす々うす感じていたけど……貴方、ひょっとして頭が良かったの？」

「ひょっとして、私の事を馬ば鹿かだと思ってました？」

「いいえ、鋭するどいなって誉ほめているのよ」

　ジトっとした目で睨んでくる真璃に、リオンは柔やわらかく笑い返したあと、不意に小声で呟つぶやいた。

「そう、魔法師は生まれながらに矛む盾じゆんを抱かかえている、それが闇やみを……」

「リオンさん？」

「ごめんなさい、ただの独り言よ。それよりどこまで話したかしら？」

「えーと、魔法師は君主の手助けをするってとこですかね」

　明らかに話題を逸そらしたのは分かったが、追及したところで語ってくれそうにないので、真璃も話を元に戻す。

「魔法師は君主の補佐役である。ただ、他にもう一つ役割があってね、魔法師協会の定める爵しやく位い制度の厳守がそれよ」

「爵位って、伯爵とか公爵とかってやつですか？」

「その通り。下から順番に従騎士、騎士、男爵、子爵、伯爵、辺境伯、侯爵、公爵、そして望まれながらもまだ誕生していない皇帝」

「あははっ、ちょっと覚えきれないかな……」

　真璃は乾かわいた笑みを漏もらすが、リオンも特に覚えろとは強要しない。

「そういう階級分けがあると知っていれば十分よ。聖印の強さ、即すなわち秩ちつ序じよを取り戻した功績の多さに比例して、より高位の爵位と、それに相応ふさわしい領地が与あたえられるの」

　他にも、大勢の魔法師を召めし抱える権利などが許される。

「その判断をしているのが魔法師なんですか？」

「正解。そして爵位制度に従わず、聖印を持たず領地を占せん拠きよする者や、聖印を持ちながら君主の務めを果たさぬ者を、自らの魔法とお抱えの傭よう兵へい団で討とう伐ばつしてきたの」

　討伐と言えば、まるで悪を倒たおした正義の味方に聞こえるが、ようは自らに従わぬ者を力ちから尽ずくで排はい除じよ──皆みな殺ごろしにしてきただけの話。

「……なんか魔法師協会って、聞いている限りだと悪の秘密結社か、全ての黒幕にしか思えないんですけど」

「ふふっ、あながち間ま違ちがいではないかもね」

　本気か冗談か、また読めない笑みを浮かべるリオンに、真璃は何故か寒気を感じて身み震ぶるいする。

「元々は君主同士が無む駄だに争い、聖印が失われて大混沌時代に戻るのを恐おそれたり、分かりやすい褒ほう賞しようを用意する事で、君主達のモチベーションを上げて、混沌をもっと払おうという目的から、少々の恨うらみを買ってでも導入したのが爵位制度だったのよ」

　だが今では逆に、制度に従ってさえいれば良いのだろうと、君主同士の争いを加速させるだけに終わってしまっている。

「魔法師協会がルールを決めているから、どんなに悪くとも聖印があれば土地を治めてよいし、どんなに立派でも聖印がないと土地を治めちゃ駄だ目めと……やっぱり、歪んでいるとしか思えないな」

　異世界の住人である真璃が、詳くわしい歴史も知らず簡単な概がい要ようを聞いただけで、この世界の人々が定めた規則にケチを付けるのは、余計なお世話でしかないのだろう。

　それでも納得がいかず、口をへの字に曲げる少女に、リオンは慰なぐさめるでもなく付け足した。

「爵位制度に疑問を持つ君主は少なくないし、協会の目が届かぬほど辺境なら、邪紋使いの治める国や、普通の身で混沌に抗あらがい続ける人達の集落もあるでしょう。何より、全ての混沌を払う聖印──皇帝聖印グランクレストが誕生すれば、世界は一変するのだから」

　混沌の大地、それは絶えず変化を続ける場所。

　ならば、悪しき方向だけでなく、善き方へも成長を遂とげられるはず。

「きっと、貴方やロイのような若く新しい力が、この世界を変えていくのでしょうね」

「な、何ですかいきなり、変なプレッシャーをかけないで下さいよ」

　ただの女子高生に何を期待しているのだと、真璃は激しく首を振った。

「それにリオンさんだって、まだまだ十分若いですよ！」

　励はげますつもりで言ったその台詞せりふで、軍医の真っ白い額に青筋が浮かぶ。

「……真璃、言っておくけど私、まだ十九歳なのだけれど」

「え、えええぇぇぇ───っ!?」

　驚きよう愕がくの告白に、真璃はこの世界に来てから最大の絶ぜつ叫きようを上げた。

「絶対に二十代後半だと思ってましたよ!?　大物の貫かん禄ろくがあるし、悪女オーラ出まくりだし、リオンさんって老け……いえ、大人っぽいですね！」

　色々とだだ漏れしながら、励ましのサムズアップを送る真璃。

　それに対し、リオンはただ静かに笑い、バッグの中から小こ瓶びんを取り出した。

「ねえ真璃、ここにとっても楽になれるお薬があるのだけれど」

「楽って何ですか！　それ絶対に楽しくなるって意味じゃないでしょう!?」

「確か貴方の世界に居る神が、『生きている事がそもそも苦行』と教えているのよね？」

「それ神様じゃなくて仏様だし、自殺の推すい奨しようなんてしてませんからっ！」

　竜の逆げき鱗りんに触れてしまったらしく、にこやかに毒薬と思おぼしき小瓶を突つき付けてくるリオンに、真璃は背を向け逃げ出した。

「ゆ、夕飯の準備という崇すう高こうな使命があるので、これにて失礼しますっ！」

　まさに脱だつ兎との勢いで部屋から飛び出た彼女に、振ふり返る余よ裕ゆうなど全くない。

　なので、リオンが漏らした呟きも、耳には届かなかった。

「そう、世界は変わっていく、たとえ望まぬ方向であろうとも」
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　このエストレーラ地方では、昼食こそガッチリと食べるが、夕食は直すぐに寝る事もあり軽くしか食べない。

　なので、夕飯の手伝いに向かった真璃の仕事も、昼間に比べれば少ないものだった。

　とはいえ、またジャガイモの皮かわ剝むきを百個以上やり、手を痺しびれさせて部屋に戻った彼女は、そのままベッドに倒れ込む。

「疲れた、本当に疲れた……」

　愚ぐ痴ちを吐はく余裕があるだけ、まだマシなのは彼女も自覚している。

　文化レベルもそうだが、混沌のせいで複雑な機械が使えぬこの世界では、作業の効率化がはかどらず、農業だろうと商工業だろうと、生きていくのに必要な仕事量は膨ぼう大だいだった。

　吞のん気きに暮らしていられるのは、己の命を金貨に替かえている傭兵くらいのものだろう。

「幸運なんだろうな……」

　真璃は寝ね返がえりをうちながら、呟きを漏らす。

　拾ってくれた傭兵団の皆はいい人ばかりで、申し訳なく思うほどだった。

　けれども、この世界に来た投影体の中には、自分が何か知らされる間もなく殺され、聖印や邪紋の餌えさにされた者も居るのだろう。

　それどころか、人の寄りつかない魔ま境きようと呼ばれる地帯で、魔ま物ものに喰くわれたり飢うえて死んだ者も多いのだろう。

　もっとも、偽にせ物ものにすぎない投影体に、死ぬという表現は正しくないのだろうが。

「幸運か……」

　その単語を口にする度、真璃は不幸な者達の屍しかばねでできた階段を連想してしまう。

　自分はそれを踏み付け登っている、許し難い罪人なのではないかと。

「それでも、生きている限りは、生き続けないと」

　訳もない罪悪感に囚とらわれ歩みを止めないよう、真璃は自分自身を叱しつ咤たする。

　ロイ達、この世界の住人からすれば珍めずらしくはない、だが彼女が元居た国では奇き異いに感じられるほど強い精神。

　それを育む切っ掛かけとなった、混沌災害にも劣おとらぬ災害の光景が蘇よみがえりそうになり、真璃は慌あわてて毛布を被かぶると、直ぐに襲おそってきた睡すい魔まに身を任せた。







　【四章　争乱の足音】




　生きていくのが大変だなんて事は、農作業の手伝いをしていたから、彼も分かっているつもりだった。

　けれども、生き残ったあとにこそ絶望が待っているなんて、知りもしなかったのだ。

　家も畑も全て炎の中に消えた。

　それはつまり、全財産が消しよう滅めつしたという事であり、今日のパンさえ口にできないという事だったのだから。

「お母さん、お腹が空いたよ……」

　焼き尽つくされた街から着の身着のまま逃げのび、辿たどり着いた小さな村の家か畜ちく小ご屋やで、幼い妹が母親にすがり涙なみだを零こぼす。

「静かにして、みんな我が慢まんしているのよ」

「でも……」

　妹はなおも泣き言を漏もらそうとしたが、家畜小屋の中にすし詰づめとなった、同じ境きよう遇ぐうの者達が放つ重苦しい視線に気付いて口を閉ざす。

　炎の魔剣を操る黒い巨きよ人じんという、とてつもない混沌カオス災害から生き延びた者は千も居るかどうか。

　この村に避ひ難なんしてきたのは、その内の二割にあたる約二百人にすぎない。

　だが、元から百人ほどしか居ない小さな村には、倍もの人数を泊とめる家も、腹を満たす食料もない。

　幸運にも親類が居た数名を除き、大多数はすきま風が吹ふく家畜小屋をどうにか借りて、村人がお情けで配ってくれた小さな芋いもを、生のまま齧かじる事しかできなかった。

「くそっ、混沌め、混沌め……っ！」

　隣となりに座る中年男性が、火ひ膨ぶくれを起こした腕うでを押さえ、延々と憎ぞう悪おの呟つぶやきを繰くり返す。

「これからどうすればいいんだ……」

「いっそ、この村の奴やつらを……して、乗っ取れば……」

　路頭に迷った青年二人が、何か不ふ穏おんな呟きを漏らしては、村人に聞かれていないか血走った目で辺りを見回す。

「うふふっ、あははっ！」

　焦しよう点てんの合っていない目で笑い、薄うす汚よごれた人形を撫なで続ける女は、きっと子供を見捨てて一人で逃げ、その罪悪感で壊こわれてしまったのだろう。

　それらの全てを、彼は正しく理解していた訳ではない。

　ただ、悪夢はまだ終わっていないと知り、折れそうになる心を必死に繫つなぎ止めるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「強くなるんだ、何よりも強く、強く……っ！」

　呪じゆ文もんのように繰り返し、絶望が這はい寄る隙すき間まができないよう、心をそれ一つで埋うめ尽くす。

　そんな息子むすこを見ていた父親の目が、何か思い付いたのか、不意に大きく見開かれた。

「なぁ、強くなれる所があるんだが、行きたいか？」

　問とい掛けてくる父親が、どんな暗い感情を隠かくしていたのか、彼はうっすらとだが気付いてしまう。

　けれど同時に、それが家族を救う道であり、断れば幼い妹が犠ぎ牲せいになるだけだと、悲しいが理解してしまった。

　だから彼は頷うなずき、その言葉を唱えたのだ。

「うん、僕は──俺は、強くなりたいっ！」

　その二日後、彼はある傭よう兵へい団に売り払われた。

　幼い子供だろうと、強制的に邪紋アートを刻ませて戦力とする、外道な連中であったが、支払いは忠実であったらしい。

　彼を売って得た銀貨の袋ふくろを手に、去っていく両親と妹。

　その時、家族がどんな顔をしていたのかは、どうしても思い出せなかった。
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　ひんやりとした朝の空気を感じて、ロイは自然と目を覚ます。

　女性陣じんに与あたえられた個室とは違ちがい、ベッドもない大部屋で、隣では毛布を被ったブルメオが、夢の中でも美人を口説いているのか、何やら寝ね言ごとを呟いている。

「……ふぅ」

　ロイは夢の残ざん滓しと共に深く息を吐くと、眠ねむり続ける仲間達を起こさないよう、静かに部屋を出た。

　そして城の中庭に向かうのだが、目的地である馬小屋の前には、彼よりも先に元気な少女が立っていた。

「ふふふっ、勝った！」

「だからどうした」

　朝からうるさい真ま璃りに、ロイは溜ため息いきを吐きながら小屋の中に入り、柵さくを外して馬を二頭連れ出す。

「逃にがすなよ」

「分かってるってば」

　任せろと胸を叩たたく真璃に、ロイは疑わしげな目を向けつつ、一頭の手た綱づなを手渡す。

　最初は小屋の掃そう除じしか任されなかった彼女だが、強い要望により──というか、ある提案によって、最近は散歩役もやらせて貰もらえるようになったのだ。

　その内容はというと、以下の通りである。

「私だってたまには馬と散歩したいのに……そうだ、賭かけをしよう！　早起きした順に馬を連れて行って、小屋に着いた時にもう馬が居なくなっていた、一番最後の人が掃除当番って事にするってどう！」

　この提案は賭かけ事ごとが大好きな傭兵団の連中に、ロイ以外の満まん場じよう一いつ致ちを得て採用される。

　特に、大遅ち刻こくをしてしまい、馬が散歩から帰ってくる前に掃除を終わらせられなかった時は、罰ばつとしてみんなにビールを一いつ杯ぱい奢おごるというのが受けていた。

「ほらカルモ、行くよ」

　とっくに五頭の名前と顔を全て覚え、暇ひまを見ては毛け繕づくろいなどもしてくれる真璃に、カルモと呼ばれた黒馬は大人しくついていく。

　優しく世話をしてくれる相手ならば、人間か投影体かなど、動物には関係ないのだろう。

　そんな事を考えながら、ロイも栗くり毛げの馬を連れて、修理を終えた城門をくぐって草原に向かった。

「昨日さ、リオンさんに頼たのまれて一いつ緒しよに薬草を採りに行ったんだけど、それが何とアロエだったんだよねー。私、ヨーグルトで食べた事しかなかったけど、アロエって打ち身や火傷やけどに効くんだって」

「…………」

「あっ、ヨーグルトもこっちにあるよね？　村までお使いに行った時、牛とか羊とか飼ってるの見たし、牛乳は飲んでるみたいだしさ。でもマヨネーズは見てないんだよね……はっ、マイ・ベスト三大調味料ことマヨネーズ、醬しよう油ゆ、味み噌その製造、流通、販はん売ばいに成功したら、大金持ちになれるんじゃない!?」

「おい」

「なに？」

「黙だまって馬を引け」

「はい……」

　もう何度目とも分からないやり取りで、真璃の口を閉じさせるが、それが三分ともたぬ事もロイはよく知っていた。

　うるさい奴だと辟へき易えきするが、嫌きらいかと問われればそうでもない。

　彼女の持つ強さに、気付いていたから。

（こいつは、恐おそろしくないのだろうか？）

　真璃がこの世界に現れてから、既すでに二週間が経っている。

　混沌の仕組みや世界の情勢を知り、傭兵団や城の兵士達とも仲良くなり、生活の基き盤ばんもできて日々の心配はなくなった。

　けれども、いつ命を狙ねらわれるとも知れぬ混沌投影体カオス・プロジエクシヨンである事も、二度と元の世界に戻れぬ事も変わりない。

　両親や友人が恋こいしくて泣きたいだろうに、理り不ふ尽じんな境遇を嘆なげき、自ら命を絶つ誘ゆう惑わくとて感じただろうに。

　彼女はいつも元気に笑って、生きて、生き続けようとしている。

（強さ、か……）

　ロイがその気になれば、真璃を殺すのは容易たやすい。

　そして今も、彼女を殺して極大の混沌核カオスコアを得たいという欲よく望ぼうは、胸の奥で燻くすぶっている。けれども──

（殺せない……）

　ただひたすら、強くなりたいと願い生きてきた。

　剣けんを振ふり、敵を殺し、邪紋を奪うばう。

　それを何度も何度も繰り返した果てに、今の力がある。

　だから、同じ事を繰り返せばよかったのに、今も、草原で出会ったあの時も、ロイは真璃を殺あやめる事ができなかった。

（どうして……）

　自問しながらも、ロイは胸の奥でとっくに答えを出していた。

　殺せないのは、対等な殺し合いではないから。

　双そう方ほうの命を賭けた戦いではなく、戦う意志も術すべも持たない相手からの、一方的な略りやく奪だつ。

　それはあの日、炎の魔剣を手にした極大混沌によって、彼が受けた事と同じだから。

　許されない、何があろうと、それだけは。

（だが……）

　そんな甘い事を言っているから、自分は弱いのだろうかと、疑念が胸を蝕むしばむ。

　極大混沌すら倒たおせるほどに、強く、強くあろうとし、混沌を邪紋として刻み続けてきた。

　この体は既に半分、混沌と化していると言ってよい。

　ならば、心も混沌に近付けねば、手が届かないのではないか。

　狡こう猾かつに、残ざん酷こくに、虫を潰つぶすように人を殺せる精神。

　まるで、あの男のような──

「嫌いやだっ！」

「うわっ、どうしたの!?」

　思わず声が出てしまい、前を歩いていた真璃が驚おどろいて振り向く。

「……何でもない」

「そう？　ところでさ、井戸の前で洗せん濯たくをしてた時の話なんだけど──」

　目を逸そらし誤ご魔ま化かすと、真璃は追つい及きゆうせず無む駄だ話ばなしを始めた。

　今だけはそれをありがたく思いながら、ロイは彼女の背中を見み詰つめる。

（生きる、強さ……）

　剣を振るえずとも、何い時つも笑って、一生懸けん命めいに生きる真璃。

　仮に彼女を殺して混沌核を奪い、魔剣を生み出せるほどの力を得たとして、はたしてその時、自分は強くなれたと胸を張れるのか？　勝ったと誇ほこれるのだろうか？
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　頭を過よぎる幾いくつもの疑問と葛かつ藤とう。

　その全てに答えを出すには、彼はまだ若く、そして戦いしか知らなかった。

「んっ、どうかした？」

　ジッと見詰めていたロイの視線に気付き、再び振り返った真璃は、急にニヤリと笑えみを浮かべる。

「はは～ん、ついにこの超ちよう美少女・真璃ちゃんの魅み力りよくに気付いたのかね？」

「……今度、鏡を買ってやる」

「やめて、そんな憐あわれみの目で見ないでっ！」

　悲痛な叫さけびを上げつつ、「でもナイスツッコミ！」と喜ぶ彼女を見ていると、悩なやんでいる自分が急に馬ば鹿からしくなって、ロイは大きな溜息を吐ついた。

　そうして、馬を草原で走らせ、草を食べさせて、遅おくれてきた傭兵団の仲間と、今日のビリは誰だれかと談笑したりしたあと、彼らは一足先に城へ戻る。

　その途と中ちゆう、南の街道から一騎きの騎馬がこちらへ向かってくるのが目に入った。

「誰だろ、城の人じゃないよね？」

「あぁ」

　真璃に頷うなずき返しながら、ロイは手綱を引いて馬を止め、騎馬が向かってくるのを待った。

　乗っていたのは軽けい鎧よろいを着た小こ柄がらな少女で、歳は彼よりも一つか二つ下だろう。

　まだ子供といってよい、幼い顔立ちをした金きん髪ぱつの少女は、ロイ達の前に到とう着ちやくすると、馬上から偉えらそうに声をかけてきた。

「そこな二人、にい──アンドリーニ準子爵のおわす城は、こちらの方向でよろしいのかしら？」

「あぁ、このまま真っ直すぐ行けば、五分ほどで着くでしょう」

　少女が何者か察したロイは、ぶっきらぼうな彼としては珍めずらしく、丁てい寧ねいな言葉を返す。

　それが面白くなかったのか、真璃はムッとした顔で少女を見上げた。

「なに、この偉そうなチビっ子？」

「ち、チビとはなんですの!?　ちょっと大きいからって偉そうにしないで欲しいですわ！」

　少女は真璃の頭、そして胸元に目を向け、悔くやしそうに歯は軋ぎしりする。

　その視線に気付き、真璃は隣となりのロイに尋たずねた。

「やっぱりこの世界の男も、みんな巨きよ乳にゆう好きなの？」

「……知るか」

　ブルメオにでも聞けと、邪紋使いアーテイストの少年は目を逸らす。

　そんな二人の態度を、無視されたと思ったのか、少女は顔を真っ赤にして馬の腹を蹴けった。

「ふんっ、これだから下々の者は下品で嫌ですわ」

「牛乳を飲むと大きくなるらしいよ、背も胸も」

「余計なお世話ですわっ！」

　真璃の助言に罵ば声せいを返しながらも、少女は何やら考え込んだ顔をしつつ、城の方へと馬で走り去って行った。

「綺き麗れいな顔してたけど、ちょっと変な子だったね」

「お前が言うな」

「おっ、ロイもツッコミが身に付いてきたね～」

　つい口から飛び出た皮肉に、真璃は何故か嬉うれしそうに笑う。

　二週間が経っても、この感性だけは全く理解できなくて、ロイはまた溜ため息いきを吐くのだった。
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「体に糞ふんの臭においがついて、女の子にモテなくなっちまうぜ」

　そう文句を漏もらしながら、小屋の掃そう除じを終えていたブルメオに馬を預け、ロイと真璃は城の調理場に向かう。

　怪け我がの治った敵兵を家に帰したり、元々の領地があまり手て薄うすになっても困るので、半分ほど兵士を戻もどしたりと、城に居る人数と共に調理の仕事量も減っていたが、それでも大量のジャガイモと戦う事には変わりない。

　皮かわ剝むきの能力を覚えた方が、邪紋を日常的に使えて有意義かもしれない──と、らちもない想像が浮かびつつ、ロイは無言でナイフを操る。

　その横で、真璃は器用に手と口を動かしていた。

「料理長、金髪のチビっ子が城に来てたと思うんですけど、あれ誰か知ってますか？」

「あぁ、それはきっとアンドリーニ様の妹君だよ」

「えっ、王様の妹!?」

「うん、アンシェンテ・パラジェンテ様といってね、まだ成人していないという事で、従騎士の分しか聖印クレストを渡わたされていないけど、いずれは騎士や男爵になられて、アンドリーニ様の片かた腕うでとしてご活かつ躍やくなされるだろうね」

「あわわっ、私ってばとんでもない事を……っ！」

　お姫ひめ様のような相手に失礼な物言いをしたと気付き、泡あわを食う真璃。

　そんな彼女の世界に『口は災いの元』という格言があるのを知ったら、ロイは何と思っただろうか。

　ともあれ、「お転てん婆ばだが優しい方だよ」という料理長の言葉を信じ、真璃はホッと胸を撫なで下ろす。

「でも、そのお姫様は何でここに来たんですかね？」

「多分、何時までたってもアンドリーニ様が戻られないから、痺しびれを切らして会いに来たんじゃないかな？」

　元々この地を治めていたペニアコル男爵を追放したため、あとを任せられる従属君主ロードがおらず、アンドリーニ本人が統治せざるを得なかった訳だが、それでは元の領地を管理する者が居なくなってしまう。

　留守を任されていた妹ことアンシェンテは、それで文句を言いに来たのだろう。

　ただし、領地の件など言い訳でしかない。

「アンシェンテ様は兄のアンドリーニ様が大好きだから、たんに会えなくて寂さびしかったんだろうね」

「あぁ、ブラコンなんですか」

「それ、本人の前で言ったら斬きられかねないから、自重してね」

　ズバリと言った真璃は、苦笑する料理長にそう忠告され、わざとらしく恐こわがって見せながら、潤うるんだ瞳ひとみでロイを見上げた。

「もし、斬られそうになったら、私の事を守ってくれる？」

「混沌核は拾ってやる」

「……ロイ、もう少し気配りを覚えないと、女の子にモテないよ」

　恨うらめしそうに睨にらんでくる真璃が、何い時つから「君」ではなく「ロイ」と名前を呼ぶようになったのか、彼には思い出せない。

　たったの二週間しか経っていないのに、それくらい彼女の存在が自然と馴な染じんでいる事にこそ、ロイは戸と惑まどいを覚えてしまう。

（本当に何者なんだ、こいつは）

　極大の混沌から生まれた普ふ通つうの少女、なのに彼の中にズケズケと踏ふみ込んでくる、口うるさくて生きる強さに満ちた者。

（分からない……）

　自分とは違ちがう強さ、求めたモノとは違う力。

　そのあり方が、ロイの心に焦あせりのような感情を生んで、どうしても落ち着かなかった。

「もう終わったの？　相変わらず器用だね」

　真璃の声でハッと我に返ると、いつの間にかジャガイモの皮を全て剝むき終わっており、ロイは調理用のナイフを棚たなに返す。

　そして、焼きたてのパンを一つ貰もらうと、食堂とは別の方向へ歩き出した。

「あれっ、スープ飲まないの？」

「今日はいい」

「ふ～ん。ところで料理長、ジャガイモの煮に込こみばかりだとみんな飽あきちゃうし、たまにはフライドポテトとかいかがですか？　健康を考えると植物性油がいいけど、多分ないか高価だろうから、豚ぶたや牛の脂あぶらを──」

　真璃の唱える新メニューに、少しだけ心を惹ひかれながらもロイは振ふり返らず、パンを食べながら寝ね泊とまりしている大部屋に戻る。

　そして双剣を腰こしに付け、城から出ようと廊ろう下かを歩いていたところで、再び金髪の小柄な少女・アンシェンテとばったり顔を合わせた。

「貴方あなたは、先程の失礼な女の連れではありませんか」

「……山猫リユンクス隊たいの一員、ロイです」

　失礼な女の分を詫わびるため、ロイは慣れぬ丁寧な仕草でお辞じ儀ぎをする。

　それで気が晴れたのか、アンシェンテは満足そうに頷うなずき、そして今いま更さらながらロイの体に刻まれた紋もん様ように気付く。

「貴方、邪紋使いでしたのね。今度お手合わせ願えるかしら？」

　自信満々な顔で腰の剣を叩たたく君主の妹から、ロイは困って目を逸そらす。

「……準子爵に、叱しかられます」

「むぅ～、貴方まであの女や兄様と同じで、ワタクシを子供扱あつかいするのですわね。もう混沌の退治だってした事がありますのよ！」

　アンドリーニに何を言われたのか、アンシェンテは酷ひどく立腹した様子で地じ団だん駄だを踏む。

　その実じつ年ねん齢れい以上に幼い仕草を見ていると、何故か懐なつかしい姿が重なった。

　今朝の夢で見た、そして現実ではもう見る事がないだろう、生き別れた実の妹。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい……）

　感傷を振り払はらうように、ロイは心の中で吐はき捨すてる。

　自分を売った家族を恨んでなどいないし、寂しいなどと思う余よ裕ゆうは、命いのち懸がけで戦い続ける日々の中で邪じや魔まだったから、とっくに捨て去った。

　だから、探し出して会おうとも思わない。

　まだこの島に居るのか、食くい詰つめて後ろ暗い仕事に手を出していないか、そもそも生きているのかどうか、何も分からないのだから。

　悲ひ惨さんな事実を知るくらいなら、優しい夢想に浸ひたっていたいという程度には、彼は自分が弱い事を自覚していたし、家族の事を大切に思ってもいたのだ。

「ちょっと、聞いていますの？」

　アンシェンテの声が間近で響ひびいて、ロイはまた思考の海から現実に舞まい戻る。

「……失礼します」

　これ以上、古傷を引っ搔かかれないうちに、ロイは早足でこの場から立ち去る。

「むぅ～、まだ話は終わっていませんのに～っ！」

　幼い怒り声が背後で上がったが、彼は振り返らず城から出て行く。

　妹は、あんなお転婆に育っていないだろうか──と一いつ瞬しゆん心配し、そしてもう思い出さないよう、胸に重い蓋ふたをして。
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　城から二十分ほど歩いた人気のない草原で、ロイは両手に構えた双剣を振るう。

　今日は邪紋を励れい起きさせていない。

　城を落としたあの日、隊長のジラファに負けたさいに受けたアドバイスを、体に覚え込ませるためだ。

「ふっ！　はっ！」

　短い呼気と共に、動きを読まれないよう小さく鋭するどく、だが渾こん身しんの力を込めた剣を振る。

　邪紋使いや君主、魔メ法イ師ジが入り乱れる戦場は派手になりがちで、その中では自在に曲がる魔ま弾だんや、鋼鉄の肌はだなど地味なもの。

　炎や雷かみなりが乱れ飛び、魔ま神じんの如ごとき姿となって空を飛び回る者さえ居る。

　そんな者達を相手にした時、こんな細々とした剣けん技ぎが通用するのか。

　まして、城じよう壁へきを踏み潰つぶすほど巨きよ大だいで、津つ波なみの如き炎を生み出す魔剣を操る、桁けた外はずれの極大混沌を相手にして。

　疑問と不安は尽つきぬが、ジラファが見せたその剣技に、彼が敗れたのは事実。

　そして、覚えて無む駄だになるモノではないのも事実。

　他に新しい特訓の方法が思い付かなかった事もあり、ロイは僅わずかな反はん抗こう心しんを抑おさえ込み、自らが負けた剣を身に付ける。

　強くなるためならば何でも受け入れ、弛たゆまず鍛たん錬れんを繰くり返せる。

　その愚ぐ直ちよくさこそが自分の強みである事を、彼は自覚していない。

　ただ、今は隊長という身近な壁かべを越こえるため、無心に剣を振り続けた。

「──っ!?」

　鍛錬の途と中ちゆうで、草を踏む微かすかな音が耳に届いて、ロイは勢いよく振り返る。

　するとそこには、驚おどろいた顔の真璃が立っていた。

「うわっ、ビックリした！」

「……お前らは、人の練習を邪魔する趣しゆ味みでもあるのか」

「えっ、何が？」

「……何でもない」

　隊長との件を知るはずもない真璃は首を傾かしげ、ロイも馬ば鹿かな事を言ったと首を振った。

「それで、何か用か？」

「うん、はいこれ」

　尋たずねると、真璃は手に下げていたバスケットの中から、小さな木箱を差し出してくる。

　受け取り蓋を開あけると、香こうばしい油の香かおりと共に、見た事もない食べ物が姿を現した。

「何だ、これは？」

「さっき言ってたフライドポテトだよ。料理長に頼たのんで鍋なべと油を借りて、試しに作ってみたの」

　味見してみて──と促うながされ、ロイは黄金の衣をまとった芋いもを指で摘つまむ。

　ただ味見役をさせるためだけに、城から離はなれたこんな草原の真ん中まで、歩いてきた訳ではあるまい。

　スープも食べずに去った彼の、何い時つもと違う様子を心配し、見に来てくれたのだろう。

　それが分かるだけに、ロイは何とも言えぬ顔をしながら、未知の食べ物を口に入れた。

「…………」

「どう？」

「……悪くはない」

「うふふっ、素直じゃないな～」

　どんな顔をしてしまったのか、真璃は得意満面にガッツポーズを決める。

　それを腹立たしく思いながらも、ロイは手を止める事ができず、フライドポテトを摘まみ続けた。

「はい、これお水」

「……感謝する」

「何その堅かた苦くるしい言い方、普通に『ありがとう』でいいよ。さんはい！」

「…………」

「シカトかよっ！」

　相変わらず騒さわがしい真璃から革かわ袋ぶくろの水すい筒とうを受け取り、口の中の油を落としたあと、ロイはずっと胸に留めていた疑問を吐き出した。

「おい」

「なに？」

「どうして、俺に構う」

　ジラファの命令により、馬の世話や芋の皮かわ剝むき仕事を教えたため、他の者達より接する機会が多かったとはいえ、ここまで世話を焼かれる理由がない。

　思いとどまったとはいえ、一度は剣を向けた事があり、今後もないとは言い切れない。

　関わりたくないと遠ざかる方が普通であろう。

　そんなロイの問いを受け、真璃は困ったように頰ほおを搔く。

「ん～、歳の近い子がロイしか居なかったから、仲良くしたかっただけなんだけど……あっ、リオンさんハ、トッテモ、オ若イデスヨ？」

「茶化すな」

　何か恐おそろしい目にでもあったのか、瞳の光を消して片言で喋しやべる真璃に、ロイは誤ご魔ま化かすなと詰め寄よる。

　すると、彼女は照てれ臭くさそうに苦笑しながらも、隠かくさず本心を打ち明けた。

「周りが大人ばかりだから、特にそう感じちゃうだけかもしれないけど、ロイって危なっかしくて放っておけないんだよね」

「危なっかしい？」

「うん、死にたがっている──いや、死んでも構わないって、自分の命を粗そ末まつにしているような気がしてさ」

「…………」

　まるでジラファと同じような事を言われ、ロイは黙だまり込んでしまう。

（俺は、死にたがりじゃない）

　そんな精神状態で生き残れるほど、戦場は甘いものではない。

　山猫隊に拾われる前、最初に売られた傭よう兵へい団の時点で、とっくに死んでいた事だろう。

　けれども──

（生きたいと、思っているのだろうか？）

　強くなりたかった。

　だから昼も夜も剣を振り、混沌を取り込み、敵を打うち倒たおし、勝利を築いてきた。

　けれどもそれは、勝ったから生き残っただけで、生きたいから勝ってきた訳ではない。

　似ていながらも異なるそれを、ジラファと真璃は感じ取ったのだろう。

　ただ、数年を共にした隊長はともかく、たった二週間の関係でしかない、異世界からの投影体が、どうしてそれを見み抜ぬけたのか。

「何で、そう思う」

「う～ん、乙女おとめの勘かん──じゃ駄だ目めだよね」

　ロイの真しん剣けんな眼まな差ざしを受け、真璃もふざけるのを止やめて、覚かく悟ごを決めた顔をする。

「実はね──」

　言いかけたその時だった。

「うわあぁぁぁ───っ！」

　耳をつんざくような悲鳴が、草原のどこかから響いてきた。

「えっ、何!?」

「まさか……」

　嫌いやな予感が過よぎり、ロイは悲鳴がした方向へと走り出す。

「お前はここに居ろ──いや、少し離れてついて来い！」

「どっちよ!?」

　現れたのが一体とは限らぬ以上、残していくのはむしろ危険と判断したロイの後を、真璃も言われたとおり追いかける。

　緩ゆるやかな斜しや面めんに遮さえぎられ、視界の通っていなかった草原の先。

　そこに、座り込んで震ふるえる幼い少年と、逃にげまどう無数の羊、そして一頭の羊を三つの口で貪むさぼり喰くらう混沌投影体──無害な少女とは違ちがう、正しよう真しん正しよう銘めいの化け物が居た。

　獅し子しの上半身に山や羊ぎの下半身、背中には竜りゆうの翼つばさが生え、尻尾しつぽの代わりに毒どく蛇へびがうねる。

　そして左から、山羊、獅子、竜と三つもの頭が並ぶ。

　四つの生物が奇き怪かいに融ゆう合ごうした、動いている事さえおかしな異形。

　自然の法則も、生物の構造も無視した、まさに混沌の生物。

　タルタロス界に巣くう合成獣・キマイラ。

「……真璃、あの子供を連れて逃げろ」

「えっ!?　今、初めて私の名前を──」

　何か言いかけた真璃を振ふり切るように、ロイは邪紋の力を解放して駆かける。

　羊を食くい荒あらし、座り込む少年へと目を向けたキマイラの首。

　三つあるその一つ、竜の頭に向かって双剣を振り下ろす。しかし──

「グゴアァァァ───ッ！」

　竜の頭はおぞましい雄お叫たけびを上げながら、太い角を器用に動かし、向かってきた二振ふりの剣をはじき返してしまった。

「ちっ！」

　ロイは舌打ちしながら距きよ離りを取るが、企たくらみは成功したようで、キマイラは彼の方に三つの首を向けた。

　並んだそれと尻尾の毒蛇が合わさり、三百六十度・全方位の視界と攻こう撃げきを可能とする魔ま物もの。

　それは、高速で動き回り敵の死角を突つくロイにとって、最悪の相性といえた。

　だが、逃げるという選せん択たく肢しはない。

　羊飼いの少年と真璃を連れていては、直すぐに追い付かれてしまう。

　そして、二人を見捨てて自分だけ逃げるなんて事は、決して許されなかった。

　ただし、命を賭かけても弱者を救うなんて、高こう尚しような自己犠ぎ牲せいの正義感からではない。

「俺は、負けない」

　彼の根底に焼き付いて、消えない光景。

　大切な人達を見捨てて逃げるしかなかった、弱い過去の自分。

　それを繰り返せば、決定的に敗北してしまう。

　心が、強くなろうと戦い続けた半生が。

　それに──

「お前なら、遠えん慮りよなく殺せる」

　対等な殺し合いならば、剣に迷いはいらない。

　ロイは怯おびえを熱い殺意で塗ぬり潰しながら、頭の中を氷のように凍こおらせて、キマイラに向かって真っ正面から突っ込んだ。

　だが、それはフェイント。

　繰り出された獅子の爪つめを、回り込むように跳ちよう躍やくして避よけながら、向かってきた一番弱い頭──尻尾の毒蛇を切り落とす。

「ガァグゴァメェェェ───ッ！」

　痛覚は共有しているらしく、獅子と竜と山羊の頭が、同時に苦痛の呻うめきを上げる。

　その隙すきを逃のがさず、背中に生えた翼の片方を、根本から切り裂さいた。

「空を飛ばれては、堪たまらないからな」

「グルルル……ッ！」

　獅子の爪がかすっていたのか、左ひだり腕うでから血が流れていたが、厄やつ介かいな尻尾と翼を真っ先に落とした代だい償しようとしては安いモノ。

　ロイは唸うなるキマイラに向け、さらなる追つい撃げきを見み舞まった。

　隙のない小さく鋭するどい攻撃の練習は、確かに効果があったらしい。

　元からの俊しゆん足そくも合わさって、一いつ瞬しゆんで攻撃と離り脱だつを繰くり返すロイを、キマイラはまるで捉とらえられない。

　牙きばや爪を空から振ぶりさせては、比ひ較かく的てき安全な側面や後方から斬きりかかり、確実に傷を負わせていく。

　ジラファや真璃が危き惧ぐするように、彼は命を賭けた危険な戦い方もするが、それは愚おろかな突とつ撃げきを繰り返すという意味ではないのだ。

　ここぞという勝負所で、躊躇ためらわず踏ふみ出せるというだけの事。

　そして、魔物に刻まれた傷が三十を超こえた時、そのチャンスは訪れる。

「グオゥッ！」

　回り込んだロイを追い、体を横に向けようとしたキマイラが、傷だらけの後ろ足を滑すべらせたのだ。

　横よこ倒だおしになって動きが止まった敵に、ロイは渾こん身しんの突きを見舞う。

「貫つらぬくっ！」

　言葉さえ力と変え、繰り出された二本の剣が、竜と獅子の頭を貫かん通つうする。

　残るはあと一つ、何な故ぜこれが合成されたのか疑問を抱いだく、弱そうな草食動物、山羊の頭。

　だが、そう思い込み、後回しにした事が彼の足下をすくう。

「メエェェェ───ッ！」

　今まで密かに、草を嚙かむように動いていた山羊頭の口が、突とつ如じよとして奇き声せいを上げる。

　それに呼応し、無数の光──エネルギーの塊かたまりがロイを取り囲んだ。

　それが、前後、左右、そして上と、足下の地面を除く全ての方向から、一いつ斉せいに放たれる。

　渾身の突きを見舞った直後で、初めて動きの止まったロイを、自分ごと蜂はちの巣すにするために。

「──っ!?」

　隊長の魔剣が目前に迫せまった、あの時と同じように、時間の流れがゆっくりと遅おそくなる。

　一つだけ違うのは、これが練習ではなく、本物の殺意が込められている点。

　──俺は、死ぬのか？

　強くなる事を願い、戦い続けた半生が、ここで終わる。

　死体すら残さず、混沌と成り果て、この世から消しよう滅めつする。

　それを怖こわいと思う余よ裕ゆうすらない、真っ白になった意識の中で、その声だけは不思議と耳に届いた。

「ロイィィィ───っ！」

　彼を呼ぶ真璃の叫さけび。

　まだ残っていたのか、どうして逃げなかったのか。

　そう言い返す事もできない、静止した時間の中で、目に見えないうねりが走る。

　世界が歪ゆがむ、奇き妙みような感覚。

　それと同時に、目前まで迫っていた光の雨が、忽こつ然ぜんと消滅した。

「……なん、だ」

　時間が通常の流れに戻もどるなか、何が起きたのか理解できず、ロイは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　今なら子供でも殺せそうなほど、隙を晒さらした彼に、キマイラは攻撃をしてこない。

　何故なら、全身から黒い霧きりを吐はき出しながら、苦しみ悶もだえていたから。

「メエェェェ───ッ！」

　唯ゆい一いつ残った山羊の頭が絞しぼり出す苦痛の叫びに、ロイは瞬しゆん時じに意識を取り戻し、考えるよりも先に体が動き出す。

　敵にトドメを刺さすため、深々と刺さった剣を引き抜ぬこうと。

　なのに、柄つかを握にぎる手に力が入らず、すっぽ抜けて尻しり餅もちを付いてしまう。

「……邪紋が、止まった？」

　見れば、励れい起きさせていたはずの邪紋が輝かがやきをなくし、全身を包んでいた超ちよう常じようの力が、全く感じられなくなっていた。

　今この場において、魔ま法ほうは消え、魔物は少しずつ分解され、邪紋は使えなくなっている。

　それは、つまり──

（混沌の力が、失われている？）

　魔法も魔物も邪紋も、全ては混沌を根源としている。

　ならば、それが消えたとしか思えない。

（何故だ？）

　頭は疑問で埋うめ尽くされながらも、戦いが染み付いたロイの体は、予備の武器であるナイフを抜き、身み悶もだえる山羊の頭に全身でぶつかっていく。

　全体重をかけたナイフは、邪紋の力がなくともどうにか魔物の頭ず蓋がい骨こつを貫く。

　全ての頭を失ったキマイラは、断だん末まつ魔まの叫びを上げる力すら失ったのか、静かに黒い霧へと変わり、そして黒い球体となるのだった。

「はぁ、はぁ……」

　ロイは荒あらい息を吐きながら、普ふ段だんよりもずっと早く発散しようとしている混沌核に、自らの手を差し込む。

　何度やっても慣れぬ、身を焼かれる熱に歯を食いしばりながら、混沌核を吸収しきると、邪紋はまた線を増やす。

　だが、いくら励起させようと力んでも、疾しつ風ぷうの如ごとく走る脚きやく力りよくも、片手で軽々と剣を振る剛ごう力りきも、何も引き出せなかった。

　どのような作用で、混沌が力を失ったのかは分からない。

　けれども、誰だれがやったのかは判明している。

「真璃、何をした？」

「えっ、わ、私っ!?」

　ロイに見み詰つめられた彼女は、今何が起きたのかすら分かっていない様子で、激しく動どう揺ようする。

（自分でも、知らなかったのか……）

　彼女が噓うそや演技を貫ける、器用な人間でない事は、とっくに分かっている。

　だから、本人すら知らぬ力であったのは間ま違ちがいない。

　同時に、真璃がやったという事も疑いなかった。

　何故なら、彼女は極大の混沌から生まれた投影体。

　世界を二つに割る切っ掛かけとなった魔ま神じんの王、ロイの故郷を燃やし尽くした黒い巨きよ人じん。

　それらに匹ひつ敵てきするやもしれぬ高密度の混沌が、ただの少女であった事のほうがおかしかったのだから。

（しかし……）

　動揺し続ける真璃を見ながら、ロイの頭にはさらなる疑問が浮うかぶ。

　混沌から生まれながら、混沌の力を消し去る。

　それはまるで、秩ちつ序じよをもたらす君主の証──聖印のようではないか。

「お前は、何なんだ？」

「わ、私に聞かれても……」

　自分がとんでもない事をしたのだと、彼の反応からようやく悟さとったのだろう。

　珍めずらしく弱気になって口を閉ざす真璃の前で、ロイは地面に転がった二本の剣を拾い上げた。

（殺しておくべき、だったのか……？）

　邪紋を強めるなんて利己的な動機からではなく、世界を一変させかねないという謎なぞの危機感から、そんな考えが浮かぶ。

　だが、剣の切っ先を再び向けるには、短くない時間を過ごしてしまっている。

「くそっ……！」

　初めて会った時と同じように、ロイは己の甘さを罵ののしりながら、双剣を腰こしの鞘さやに収めるのだった。




　　　　◇




　その場に居合わせた羊飼いの少年は、恐きよう怖ふのあまり何が起きたのか理解していない様子だった。

　なので、ロイは下手に口くち封ふうじなどせず、もう大だい丈じよう夫ぶだから怖い事は全て忘れろと、彼を家に帰してやった。

　それから、真璃と並んで城へ戻る。

「…………」

　先程の激げき闘とうが噓に感じられるほど、穏おだやかな風が吹ふく草原を歩きながら、二人は暫しばらくの間無言だった。

　そうして、遠くに城が見えてきた辺りで、ロイは馴な染じみの感覚が戻ってくるのに気付く。

（邪紋の力が回復している……）

　混沌を消すあのうねりは、あくまで一時的なものに過ぎなかったらしい。

　それに安あん堵どし肩かたを下ろしたロイは、不安そうに横目でこちらを窺うかがう真璃に、ようやくまとまった自分の考えを語り出した。

「先程の事は、誰にも話すな」

　あれがどれほどの規模で、どこまでの相手に通じるのかは不明だが、魔力の雨を全て搔かき消し、瀕ひん死しとはいえキマイラに身動きできぬほどのダメージを負わせていたのだ。

　魔ま物ものを狩かる時だけでなく、魔法師や邪紋使い、ひょっとしたら君主と戦う時さえも、その超ちよう人じん的な能力を無効化するという、恐おそろしい切り札になりえる。

　攫さらって薬くすり漬づけの操り人形にしてでも、利用する価値があった。

「……うん、分かった」

　真璃はまだ実感が湧わかない様子だったが、ロイの言う事は理解し頷うなずいた。

「隊長とリオンにだけは、俺から話しておく」

「そうだね、あの二人になら──っと、そうだ、一つ聞いていい？」

「なんだ」

　普段のお喋しやべりな感じに戻った彼女を見て、安堵している自分に驚おどろきながら、ロイは先を促うながす。

　そんな彼の内心に気付いた様子もなく、真璃は率直に告げた。

「リオンさんって、何者なの？　正直、私より正体不明だと思うんだけど」

「…………」

「ちょっと、何とか言ってよ！」

　答えに困り黙だまり込むロイの肩を、真璃は両手で摑つかみ揺ゆさぶった。

「お医者様にしたってさ、色んな事に詳くわしすぎると思うんだよね。私の居た世界の事とかも知ってたみたいだし……それとも、この世界の医者ってみんなああなの？」

「……いや」

　ロイも両手の指で足りるほどしか医者を知らないが、その大半は民間療りよう法ほうに毛が生えた程度の薬学と、下手な縫ほう合ごうの腕うでしか持ち合わせていなかった。

　だが、リオンはどんな薬や技術を使っているのか、普ふ通つうの医者なら見捨てるような重傷人さえ、噓のように完治させるだけでなく、真璃の言うように、混沌の仕組みや世界の歴史などについて、尋じん常じようではない知識を持ち合わせている。

　そんなものは、知ち恵えの貯蔵庫である──

「……一年ほど前、ある戦場に流れの医者を名乗って現れた。そこで手当をして貰もらった隊長が気に入り、声をかけたら入隊した。それ以前の事は知らない」

「ふ～ん、リオンさんの過去に興味ないの？」

「ない」

「へー、そうなんだ～」
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　言い切ると、何が嬉うれしいのか真璃は顔を綻ほころばせた。

　ロイとしては、「皆、脛すねに傷きずを持つ身だから、過去の詮せん索さくはしない」という、傭よう兵へいの仁義を守っただけなのだが。

　そんな事を話しながら城に到とう着ちやくすると、噂うわさをすれば影かげというやつか、城門の前でリオンが彼らの帰りを待っていた。

「げっ、リオンさん!?」

「何が『げっ』なのかは後で聞かせて貰うけれど、今はそれどころではないみたいよ」

「あぁ、デートの成果はたっぷりと吐いて貰うぜ」

　呻うめく真璃に冷ややかな微笑を向けるリオンの背後から、何故か弾弓を手にしたブルメオが顔を出す。

　そして、急に真ま面じ目めな顔となって、ロイを手招きした。

「ヤバい事になりそうだ、あれを見ろ」

　指で示した城の中庭では、ジラファ隊長を横に従えたアンドリーニ準子爵が、二人の人物と対面していた。

　片方は見知らぬ二十代後半の男で、中肉中背で顔もパッとしないが、小こ綺ぎ麗れいな身なりから近きん隣りんの君主と窺うかがえる。

　そして、もう一人。

　君主と歳は同じくらいだが、屈くつ強きような体つきをしており、その肌はだには蛇へびを思わせる黒い模様が刻まれた男。

　邪紋使い──その顔を、ロイもブルメオも、傭兵団の誰だれもが知っていた。

「……何な故ぜ、ここに貴様が居る、ペイラァァァ───ッ！」

　蘇よみがえる怒いかりを抑おさえきれず、咆ほう吼こうを上げるロイ。

　その声に気付き、振ふり返った邪紋使いの男・ペイラーは、蛇の紋もん様ように相応ふさわしい、爬は虫ちゆう類るいの如ごとき不気味な笑みを彼に向けた。

「よお、生きてたのかガキんちょ。まだ火が怖こわくて震ふるえてやがるのか？」

　どこかの男爵を騙だました時とは違ちがう、悪意を剝むき出しにした声。

　それはロイの脳裏に、二度目となる炎の惨さん劇げきを思い出させた。







　【五章　魔ま境きようの主】




　三年ほど前、ロイが山猫リユンクス隊たいに入ったばかりの頃ころ。

　今とは別の君主ロードに雇やとわれていた山猫隊は、敵側に増ぞう援えんが来るとの情報を得て、これを討つために別働隊を編成し出しゆつ撃げきさせた。

　五名からなる別働隊にロイも選ばれたのだが、その指揮を任されたのが蛇の如き邪紋アートを持つ男、ペイラーだった。

　剣けん士しや邪紋使いアーテイストとしては二流だったが、策士としては一流であり、その発想力や戦術眼は隊長のジラファも一目置くほどであったから、文句の声は上がらない。

　だが、隊員の誰もが内心ではペイラーを敬遠し、そして恐れていた。

　理由は、勝つためならばどんな手も辞さないその非道さ。

　毒や人質を使うのなど当たり前、それが効果的だと判断すれば、籠ろう城じようした敵の中に腐くさった死体を投石機で投げ込み、士気を挫くじくと共に病を流行らせるなど、人道や卑ひ怯きようという言葉を知らぬ有様であった。

　入隊したばかりのロイも、そんなペイラーの所行を噂で聞いていたため、あまり良い感情は持っていなかったが、任務とあらば仕方ないと黙って同行した。

「敵部隊はやはり、あの村で野営をするようです」

「はっ、思った通りだな」

　偵てい察さつから戻もどった部下の報告を聞き、ペイラーは面白くもなさそうに笑う。

　彼らが丘おかの上から見下ろす、夕日を受けて黄金に輝かがやく一面の麦畑。

　その中にポツンと建つ、十軒ほどの粗そ末まつな家の周りで、六十名ほどの敵兵がテントを立てたり鍋なべを用意したりと、野営の準備を始めていた。

「あの中に邪紋使いは居たか？」

「いえ、ですが君主は居ます。爵しやく位いは騎士ナイトくらいでしょう」

　怖がる村人達に、危害は加えないから一晩の滞たい在ざいを許して欲しいとでも言っているらしい、きらびやかな鎧よろいを着た男がそれだろう。

　邪紋により強化された視力で、遠くの丘からそれを目にしたペイラーは、また面白くもなさそうに笑った。

「はっ、頭の弱そうな君主様だ。有無を言わさず略りやく奪だつすればいいものを」

　男は殺し、女は犯し、麦も肉も全て奪うばって、腹と士気を満たせばいい。

　そう呟つぶやくペイラーは、土地を守る君主ではなく、壊こわし奪う邪紋使いだという事を差し引いても、あまりにも道徳と慈じ悲ひが欠けていた。

　部下が冷ひや汗あせを浮うかべるなか、ロイと他の二人が仕事を終えて戻ってくる。

「ほお、なかなか大猟じゃないか、ガキんちょ」

「……こんなもの、何に使う」

　邪紋使いとはいえ、当時十二歳の子供だったロイは、ガキ扱あつかいに一々怒りもせず、紐ひもを括くくりつけ引っ張ってきたそれに疑問の目を向ける。

「ウゥ～……ワンワンッ！」

　唸うなり吠ほえる四足の獣けものは、どこにでも居るただの野の良ら犬。

　近くの森に入り、それをありったけ捕つかまえてこいというのが、ロイ達に下された命令だったのだ。

「一、二の、三の……八匹ぴきか、よし、こいつらの尾おに油をぶっかけろ」

「……何をする気だ」

　嫌いやな予感がして問とい詰つめるロイに、ペイラーは小こ馬ば鹿かにした顔を向ける。

「何って、野良犬共の尾に火を点つけて、あの畑に放ってやるんだよ。暴れて火を点け回ってくれるからな、便利なものだ」

「なっ……!?」

　ペイラーの企たくらみを知り、ロイは絶句する。

　敵兵に発見されたり、自分達まで火に囲まれる危険性を減らすため、犬を使うという発想に驚おどろいた訳ではない。

　敵兵を焼き殺すため麦畑に火を放ち、何の罪もない農民達まで巻まき添ぞえにするという、非道な作戦が信じられなかったのだ。

「そんな事は、許されない」

「許しなんていらんな。だいたい、こっちの十倍もいる敵を、他のどんな手で倒たおせって言うんだ？　お前が格好良く一騎駆がけでもしてくるか？」

「それは……」

　無理だ。この頃ころのロイに、君主とそれが率いる六十もの兵を倒す力などない。

「だが、村人まで殺すなんて、絶対に駄だ目めだ！」

　それでも食い下がるロイに、ペイラーは深く息を吐はくと、彼の肩かたを摑つかんだ。

「分かった、分かったよ──ガキはうるさくて邪じや魔まだってな」

　避よけられないよう摑んだ状態から、剣の柄つかが突つき出され、まだ幼い少年の鳩みぞ尾おちを抉えぐる。

「がっ……！」

「おい、こいつを縛しばっておけ」

　崩くずれ落ちたロイの手足を、忠実な部下が紐で縛り上げる。

　邪魔な味方を黙だまらせ、それを見て萎い縮しゆくした他の二人にも言うことを聞かせて、ペイラーは野良犬の尾に火を点けて放った。

「やめろ……やめろぉぉぉ───っ！」

　ロイの叫さけびも虚むなしく、野良犬達は鳴き叫びながら収しゆう穫かく前の乾かわいた畑に飛び込んで、次々と火を移していく。

　赤い夕日が炎の色を霞かすませるのも、夕食中という気が抜ぬける瞬しゆん間かんであり、薪まきやスープの香かおりが麦畑の焦こげる臭においを隠かくすのも、全て計算尽ずくだったのだろう。

　最初の一人が気付いた時にはもう、村は逃のがれられない炎の壁かべで囲まれたあとだった。

「引き上げるぞ」

　策が上じよう首しゆ尾びに終わったのを、遠く離はなれた丘から見届け、ペイラーは忠実な部下と共にサッサと踵きびすを返す。

　その後ろで、縛り上げられたロイは、苦い顔をした二人の仲間に抱かかえられながら、燃えていく村を見続けていた。

「やめてくれ……お願いだから……」

　巨きよ人じんの姿と燃え尽つきる故郷の姿が蘇り、一ひと粒つぶの涙なみだが頰ほおを伝ったが、そんなもので炎の勢いが弱まりはしない。

　微かすかに響ひびいてくる断だん末まつ魔まの声が、遠ざかっていく彼の耳にこびり付いて、何い時つまでも離れてくれなかった。




　こうして、十倍以上もの敵を殲せん滅めつするという戦果を上げたペイラーに、唯ゆい一いつの計算外があるとすれば、本隊に帰き還かんした途と端たん、隊長の拳こぶしが頰に叩たたき込まれた事だろう。

「ぐっ……何をしやがる！」

「言わないと、殴なぐられた理由が分からんか」

　静かに怒りをたたえたジラファを、ペイラーは折れた歯を吐き出しながら睨にらみ返す。

「あぁ、分からんね。俺は敵を倒した、傭よう兵へいとしての任務を果たしたんだ、むしろ礼と褒ほう美びがあってしかるべきだろう？」

「傭兵だからといって、何をしてもいい訳ではない」

「土弄いじりしかできない無能共を一いつ緒しよに焼いたのが、そんなにご不満か？　はっ、そういう事か」

　ジラファの後ろに立つ、雇い主ぬしである君主の顔を見て、ペイラーは気付く。

　強力な魔メ法イ師ジでもいない限り、火事を消す方法は建物を壊すか、雨を祈いのるほかないこの世界において、放火は殺人以上の重罪であり、誰もが混沌カオスと同じくらい忌いみ嫌きらっている。

　特に生活の基き盤ばんである麦畑に火を放つなど、細切りにされても文句は言えない。

　戦争の中でとはいえ、そんな悪あく魔まの所行を犯した人物を、傭兵として雇い続けていたら、領民からどんな反感を招く事か。

　それを危き惧ぐしたから、増援を倒した勝利の立役者と知りながらも、君主はペイラーを罰ばつするようジラファに告げたのだ。

「弱いくせに文句ばかり垂れる馬ば鹿か共の人気取りとは、君主様はつくづく大変だな」

「黙れ、切り捨てられたいかっ！」

　内心を読まれ、激げき昂こうして剣の柄に手をかけた雇い主を、ジラファは手で制し宣告する。

「お前を山猫隊から追放する。今すぐ荷物をまとめて去れ」

「はっ、お優しくて涙が出るね」

　腕の一、二本は斬きられると思っていたのか、ペイラーは拍ひよう子し抜ぬけした顔をして、忠実な部下一人を連れて去っていった。

　その背中に斬りかかろうと双剣を摑むロイも、ジラファは前に立って止める。

「よせ」

「何故だ、あいつを殺させてくれ！」

　不意さえ討たれなければ、策頼だのみのペイラーを倒せる程度の力は、当時のロイにもあった。

　なのに、ジラファは頑がんとして、怒いかりに燃える彼を遮さえぎり続けた。

「あいつが別働隊を殲滅しなければ、今ここに俺達は居なかったかもしれない。なのに、命を奪う事まではできん」

「けれど……っ！」

　罪もない何十人もの村人達を大火で囲み、苦しみと絶望の中で死なせていい訳がない。

　それもこれも──

「俺が、弱いから……っ！」

　君主と六十もの兵士を、たった一人で蹴け散ちらせるほどの力があれば、あんな作戦を実行させずに済んだのだ。

「もっと、強くなってやる！」

　幾いく度ども繰くり返してきた呪じゆ文もんを、再び口の中で唱えながら、ロイは道の先に消えていくペイラーの背を、何時までも睨み続けていた。

　その幼い横顔を、ジラファが悲しそうに見ているのに気付く事なく。
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「ペイラー、貴様どの面を下げて現れたっ！」

「ちょっと、どうしたのよ!?」

　あの日の記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえり、普ふ段だんの仏頂面からは想像がつかないほど激げき怒どするロイの姿に、真ま璃りが怯おびえて後ずさる。

　それを見て、ブルメオは弟分の頭を小こ突づいた。

「気持ちは分かるが、落ち着けっての」

「だが……」

　ロイは反論しようとし、ブルメオの顔もまた、自分と同じくらい険しくなっているのに気付いて口を閉じた。

　見回せば、山猫隊の全員が似たような敵意と警けい戒かいの籠こもった目で、追放された男を睨んでいる。

　しかし、当のペイラーは刺さすような視線の雨にまるで動じず、アンドリーニ達の方に向き直る。

「お騒さわがせして申し訳ありませんでした、アンドリーニ子爵。貴方あなたの雇やとわれている山猫隊とは、浅からぬ因いん縁ねんがありまして」

「気にせずともよい。それと、我はまだ子爵ではない」

　邪紋使いの本性を垣かい間ま見みていたアンドリーニは、わざとらしい敬語に嫌そうな顔をしながら訂てい正せいした。

　すると、ペイラーはまた蛇へびのように笑い、自らの雇い主に話を振ふる。

「いいえ、貴方は子爵になられるのです。そうでしょう、インヴェルーノ様？」

「ペイラーの言うとおりですよ、アンドリーニ子爵」

　冴さえない顔の君主・インヴェルーノはそう言うと、いきなり跪ひざまずき、アンドリーニの前に右手を差し出した。

「我、インヴェルーノ・アリストクラタは、我が聖印クレストを汝なんじに捧ささげる」

「何っ!?」

　その言葉に、アンドリーニや傭兵団だけでなく、城の兵士達や料理長など、その場に集まっていた全ての者が驚きよう愕がくの呻うめきを漏もらす。

　君主の証たる聖印を、相手に受け渡す服従の誓ちかい。

　それが噓うそではない証しよう拠こに、インヴェルーノの右手から光り輝かがやく幾き何か学模様が浮かび上がる。

「これは何のつもりであるかな、男爵？」

「貴方の従属君主にして頂きたい、それ以外の何に見えますか、子爵様？」

　インヴェルーノの聖印と領地を受け取れば、晴れて『準』の文字は消え、アンドリーニは正式に子爵と認められる、そういう事だ。

　しかし、従属する側には何のメリットもない。

　親とも呼べる聖印を捧げた相手が、少しでも気にいらなければ、簡単にその力を剝はく奪だつできるのだから。

「我が、貴方の領地に攻せめ込むとでも思われたか？」

　ペニアコル男爵を打うち倒し、勢力を拡大した準子爵が、自分に矛ほこ先さきを向ける前に、早々に降こう伏ふくを申し出た方が得。

　そう推測したのは、実際に攻め込む可能性を検討していたからに他ならない。

　もっとも、とある理由によって、次の侵しん攻こう目標からは外されていたのだが。

　表向きは不快な表情を示すアンドリーニに、インヴェルーノは微び笑しようしながら頷うなずく。

「無論、それもあります。ですが、真の目的はそこにありません」

「では、何が目的か？」

「聖印を捧ささげる条件として、私とある約束を交わして欲しいのです」

「約束？」

　生せい殺さつ与よ奪だつの権利を対価に支し払はらってまで、叶かなえて欲しい願い。

　それは、ある意味当然でありながら、意外極まるものであった。

「我が領地の北側、島の中央にあたる岩山にいったい何が居るか、ご存じですね？」

「まさか……」

「そう、このエストレーラを脅おびやかす元げん凶きよう、青銅竜の討とう伐ばつに出ると誓って頂きたいのです」

「──っ!?」

　アンドリーニ達はまたも驚愕し、声すらなくしてしまう。

　この島は他の地域より混沌濃のう度どが高く、そのために投影体の出現といった混沌災害が起きやすく、人々は怯えながら日々を過ごしている。

　その原因が島の中央に存在する混沌領域──魔ま境きようとも呼ばれる、特に濃のう度どが高い場所であった。

　これを払はらわぬ限り、この島に平和は訪れない。

　なのに、今現在に至るまで魔境が存在し続けているのは何故か。

　答えは単純、挑いどんだ者達が全て敗れ、帰ってこなかったからだ。

　永遠の闇やみに覆おおわれた森、氷の嵐あらしが吹き付ける灼しやく熱ねつの砂さ漠ばく、無限に形を変える人ひと喰くい迷宮。

　想像を絶する様々な形で、人間の侵しん入にゆうを拒こばむ魔境には、混沌災害をもたらす元凶であり、中心となる核かくが存在する。

　そして、この島の膨ぼう大だいな魔境の核こそが、青ブロ銅ンズの・ド竜ラゴン。

　幾人もの君主、邪紋使い、魔法師を喰くい殺してきた魔境の番人。

　もっとも、魔境の範はん囲いと濃度からして、青銅竜など門番にすぎず、その奥にもっと強大な存在が潜ひそんでいるという噂うわさもある。

　だがどちらにせよ、魔境の一角をなす青銅竜を退治せねば、この島から混沌を一いつ掃そうする事はできない。

「今は岩山の奥で眠ねむる青銅竜が、何かの気まぐれで人里に降りて来たりすれば、我が領地だけでなく、子爵様の下もとにも悲劇が舞まい降おりるでしょう……そう、北の都・セメテッリオのようなっ！」

「……っ」

　その名前に一番反応したのは、準子爵でも隊長でもなく、双剣使いの少年・ロイだった。

「どうしたの、顔が真っ青だけど」

「……何でもない」

　顔色に気付いた真璃が心配して声をかけてきたが、ロイは首を振って誤ご魔ま化かした。

　何万という人々が一夜で焼き殺され、今や廃都と化したその地が故郷などとは、一々口にする事ではないから。

　当事者の少年ほどではなくとも、島を震しん撼かんさせた大事件は誰だれもが知っており、それが我が身に降りかかると言われれば、不安も募つのろうというもの。

　周囲のざわめきを背に、インヴェルーノは一段と大きな声で告げる。

「あのような惨さん劇げきを未然に防ぐためならば、私は喜んで貴方に聖印を捧げましょう。さあ、どうか共に悪しき竜を討うち滅ほろぼして下さい！」

「…………」

　必死な懇こん願がんに、アンドリーニは頷き返せず黙だまり込む。

　そもそも、インヴェルーノの領地に侵攻するのを見送った原因が、青銅竜の危険性にあったからだ。

　しかし、この島を統一しようと望むならば、魔境の主を避さけて通る事はできない。

　倒たおして得られる混沌核カオスコアは膨大であり、民からの信しん頼らいと名声も思いのまま。

　エストレーラ統一王、アンドリーニ・パラジェンテ辺境伯。

　そんな喝かつ采さいと共に、冷静な声が準子爵の頭に木霊こだまする。

　挑んだとして、自分達に倒せるのか？　犬死にするだけではないのか？

　功名心と恐きよう怖ふ心しんがせめぎ合う、長い長い葛かつ藤とうの末に、アンドリーニは差し出された聖印を見み詰つめたまま、後ろの傭よう兵へいに問とい掛かけた。

「ジラファ隊長、青銅の鱗うろこを断つ自信はおありか？」

　その言葉で、全員の視線が傭兵団の隊長に集中する。

　アンドリーニの天恵ギフト──聖印の力は防ぼう御ぎよに優れている反面、竜を断つほどの力はない。

　だが、ジラファならば、彼の生み出す混沌の魔剣カオスブレードならば、竜の体をも引き裂さけるだろう。

　剣と盾たては揃そろっている、あとは不敗の怪かい物ぶつに挑む意志のみ。

　その問いに、ジラファは即そく答とうせず、黙って空を見上げた。

　気さくな隊長が真しん剣けんな顔で何を考え、迷ったのか、それは長い時を共に過ごした山猫隊の面々にも分からない。

　ただ、青い空から顔を下ろした時、ジラファはいつもの気さくな笑えみを浮かべていた。

「前に言っただろう？　雇い主ぬしの命令とあらば、竜の巣にだろうと突とつ撃げきするのが傭兵のお仕事だってな」

「では？」

「自分よりでかい猪いのししを狩かる山猫リユンクスが、大きなトカゲに怯ひるんだとあっちゃ、格好悪いからな」

　やってやるさ、と拳こぶしを握にぎるジラファを見て、周囲から大だい歓かん声せいが上がった。

「流石さすがは俺達の隊長だ、竜殺しの称しよう号ごうは貰もらったようなものだぜ！」

「馬ば鹿か、気が早えよ」

「なら賭かけるか？　負けた方はビール十杯ぱい奢おごりだ」

「ははっ、どうせ二人とも隊長に賭けるんだろ。勝負になんねえよ」

「まったく、あいつらは……」

　早くも勝った気になり、騒ぎ出す陽気な傭兵団の皆を、ジラファは困ったように眺ながめていた。

　その横で、アンドリーニは差し出された聖印を受け取り、改めてインヴェルーノに力を分け与あたえる。

　つつがなく従属の契けい約やくも終わり、握あく手しゆを交わす君主達の姿に、再び歓かん声せいが上がるなか、ロイは一人、蛇のように笑う邪紋使いを睨にらみ続けていた。
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　詳くわしい相談をしたいという事で、君主二人が城の中へ消えたあと、歓声に包まれていた中庭の空気は急に静まり返り、不ふ貞て不ぶ貞てしい顔で立つ邪紋使いに視線が集中する。

　しかし、ペイラーはやはり動じず、かつての仲間に話しかけた。

「久しぶりだな隊長。いや、もう隊長じゃないか、ジラファ」

「そうだな、お前はもう部下でも、山猫隊の家族でもない。好きに呼べ」

「はっ、家族ねえ」

　偉えらそうに名前を呼び捨てされても、ジラファは怒いかりもせず、ペイラーはそれが面白くないのか唾つばを吐はき捨すてる。

　そこへ、今まで堪こらえていたロイが、目に怒りを灯ともし前に出て来た。

「貴様、今度は誰を殺す気だ」

「ちゃんと話を聞いておけよガキんちょ。お山のトカゲ退治だと言っただろう？」

「そのために、また関係ない人々を焼き殺すのか！」

　ロイの叫さけびに、事情を知らない城の兵士達は、何事かとざわつき始める。

　それを見て、ペイラーは面めん倒どうくさそうに溜ため息いきを吐いた。

「お前、何か勘かん違ちがいしてないか？　俺は人殺しに快感を覚える異常者でも、火を点つけるのが楽しい放ほう火か魔までもない。金を貰ったからにはキチンと敵を殺す、ただの傭兵だ。お前達と同じな」

「違うっ！」

　貴様と一いつ緒しよにするなと叫ぶロイに、ペイラーは絡からみ付くような声で言い返す。

「いいや、違わないね。俺もお前も人を殺して飯を食っている、最低のクズ野郎だろうが。相手が兵士だろうと、女だろうと、子供だろうと、人を殺した奴やつはみんな同じクズ野郎だ。違うか？」

「くっ……」

「それなのに『敵兵しか殺してないからセーフ』とでも言い訳するつもりか？　妻も子もある兵士を殺しておいて、『私は平民の皆みなさんには手を出さないから善人です』と言い張るのか？　はっ、へそで茶が沸わくな」

「…………」

　言い返せず黙り込むロイを、ペイラーは頭上から高々と見下す。

「お前はいったい、今までに何人殺してきた？　何人の夫や恋こい人びとや父親を奪うばってきた？」

　剣士や邪紋使いとしてなら、ロイの方が優れているだけに、殺してきた数はペイラーにも決して劣おとらないだろう。

「なのに、真っ赤な手を掲かかげて、自分が正義の味方だとでも言い張るつもりか？」

「…………」

「俺はそんな偽ぎ善ぜん者じゃない。クズはクズらしく、勝って今日も飯を食うために、最善の方法を取っているだけだ。その過程で誰が死のうと知った事ではない。なにせ元から人殺しのクズだからな」

　殺される側にしてみれば、どうあろうと迷めい惑わく極まりない勝手な理り屈くつでしかない。

　けれども、殺す側で、ペイラーと同じ加害者であるロイは、それを否定しきる事ができない。

　だから代わりに、この場の誰よりも弱い少女が一いつ蹴しゆうする。

「いや、その理屈はおかしい！」

「あん？」

　いきなり横から出て来た少女──真璃は、ペイラーに睨まれても怯まずに、彼の持論にツッコミを入れる。

「そりゃあ、人殺しはどこまでいっても悪だけど、『力がない人達の代わりに戦う』のが兵士とか傭兵のお仕事でしょう？　なのに、守るべき普ふ通つうの人達を、敵じゃない人達までも一方的に虐ぎやく殺さつするのは、兵士でも傭兵でもなく、ただの殺さつ人じん鬼きだ──って知らないオバさんが言ってたよ」

「ほぉ～」

　感心しているのか、口を挟はさまず聞き入るペイラーに、真璃はハッキリと断言する。

「同じ人殺しでも、貴方あなたとロイは絶対に違う。守るべき人達を殺して、平然と笑うような貴方を、私は山猫隊と同じ傭兵だなんて認めない！」

　ただの感情論かもしれないが、それだけは決して譲ゆずれないと、真っ直すぐな瞳ひとみで睨み付けながら。

「真璃……」

　その横顔を、ロイは胸が熱くなる不思議な感かん触しよくを覚えながら、呆ぼう然ぜんと見詰めていた。

「はははっ、愉ゆ快かいな小こ娘むすめが加わったものだな」

　ペイラーは珍めずらしく、心の底から面白そうに笑い、黙って見守っていたジラファの方を向く。

「変わった小娘だ。顔立ちもここらじゃ見ないものだし、いったいどこから連れて来たんだ？」

　まさか、今の少ない情報だけで、真璃が異なる世界の住人──投影体だと勘かん付づいたのか。

　それとも、珍しい異国の生まれなら、好事家に高く売れるとでも思ったのか。

　鎌かまをかけるように尋たずねてきたペイラーに、隊長は年の功を発揮して、眉まゆ一つ動かさずに言い返す。

「どこの生まれだろうと、お嬢じようちゃんは今や山猫隊の立派な芋いも剝むき係だ、下手な気は起こさん方がいいぞ？」

「そこは噓うそでもアイドルとか言って下さいよ!?」

　先程の凜り々りしい表情は幻まぼろしだったのかと思うほど、いつものお喋しやべりな顔に戻もどって叫ぶ真璃。

　それを見て、ロイが呆あきれと安あん堵どを同時に覚えるなか、ペイラーは面食らった顔をし、そしてまた笑った。

「はははっ、まあいいさ。雇やとい主がそっちの君主様に従属したんだ、喧けん嘩かを売るような真ま似ねはしない。しかし、また馬鹿な君主様に雇われたものだな」

「何だとっ！」

　その暴言に、傭兵団よりも城の兵士達から怒ど声せいが上がる。

　だがやはり、ペイラーは羽音ほどにも気にしない。

「どう言い繕つくろおうと、何十人と兵を殺し、君主から聖印と領地を奪った押おし込み強ごう盗とうのくせに、さも聖人面して城の備び蓄ちくをばらまいた偽善者様なんだろう？　人気取りのためだか知らんが、そんな下らん見栄を張る奴を馬鹿と言って何が悪い」

「何と無礼な……！」

　ペイラーの言葉が真実の一いつ端たんを捉とらえているだけに、城の兵士達は明確な反論ができない。
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「そもそも、民衆なんぞの機き嫌げんを取って何の意味がある？　奴らは戦いが起きれば縮こまっているだけのくせに、事が終われば文句ばかり言う、クズ以下のクソ共だっ！」

　真璃が守るべきだと言った普通の人々を、ペイラーはそもそも『人』と認めていないのか。

「考える脳も、役に立つ能もない民衆なんぞ、叩たたいて言う事を聞かせりゃいい。力のある奴は下らん見栄など張らず、ただ素直に欲よく望ぼうを解放して生きればいいんだよ」

「それがお前の流儀スタイルか？」

　三年前に隊から追放した時も、同じ様な台詞せりふを吐いていた事を、ジラファは思い出す。

　ペイラーがそれほど普通の人々や、それにおもねる君主を嫌けん悪おするに至った過去を、今いま更さら詮せん索さくしても意味はない。

　だから山猫隊の隊長は、ただ偽いつわらずに己を示した。

「お前の言い分は分かった。だが、下らない見栄を張ってでも、格好付けて生きる──それが俺の流儀なんでな」

「はっ、変わらないな、あんたは」

「変われるほど、もう若くはないんでな」

　失望したように笑うかつての仲間に、ジラファはシワが見えてきた顔で笑い返す。

　そうしている内に、話を終えたインヴェルーノが戻ってきて、ペイラーは彼らに背を向けた。

「じゃあな、ガキんちょ。お山のトカゲを退治するまではお仲間なんだ。足を引っ張り合わない程度には仲良くしようじゃないか」

「…………」

　最後まで嫌いや味みったらしい邪紋使いの背中を、ロイは黙だまって見送った。

　そして、皆の気持ちを代表して問う。

「本当に、奴やつと協力するのか？」

　一度傭よう兵へい団から追放された男が、三年の時を経て現れた。

　これが偶ぐう然ぜんではなく、青銅竜の退治も何か裏があると考えるのは当然だ。

　そんな事は、わざわざロイが指し摘てきせずとも、ジラファとて分かっているだろう。

　しかし、彼は疑念を抱いだいたうえで頷うなずいた。

「雇い主ぬしが決めた事だからな。金を貰もらっているのに、逆らう訳にもいかんだろ」

「だが……」

　なおも反論しようとするロイの頭に、ジラファは幾いくつもの傷きず痕あとが残る大きな手を乗せる。

「竜を倒たおせば、この島から混沌を払はらえる。それだけじゃ駄だ目めか？」

「それは……」

　誰だれもが望んだ事、誰かがやり遂とげねばならない事。

　けれども、戦いに勝つだけではなく、生き残る事も大切な傭兵の仕事である。

　だから、ジラファもロイ達に強制はしない。

「まぁ、年寄りが骨を折ってくるから、若い奴は女の子と楽しくお茶でも飲んでいろ」

「……何を言っている」

　暗に一人で行くと言われ、ロイは頭に置かれた手を払い、鋭するどい目で隊長を睨にらむ。

「奴が居るのに、あんたを一人では行かせない」

　ペイラーが何かを企たくらんでいるのなら、それを打うち砕くだくのは、三年前に悲劇を止められなかった自分の仕事だ。

　そう視線で訴うつたえるロイに続いて、黙って見ていたブルメオも前に出てくる。

「悪いが隊長、竜殺しの英えい雄ゆうなんて女の子にモテる称しよう号ごうを、独ひとり占じめはさせねえぜ」

「お前は何い時つもブレないな」

「ははっ、ブレてちゃ弓は撃うてないんでね」

　ヘラヘラと軽けい薄はくな、だが揺ゆれない芯しんを持つ魔ま弾だんの射手に続いて、他の面々も声を張り上げる。

「そうだ、水くさいぜ隊長」

「隊長が一いち撃げきで竜を倒す方に賭かけたんだ、ズルがないか見届けないとな」

「ペイラーの陰いん険けん野や郎ろうなんかに、好きにはさせねえ」

「まったく、お前らは……」

　一人も欠けず、同行を申し出てくる傭兵団の皆に、ジラファは年のせいか緩ゆるくなった涙るい腺せんを必死に押さえて笑い返す。

　それを見て、ロイは温かな気持ちになりながら、決意と共に腰こしの剣けんを握にぎり締しめた。

　こうして、エストレーラ島の運命を大きく左右する、青銅竜の討とう伐ばつは始まった。
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　竜ほどの敵を相手にするとなれば、準備も相応にかかるというもので、出発は五日後と決まったのだが、ロイがその間にした事といえば、何時もと同じ剣の鍛たん錬れんだった。

「ふっ！　せいっ！」

「飽あきないね……」

　草原で剣を振ふり続ける彼に、また差し入れを持ってきた真璃は、座り込んで練習風景を眺ながめながら尋たずねる。

「そんなに剣の特訓ばっかりしてて楽しい？」

「楽しいとかは関係ない。強くなるために必要だからやっている」

「ん～、そういうものか。バスケ部の友達とかも、練習自体はただ辛つらくて苦しいって言ってたもんね」

　身近な例に置おき換かえて、真璃は納得してみる。

　ただ、彼女の友達は練習のすえに上手くなり、試合に勝つのが嬉うれしいからこそ、辛い練習にも耐たえられるのだとも言っていた。

　ならば、強さを渇かつ望ぼうする邪紋使いの少年は、その果てに何を得たいのか。

「ねえ、ロイって何でそんなに強くなりたいの？」

「…………」

「あっ、男の子にこんな事を聞くのは野暮か」

　黙り込むロイを見て、真璃は質問を撤てつ回かいする。

　個人差はあれど、強さを望まぬ男などいない。

　それは人間が石の武器を掲かかげ、暴力こそが全てだった時代に刻まれた、本能の名残なごりだろう。

　強くなければ獲え物ものを狩かれず、縄なわ張ばりを守れず、己だけでなく妻も子も生きていけない。

　端たん的てきに言えば生存本能が、男に強さを求めさせる。

　だが、ロイの心はそう純じゆん粋すいなものではなかった。

「…………」

「どうかしたの？」

　いきなり動きを止めた彼を見て、真璃は不思議そうに尋ねるが、ロイはやはり黙るだけで答えない。

　いや、答えられなかった。

　強くなりたいという欲望はあっても、その理由が抜ぬけ落ちていた事に、今いま更さらながら気付かされてしまったから。

（俺が、強くなるわけ……）

　ただ、地上最強の男になりたい？

　そういう気持ちが皆かい無むとは言わないが、全部ではない。

　強くなければ、生きられなかったから？

　傭兵として飯を食っていくために、強さが必要だったのは事実だが、何が何でも生きのびるという感情が、彼は希き薄はくだった。

　故郷を滅ほろぼした極大混沌に、復ふく讐しゆうを果たすため？

　それが最初の気持ち。

　けれども、暴れ終え、発散して消えた混沌災害が、再び彼の前に現れる可能性は限りなく低く、仮に現れたところで、故郷を滅ぼした時の記き憶おくはないだろう。

　そんなモノに勝っても、はたして復讐と言えるのだろうか。

　ただ、心に刻みつけられた恐きよう怖ふを乗り越こえ、二度とあの悲劇を起こさせないという自信は得られるだろう。

（それが理由、なのだろうか……）

　一番近い気はするが、何かが足りない気もする。

　絡からまった紐ひもがほどけないような、もどかしい焦じれったさを覚えていると、横から真璃とは違ちがう声が響ひびいてきた。

「今日もお嬢じようちゃんとデートとは、若い奴はいいね」

　年とし寄より臭くさい台詞せりふと共に現れたのは、言うまでもなく傭兵団の隊長・ジラファ。

「…………」

「何だ、その嫌そうな顔は？」

「……これで魔ま物ものが現れたら、ジンクスの完成だ」

「何の事だ？」

　真璃にキマイラと、剣の練習中に邪じや魔まが入った時、混沌投影体カオス・プロジエクシヨンが二度も出ているので、ロイの危き惧ぐも仕方のないものだったが。

　訳が分からず首を傾かしげるジラファに、真璃が元気に挨あい拶さつを告げる。

「隊長さん、こんにちは。私が作った新しい料理、食べてくれましたか？」

「こんにちは、お嬢ちゃん。ポテトコロッケと言ったか、あれはいいな。飽き飽きしていた芋いもが、あんなに美う味まく食べられるとは思わなかった」

「ありがとうございます。でも『手間が増えると沢たく山さん作るのが大変だから、ほどほどにしてね』って料理長に泣かれちゃったんで、たまにしか出せそうにないですよ？」

「なに、暇ひまそうな奴らに手伝わせればいいさ。うちの奴らときたら、普ふ段だんはカードで遊ぶか村娘を口説きに行くか、ろくな事をしてないからな」

「ですよねー、真ま面じ目めに特訓してるのなんて、どっかの唐とう変へん木ぼくだけですよ」

　吞のん気きに世間話を始める二人に、唐変木ことロイは呆あきれながら割って入る。

「俺に用があるんじゃないのか？」

「あぁ、ちょっとこいつの慣らしも兼かねて、また若者の稽けい古こに付き合ってやろうと思ってな」

　そう言ってジラファが掲げて見せたのは、黒い魔剣ではなく鉄製のどこにでもある大剣。

　青銅竜を討伐するために用意した、ちょっとした小細工だった。

「……分かった、付き合って貰う」

　前回の雪せつ辱じよくを果たすためでもないが、ロイは承しよう諾だくしてジラファに斬きりかかる。

　ただし、今回は邪紋の力を使わない。

　竜退治の前に間ま違ちがって大おお怪け我がを負わせないためでもあるが、練習を重ねてきた剣けん技ぎがどれほど通じるのか、試してみたかったからだ。

　鋭く早く、隙すきを無くした双剣を受け、ジラファは驚おどろき目を見開く。

「もう俺の教えをものにしたか、若さってのは本当に怖こわいな」

「ぬかせ」

　感心しながらも相変わらず、全ての攻こう撃げきを受け流す隊長に、ロイは逸はやる気持ちを抑おさえて、丁てい寧ねいに剣を振り続ける。

　そうして、幾いく度どとなく刃はを打ち合わせたあと、彼は飛び退のき一息吐つくと、頭に浮うかんでいた疑問を告げた。

「あんたは、何で邪紋を刻んだ？」

「急にどうした？」

「大した意味はない、答えてくれ」

　人々に忌いみ恐おそれられる、混沌をその体に刻んでまで、邪紋を──強さの象しよう徴ちようを手に入れた理由。

　とても気まぐれとは思えぬ、深刻な顔で問とい掛かけてくるロイに、ジラファは軽く答える。

「前にも言わなかったか？　格好付けて生きるためさ」

「真面目に答えてくれ」

　からかうなと、本気で睨んでくるロイに、ジラファは苦笑を浮かべる。

「ふざけちゃいないんだが……やれやれ、仕方ない」

　そう言うと、恥はずかしそうに鼻の頭を搔かきながら、傭よう兵へい団の皆にも話していなかった過去を語り出す。

「俺は子供の頃ころ、正義の君主になりたかったんだ」

「えっ……」

　意外な言葉にロイは目を見開くが、冷静に考えればそう驚く事でもない。

　彼もそうであったように、この世界で生まれ育った少年ならば、誰だれもが一度は夢見る事だろうから。

「爺じいさんが聴きかせてくれた、始祖君主フアースト・ロードレオンの物語が大好きでな、俺も大きくなったら、あんな格好良い君主になるんだって粋いきがってたものさ」

　幼い頃の憧しよう憬けいだけで、とは言えないが、若き日のジラファは君主になる事を目標として、体を鍛きたえ続けた。

　怪け我がをして隠いん居きよした元傭兵が近くに住んでおり、暇ひま潰つぶしがてらに剣を教えてくれた事もあり、メキメキと実力をつける。

　そして、町の近くに現れた小さな混沌災害を倒たおす。

　現れた黒い混沌核に、彼は喜び勇み手を差し込んだのだが──

「聖印を生み出せなかった。代わりにこいつが刻まれたのさ」

　虎とらを思わせる黒い模様、邪紋。

　聖印とは違い、人々に忌み嫌きらわれる混沌の証。

「まぁ、当然の結果だな。俺は格好良いから正義の君主になりたかっただけで、混沌を払はらい世界を平和にしたいなんて、心の底じゃ思っていなかったのさ」

　あったのは正義感ではなく自尊心、博愛ではなく自己愛。

　そんな薄うすっぺらい精神が、始祖君主レオンのように混沌を秩ちつ序じよに変え、聖印を生み出せるわけがない。

　馬ば鹿かだったのさ──と苦笑するジラファに、ロイは何か言おうとしたが、上手く言葉が浮かばず口を閉じる。

「だが、せっかく手に入れたモノを無む駄だにしちゃ勿もつ体たいないからな。邪紋使いは邪紋使いなりに、せいぜい格好付けて、悔くいなく生きようと思ったのさ」

　そうして、傭兵の道を選び、剣を振っているうちに仲間ができて、気が付けば傭兵団の隊長になっていた。

「行き当たりバッタリのいい加減な理由だ、呆れただろ？」

　だから話したくなかったのだと、また恥ずかしそうに鼻の頭を搔くジラファを、ロイは馬鹿にしたりなどできない。

　隊長は君主になれずとも、己が格好良いと信じるものを貫つらぬいてきた。

　たとえ偽ぎ善ぜんであろうとも、民のために尽つくす君主に仕え、民を虐しいたげる君主を倒し。

　そして今、何かの謀ぼう略りやくが待っていようとも、この島から混沌を払うため、不敗の竜りゆうに挑いどもうとしている。

　ただ、流されるままに戦ってきた自分とは違う、確かな流儀スタイル。

「俺は……」

　強くなりたいのに、その使い道どころか、理由さえ摑つかめていない。

　どれほど軽けい薄はくであったり非道であろうとも、ブルメオやペイラーなど、邪紋使いならば誰もが胸に抱いだく流儀を、見つけ出せていない。

　そんな若者の葛かつ藤とうを見み抜ぬいたのだろう。

　ジラファは笑い、まるで実の息子むすこにするように、彼の頭を優しく撫なでた。

「人生は短いようで長い、焦あせる必要はないさ。それに、目的がないまま剣を磨みがいたって、別に悪い訳じゃない」

「……そう、だろうか？」

　自信なく俯うつむくロイに、ジラファは深く頷うなずいて見せる。

「あぁ、この前は邪紋に頼たよるななんて説教もしたが、力はあって困るモノでもない」

　まずは生き残る力がなければ、悩なやむ事も答えを出す事もできない。そして──

「本当に成したい何かが見付かった時、そいつは必ずお前を支えてくれるさ」

　そう言って、ジラファは虎とらの模様が刻まれた手で、炎の模様が刻まれた彼の腕を叩たたく。

　誰のためでもない、己の意志を貫くためにこそ、邪紋の力はあるのだからと。

「……了りよう解かいした」

　完全に納得できた訳ではないが、胸が軽くなるのを感じて、ロイは頷き頰ほおの力を抜ぬいた。

　それを目にして、黙だまって見守っていた真璃がニヤリと笑い出す。

「へ～、ロイってそんな顔で笑うんだ～？」

「……何だよ」

「いやいや、結構可愛いところあるんだな～とね」

「…………」

「やめて！　剣でツッコミは死んじゃうからやめて！」

　妙みようにイラッとして双剣を振ふりかざすロイから、真璃は噓うそ臭くさい悲鳴を上げて逃にげまどう。

　その姿にジラファも吹ふき出し、広い草原は笑い声で包まれる。

　こんなに穏おだやかな日が、これで最後だなどとは誰も思わずに。
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　準備を終えたその日、青銅竜を倒すため城を出る事になったのは、たったの五人。

　君主のアンドリーニ、その魔法師であるヌーヴェン。

　山猫隊からはジラファ、ロイ、ブルメオと邪紋使いの三人。

　城の兵士や傭兵団が留守番を命じられたのは、それなりの訳がある。

　まず、平地ならばともかく、山のような入り組んだ場所だと隊列が組めず、数の有利を活いかし難い。

　さらに酷こくな話だが、竜ほどの魔物が相手となると、聖印や邪紋を持たぬ者だと、掠かすり傷一つ付けられるかも怪あやしく、戦力にならないからだ。

　それでも、傭兵団の皆は強く同行を願ったが、それはジラファの指し摘てきによって遮さえぎられた。

「俺達が全員居なくなったら、誰が城を守るんだ？」

　アンドリーニや傭兵団という主力が抜けた隙に、城を落とそうとペイラーが伏ふく兵へいを放ってくる。

　それは十分ありえる可能性だけに、傭兵団の皆は渋しぶ々しぶながらも留守番役を受け入れた。

　こうして、アンドリーニを代表とした五名に、インヴェルーノ男爵達を加えた少数精せい鋭えいで、討とう伐ばつに出る事となったのだ。

「兄様、必ず無事に帰ってきませんと、ワタクシは一生許しませんからね！」

　従騎士エスカイアとあって力が足りず、置いていかれる事となった金きん髪ぱつの少女ことアンシェンテは、心配のあまり泣なき腫はらした目で兄の胸に縋すがり付くと、続いて知った顔であるロイを睨にらむ。

「貴方あなた、ワタクシに失礼を働いたお詫わびとして、兄様を必ずお守りしなさい、絶対ですわよ！」

「……はい」

　失礼とはいったい、我の妹に何をしたのか──というアンドリーニの険しい視線を受けつつ、ロイは小さな君主にお辞じ儀ぎを返す。

　そんな彼を真璃が引っ張り、耳元で囁ささやいた。

「ねえ、本当に私、行かなくていいのかな？」

　キマイラとの戦いで発揮した、混沌の力を消す不可思議な能力。

　それを上手く使えば、青銅竜との戦いも有利に運べるかもしれない。

　しかし、その提案は事前に却きやつ下かされていた。

「使えるようになったのか？」

「うっ、どうだろう……」

　ロイに尋たずねられた真璃は、口を濁にごしてしまう。

　あの時は咄とつ嗟さの事で、彼女自身どうやったのか思い出せず、任意で発動できないのだ。

　仮に使えたとしても、竜に効く保証はなく、ロイ達だけが無力化されないとも限らない。

　そんな不確かな能力を、強敵との戦いに組み込みたくないというのは、当然の判断であろう。

「大人しく俺達の帰りを待ってろ」

「じゃあ──私、この戦いが終わったら、貴方に伝えたい事があるの」

「……分かった」

「いや、そこは『死亡フラグ立てるな！』とツッコミをね……」

　死地へ赴おもむくというのに、いつもと変わらぬ漫まん才ざいを披ひ露ろうする少年少女。

　その姿を、大人達は微笑ほほえましそうに眺ながめていた。

「あら、何い時つの間にかすっかり仲良しになったのね、あの二人」

「ひょっとして妬やいてる？　リオンちゃんが年下趣しゆ味みとはショックだぜ」

「そうね、ロイと真璃には興味があるけれど、貴方には全く興味がないわ」

「うわっ、グサッときた……」

　こんな時でもナンパを忘れないブルメオも、リオンが相手だと形無しである。

　胸を押さえ蹌よ踉ろける部下の頭に、こちらも何時も通り隊長の拳こぶしが落ちる。

「うちの軍医様は竜の鱗うろこより硬かたいからな、無駄な真ま似ねは止やめておけ」

「あら、酷ひどい言いようね？」

　怒ったふりをしながらも、微笑を浮うかべるリオンに、ジラファは他の者達に聞こえないよう小声で呟つぶやく。

「お嬢じようちゃん達の事、任せたぞ」

「ただの軍医に何を期待しているのか知らないけれど……分かった、と言っておくわ」

　覚かく悟ごのこもった隊長の瞳ひとみを見て、リオンは飄ひよう々ひようとはぐらかしながらも、確かに頷いた。

　そうして、五名の討伐隊は兵士達の歓かん声せいを浴びながら城を発たつ。

　北へと三日も歩くとインヴェルーノ男爵領に入り、そこの小さな城で冴さえない顔の君主と、そして蛇へび柄がらの邪紋使いが待っていた。

「そちらの魔法師は居おられないのか？」

　男爵ともなれば一人は従えているはずの魔法師。

　その姿が見えず尋ねてくるアンドリーニに、インヴェルーノは申し訳なさそうに頭を下げる。

「我がアリストクラタ家に長年仕えていた魔法師が、歳のせいか病にかかってしまいまして、これを機に引退する事となったのですが、代わりの魔法師がいまだ着かず……」

　魔法師の本ほん拠きよ地ち、魔法師協会メイジ・アカデミーがあるエーラムは、このエストレーラ島から海を跨またいでおよそ半月もかかる。

　魔法師といえども、空を飛んだり空間の壁かべを越こえたりなど、馬よりも早い移動手段を持ち合わせている者は極少数であり、それほどの人物が男爵程度の下もとに派は遣けんされるはずもない。

　よって、大切なこの時に間に合わなかったと、改めて謝罪してくるインヴェルーノの前で、アンドリーニは顔を曇くもらせる。

「病とあれば仕方あるまい。では、無念だが出しゆつ陣じんは遅おくらせる事としよう」

　不敗の竜に挑むのだ、魔法師という手て駒ごまが一枚欠けた布ふ陣じんは、誰だれであろうと不安を抱く。

　アンドリーニは万全の状態になるまで延期だと告げるが、しかし、インヴェルーノはそれに慌あわてて異を唱える。

「いえ、このような不手際を晒さらしておいて、誠に勝手な言い分ですが、今直すぐ討伐に向かうべきでしょう。竜を倒たおしても、帰るべき場所が失われては意味がありません」

「何っ？」

　言わんとする事が分かっただけに、アンドリーニは顔をしかめる。

「我らの居らぬうちに、近きん隣りんの領主が攻せめてくると申すのか？」

「はい、子爵様が青銅竜の討伐に向かわれた事は、既すでに近隣まで知れ渡わたっておりましょう。余計な時間を与あたえては、不ふ逞ていな輩やからが何か企たくらむやもしれません」

「俺なら、留守の間に城を落として、子爵様の妹を人質に取るね。そして聖印を渡せと脅きよう迫はくする」

　野心家だが妹思いのアンドリーニに対して、これほど有効な手段はない。

　仮に断られても、身内を見捨てた非道な君主として人望を下げられ、内乱を起こす火種などとして、いくらでも役に立たせる事ができる。

　不逞な輩たるペイラーがそう口を挟はさむと、アンドリーニはさらに険しい顔をして考え込み、腹心たる魔法師に問とい掛かけた。

「ヌーヴェン、そなた一人で穴を埋うめられるか？」

「尽じん力りよくは致いたしますが……」

　魔法師は自信無さそうに口を濁すが、そこにペイラーがまた口を挟む。

「今回の主役は子爵様と、そこの魔剣使いだ。脇わき役やくが一人減ったところで、問題ないと思うがね」

「…………」

　指差されたジラファは、黙って何も言わない。

　傭よう兵へいである彼に選せん択たくの権利はないし、既に自分の答えは出ていたから。

　この機を逃のがせば青銅竜の討伐は、エストレーラの統一に乗り出す足がかりは、遥はるか先に遠ざかってしまう。

　先日と同様、野心と保身を天てん秤びんにかけたアンドリーニは、熟考の末に同じ決断を下した。

「行こう、このエストレーラを混沌から救うために」

「ありがとうございます、子爵様っ！」

　インヴェルーノが仰ぎよう々ぎようしく頭を下げる後ろで、ペイラーが面白くなさそうに笑っていたのを、ロイはジッと睨み続ける。

　こうして賽ダイスは投げられ、七人となった一行は、竜の待つ北の岩山へと向かった。




　　　　◇




「これが竜の巣……」

　辿たどり着いた岩山の光景に見入り、アンドリーニ達は暫しばし足を止めた。

　所々が不自然に砕くだけた巨きよ石せき、高熱を浴びてガラスのように結けつ晶しよう化かした地面。

　動物の姿はまるで見当たらず、巨きよ大だいな支配者に見み逃のがされた小さなトカゲや虫だけが、岩の陰かげを這はいずっている。

　竜の力を示す痕こん跡せきに、みな緊きん張ちようの唾つばを飲み込みながら、息を殺し斜しや面めんを登って行く。

「この先に良い場所があります、そこで戦いましょう」

　中腹まで来たところで、インヴェルーノがそう言い、先頭に立って歩き出す。

　着いた先は、岩に囲まれた緩ゆるいすり鉢ばち状の場所で、城が丸々入りそうなほど広い。

　ここならば崩くずれた岩に押おし潰つぶされる心配もなく、竜だけに集中して戦う事ができそうだった。

「うむ、ここにするとしよう」

　アンドリーニが満足そうに頷うなずく横で、ロイは近くの岩に駆かけ上り、周囲を見回した。

　しかし、目に付くのはひたすら岩だけで、竜や他の魔ま物ものや、それ以外の何か、注意を引くものは見当たらない。

（……気のせいだったのか？）

　ペイラーが何か仕し掛かけてくるかと思ったのだが、杞き憂ゆうだったのか。

　まさか、自ら口にしていたように、城の方を狙ねらっているのか。

　それとも、この場では動かず、竜を倒してアンドリーニが島の統一に出た後にこそ、謀ぼう略りやくを働かせるつもりなのか。

　いくら考えても答えは出ず、何も見付からない。

　同じように周囲を警けい戒かいしていたブルメオも、発見はなかったようで、黙だまって首を横に振ふる。

　それを見て、ロイも仕方なく岩の上から降り、双剣を引き抜ぬいた。

　各々の準備が整ったのを見計らい、代表者たる子爵は恐きよう怖ふを打うち払はらい、高らかに宣戦布告の名乗りを上げる。

「我はアンドリーニ・パラジェンテ、民のために秩ちつ序じよを守る君主なり。異世界より来たりし青銅の竜よ、今日こそ混沌に還かえるがよいっ！」

　君主の大声が岩の間をかけぬけ、木霊こだまとなって山の中を駆け巡めぐる。

　高度な知能を持つという竜に、その言葉は通じたのだろうか。

　仮に通じずとも、自らの縄なわ張ばりに入り込み安あん眠みんの妨ぼう害がいをする、うるさい蠅はえには気付いただろう。

　山の頂上付近からズンッと小さな地じ響ひびきが鳴り、それは徐じよ々じよに大きくなりながら、一行の方へ近付いてきた。

「…………」

　口を閉ざし待ち受ける彼らの前に、巨大な岩を崩しながら、ついにそれは姿を見せる。

　巨きよ体たいを覆おおう暗い青色の鱗、宙を切り裂さく皮ひ膜まくの翼つばさ、遥か高みから見下ろす赤い瞳。

　獣けものの王、空の支配者、生ける幻げん想そう。

　魔物の頂点に立ち、この島に混沌をもたらす元げん凶きよう──青銅竜は、虫けらの如ごとき人間達を前に、魂たましいを喰くらうような咆ほう吼こうを上げる。

「ゴガアァァァ───ッ！」

「……っ」

　全身を打ち据すえる竜の雄お叫たけびに、七人の戦士達は冷たい汗あせを搔かきながら、一歩も退ひかない。

「島の平和はこの一戦にあり、皆かかれっ！」

「おぉっ！」

　アンドリーニの号令を合図に、それぞれが事前に定めた役割を果たすため、一いつ斉せいに動き出した。

　まずはインヴェルーノ男爵が後方から、聖印の力で皆の身体能力を強化する。

　続いてブルメオが弾弓で魔ま弾だんを、ヌーヴェンが魔ま法ほうで氷の槍アイス・ランスを竜の頭に放ち、僅わずかながらも怯ひるませた。

　その隙すきに、前衛の四人が距きよ離りを詰つめる。

　自じ慢まんの俊しゆん足そくで横に回り込んだロイは、竜の後ろ足に双剣を見み舞まうが、鱗がわずかにへこんだ程度で、肉にはまるで届かない。

「くっ……！」

　歯は嚙がみする彼の横で、高い防ぼう御ぎよ力を持つアンドリーニが正面で引き付け、ジラファが前足に鉄の大剣を見舞うが、これも効果はなし。

　ペイラーはロイと反対側に回り込んでいたが、安全な距離を取って、時折軽い剣撃を繰くり出すだけで、まるで倒そうという意志が見えない。

　だが、これも全て計画通り。

　青銅竜に傷を負わせられるのは、元よりジラファの魔剣のみと分かっている。

　なのに魔剣を使わぬのは、一いつ瞬しゆんの勝機を生み出すためだ。

　ジラファといえども、真っ正面からぶつかっては竜に勝てない。

　そして知能が高い竜は、脅きよう威いとなるのが魔剣のみと分かれば、彼を集中的に攻こう撃げきしてくるだろう。

　だから隠かくす、傲ごう慢まんな獣の王が隙を晒し、心臓へと届く一いち撃げきを放てるその瞬しゆん間かんまで。

「グゥゥッ……」

　自分の体にまとわりつき、痛くはないが不快な攻撃を繰り返す虫けら達に、青銅竜はうなり声を漏もらす。

　すると、暗い青色の体たい軀くに紫むらさき色いろの火花が灯ともった。

　それが何の前兆か、知識の宝庫である魔法師・ヌーヴェンが真っ先に気付いて叫さけぶ。

「いけない、防御をっ！」

「むっ！」

　アンドリーニが咄とつ嗟さに聖印をかざし、放たれた光が全員を包み込むのと同時に、青銅竜の力が解放された。

「グオォォォ───ッ！」

　体表を走っていた紫の火花が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がり、辺り一帯を吞のみ込む。

　雷撃の嵐サンダー・ストーム──大地に生まれた雷かみなりの暴風が、七人の体を焼き貫つらぬいた。

「ぐぅ……っ！」

　光に近い速さの攻撃では、ロイはおろか誰も避さけられはしない。

　アンドリーニが出した光の膜まくにより、どうにか即そく死しは免まぬかれたものの、手足が震ふるえて動きが止まってしまう。

　静かになった虫達にトドメを刺ささんと、青銅の竜は正面に固まっていた君主と隊長に向けて、カチカチと牙きばを打ち鳴らした。

　炎ブのレ息ス──竜を最強たらしめる破は壊かいの業火。

　それを放つ瞬間こそ、魔剣の使い手は待っていたのだ。

「来たぞ」

「任せよっ！」

　今度こそ防ぎきると、アンドリーニは聖印に全ての力を注ぎ、巨大な光の盾たてを形成する。

　それを鼻で笑うように、青銅竜は炎の息を吐はき出した。

「ゴオアァァァ───ッ！」

「ぐ、うぅぅ……っ！」

　アンドリーニの盾は炎を二つに引き裂きながらも、ジリジリと押されていく。

　このままでは遠からず炎に飲まれ、骨すら残さず蒸発してしまうが、ほんの数秒を稼かせげれば十分だった。

　最強の攻撃を放つため、動きを止めた青銅竜。

　その巨体を、痺しびれる手足に活を入れ、ロイが駆け上がる。

「おぉぉぉ───っ！」

　長い首を駆け上り、虫けらと侮あなどる竜の右目に向けて、全力の突つきを繰り出す。

　同時に、ブルメオも倒たおれる寸前まで血をまとわせた鉄球を、左目に向けて撃うち放った。

「射抜くっ！」

　迫せまる双剣と魔弾を、さしもの竜も脅威と見なし、炎の息を中断して首を振り回す。

「ぐわっ！」

「ロイッ!?」

　吹ふき飛ばされ宙を舞まうロイを見て、ブルメオは魔弾の操作も中断し、弟分を受け止めに走る。

　急所である目を狙った攻撃は失敗。







[image: ]







　だが、これで計画は成功。

　城を落とした時と同様、ロイ達は真打ちのための陽動でしかなかったのだから。

「よくやった！」

　部下の健けん闘とうを讃たたえながら、ジラファは擬ぎ装そう用の大剣を投げ捨て、本来の武器を生み出す。

　魔剣──この世にただ一本、彼だけの剣。

　積み重ねた邪紋の力を、戦い続けた生しよう涯がいを、命を凝ぎよう縮しゆくした一ひと振ふり。

　注意が逸それた青銅竜の、無防備な胸に向かって、ジラファは体当たりするように魔剣を突き刺す。

　これが竜の心臓を外せば、彼らは全ぜん滅めつするだろうという、文字通り全てを賭かけた一撃。

　世界から音が消え、誰だれもが固かた唾ずを吞んで見守るなか、魔剣に貫かれた竜の巨体はゆっくりと揺ゆらぎ、地面に倒れて地響きを上げるまえに、黒い霧きりへと変わっていった。

「や、やったぜっ！」

　ブルメオは両手に抱かかえたロイを思わず放り投げ、歓かん声せいを上げる。

「痛ぇ……」

　尻しりを打ったロイは、ブルメオを恨うらめしそうに見上げてから、隊長に目を移す。

　彼の目標、誰よりも強い魔剣の使い手。

　竜さえ倒したジラファは、彼の憧しよう憬けいがこもった視線に気付くと、照てれ臭くさそうに笑うのだった。

「やれやれ、老体にあの電でん撃げきはきつかったな」

　肩かたこりが治らないかな──と、年とし寄より臭い事を言った瞬間、節々の焦こげた体がゆらぎ、慌あわてて魔剣を杖つえにする。

「おいっ!?」

　ロイは心配して駆かけ寄よろうとしたが、彼もまた蹌よ踉ろけ、地に膝ひざを突いてしまう。

　電撃に打たれたうえ、竜の頭から振ふり落とされているのだ。傷は浅くない。

「やれやれ、お互たがいボロボロだな」

「……あぁ」

　苦笑を浮うかべるジラファに、ロイも痛みで引きつった、けれど晴れやかな顔で頷うなずき返した。

　そうして、傭よう兵へい達が無事を確認する横で、君主は勝利の証に歩み寄る。

「これが、魔ま境きようの核かく……」

　青銅竜のあとに生まれた黒い球体、巨きよ大だいな混沌核。

　莫ばく大だいな力と爵しやく位いを、栄光を約束するモノ。

　少しずつ発散していくそれが失われないよう、アンドリーニは体の痛みさえ忘れた様子で、急ぎ右みぎ腕うでを差し込んだ。

　身を焼く熱と共に、聖印の幾き何か学模様が増えていく数秒間。

　君主ならば誰であろうと、無防備となるその瞬しゆん間かん、何ど処こからともなく放たれた無数の矢が、アンドリーニの体を貫いた。

「何っ!?」

　驚きよう愕がくするブルメオ達にも矢は降り注ぎ、ロイは咄嗟に双剣を振るって叩たたき落とす。

　しかし捌さばききれず、右足を射抜ぬかれてしまう。

「くぅ……！」

　膝を突く彼の前で、魔法師のヌーヴェンはその力を発揮する間もなく、主と同じように矢の雨を浴びて倒れた。

　ジラファは何とか矢を捌ききり、アンドリーニに駆け寄ろうとするが、そこへ蛇へびの如ごとき影かげが忍しのび寄る。

「おっと、ここからが宴うたげの本番だぞ、ジラファ？」

「ペイラー、これがお前の狙ねらいか」

　音も気配も消し、背後から仕掛けてきたペイラーの剣を、ジラファは何とか魔剣で受け止め、怒いかりに燃える瞳ひとみで睨にらむ。

　そうして、誰もが助けに行けぬ間に、インヴェルーノが倒れたアンドリーニの下もとに駆け寄って、剣を振り上げた。

「聖印を預けた程度で油断した、貴方あなたがアホウなのですよ、子爵様」

「き、貴様ら──」

　瀕ひん死しのアンドリーニが従属の契けい約やくに則のつとり、聖印を剝はく奪だつするよりも早く、裏切り者の剣がその心臓を貫つらぬく。

「すまぬ……アンシェ……」

　アンドリーニが事切れるのと同時に、彼の遺体から聖印が浮き上がり、パキンッとガラスが割れるような音と共に砕くだけ散ちった。

　君主の強固な精神を失った聖印は、秩ちつ序じよから黒い混沌の固まりへと舞まい戻もどる。

　それに、インヴェルーノは高笑いを上げて手を差し込む。

「はーはっはっ、これで私が子爵だっ！」

　下げ克こく上じようは世の習いとばかりに、起きてしまった惨さん劇げき。

　その間、ロイは止める事もできず、降り注ぐ矢の雨をひたすら切り落としていた。

「くそっ！」

　激痛を堪こらえ、必死に身を守り続けながら、矢の放たれてくる方向を睨む。

　彼らをすり鉢ばち状に囲む岩の影、そこに何い時つの間にか、四十名もの弓兵が立っていたのだ。

　弓兵といっても、その姿に統一感はなく薄うす汚よごれていて、山さん賊ぞくといった方が早いだろう。

（何時の間に現れた……!?）

　竜との戦いが始まる前に、周囲を注意深く見回したが、これほど大勢が隠かくれていられる場所はなかった。

　仮に見み逃のがしたとしても、近付いてくる時の足音や気配を感じ取れたはずだ。

　たとえ、竜との激げき闘とうに集中していようと、誰か一人くらいは。

　なのに、矢が放たれるその直前まで、気付く事ができなかった。

　いったいどんな手品を使ったのか、仕掛けた張本人たるペイラーは、わざわざ種明かしなどしない。

　ただ、自分が揃そろえたならず者達を背に、誇ほこらしげに笑い上げる。

「はははっ、見ろよジラファ。これがあんたを歓かん迎げいするためだけに作り上げた、俺の傭兵団だっ！」

「……っ」

　傭兵そのものを愚ぐ弄ろうされたように感じて、ジラファは唇くちびるを嚙かみ締しめたが、反論はしない。

　その代わりに、後ろのロイ達に向かって静かに告げる。

「俺がこいつらを引き付ける、その間に逃にげろ」

「何を……何を言っている!?」

　ロイは止やまぬ矢の雨を避さけ続けながら、悲鳴にも似た声で反論する。

「俺も……俺が残る！　そいつだけは、俺が殺す！」

　三年前、無関係な人々を焼き殺したように、たとえ野心を満たすための偽ぎ善ぜんであろうとも、民のために魔境を鎮しずめた君主を、薄うす汚ぎたない罠わなに掛かけて殺した邪紋使い。

「ペイラーッ！　貴様はやはりあの時、殺しておくべきだったんだっ！」

「はっ、それはこっちの台詞せりふだ、ガキんちょ」

　痛みを憤ふん怒ぬで誤ご魔ま化かし、駆け寄ろうとするロイを、ペイラーはまるで相手にせず、部下達に矢を射させる。

　頭に血が上り、周りが見えない彼に迫せまる無数の矢。

　それを、黒い魔剣が切り払はらう。

「隊長……」

「ははっ、お前が俺を隊長って呼んだの、もしかして初めてか？」

　嬉うれしそうに笑うジラファの肩には、斬きり損ねた矢が一本刺ささっていた。

　それを眉まゆ一つ動かさずに抜きながら、彼は隊長として告げる。

「生きろ……無様でも、情けなくても生き抜いて、成し遂とげたい何かってやつを見付け出せ」

　これが最後の命令だ──そう瞳で語り、ジラファは魔剣を手に駆け出す。

　ペイラーの陰いん謀ぼうを許した責任を、その命で贖あがなうために。

「嫌いやだ、俺も残る！」

「ガキみたいにわめいてないで逃げるんだよ！　今のお前が残って何になるっ！」

　死に行く者の背中を追おうとするロイを、ブルメオが血を吐はくような思いで引っ張る。

　それに抗あらがう力すら残っていない彼は、確かに邪じや魔まなお荷物でしかない。

「……くそっ、くそっ！」

　ロイは己を罵ののしりながら、ブルメオに手を引かれ、射抜かれた右足を引きずって、岩の間へと逃げていくしかなかった。

　二人が消えるその間、ならず者達は攻こう撃げきせずに見逃す。

　足止めのため無む駄だに連射し、矢が尽つきかけていた事もあるが、彼らの長たるペイラーが、手を上げてそう命令したからだ。

「三年の間に、随ずい分ぶんとお優しくなったものだな」

「はっ、あんたほどじゃないさ」

　皮肉に皮肉を返すペイラーに、慈じ悲ひの心などあるはずもない。

　傷付き疲ひ労ろうしているとはいえ、竜りゆうをも倒たおす邪紋使い三人が、窮きゆう鼠そとなってかかってくれば、万が一という事がありえる。

　だから、責任感の強いジラファ一人が残るように仕向け、ロイ達を見逃すという形で排はい除じよした。

「それに、元から俺の狙いはあんたでな」

「……隊を追放した事、そこまで恨うらんでいたのか？」

「はっ、まさか」

　心底下らないと吐き捨すてるペイラーに、復ふく讐しゆうなんて気持ちは毛頭ない。

　蛇のようにしつこい男の狙いはただ一つ。

「入隊した時からずっと思っていた……あんたの魔剣と邪紋を奪うばい取れたら、どれだけ愉ゆ快かいだろうってな！」

　己の欲よく望ぼうに対してただ素直に生き、叶かなえるためにはどんな手段も厭いとわない。

　それが、ペイラーという邪紋使いの流儀なのだから。

「あんたは薄うす々うすそれを感じていたはずだ。なのに、お馬ば鹿かな雇やとい主ぬしに従って、ノコノコとこんな所に来るから、安い罠に引っ掛かる」

「…………」

「どうして逃げなかった？　仕事だからか？　切り抜ける自信があったのか？　それとも、自分が死のうと竜が倒せれば、この島が平和になるとでも考えたか？」

「…………」

　煽あおるペイラーに対して、ジラファは黙もくして一切語らない。

　この期に及およんで言い訳なんてするのは、格好悪いから。

「はっ、そんなクソ甘い正義の味方ぶるから、俺に利用される。ガキ共を見捨てて逃げればいいのに、格好付けて一人で残るから、俺に討たれる」

「格好付けるのを止めたら、俺が俺じゃなくなるからな」

　それだけを告げ、もうお喋しやべりはお終しまいだと、ジラファは魔剣を構える。

　ペイラーもまた、口を噤つぐんで視線を横に送った。

　そこに立っていたのは、今や竜の分も合わせて、伯爵カウントに迫るほどの聖印を手に入れた、インヴェルーノ子爵。

　手にした莫大な力を使いたくて堪たまらず、子供のように無む邪じや気きで残ざん酷こくな笑えみを浮かべていた彼は、ペイラーの許しを得てそれを解放した。

　線が増し、より複雑になった幾何学模様から無数の光が迸ほとばしり、それを浴びた四十人のならず者達が、一時的に騎士級の君主と並ぶ力を得て、歓かん喜きの咆ほう吼こうを上げる。

「蹴け散ちらせっ！」

　山猫隊の隊長が好んで用いた突とつ撃げきの号令を、わざわざ使ったのはもちろん皮肉だ。

　抜ばつ刀とうし躍おどりかかってくるペイラーの傭よう兵へい団に、ジラファはただ静かに魔剣を構えるのだった。




　　　　◇




　転がり落ちるように岩山を下りきったところで、ロイはようやくブルメオの手を振ふり払った。

「離はなしてくれ……」

「隊長の下に戻る、なんて馬鹿を言わないなら、俺だって男の手なんて握にぎらねえよ」

　固い顔でもう一度腕を摑つかんでくるブルメオに、彼は弱々しく告げる。

「言わない、戻らない。それが、命令だから……」

「あぁ、その通りだ」

　ブルメオは頷うなずき、手を離す代わりに肩かたを貸して、足に傷を負ったロイと共に山から離れていく。

　ただ、その拳こぶしは血が出るほど握り締められていた。

　命令を言い訳にして、結局は自分の命が惜おしかっただけではないか？

　残って戦えば、三人揃って生きのびられたのではないか？

　そんな自責と後こう悔かいが渦うず巻まきながらも、生きろという隊長の言葉を守るため、ブルメオは弟分と共に歩き続ける。

「なに、竜さえ倒した俺達の隊長が、あんな小物に負けやしねえさ」

「あぁ……」

　気休めの儚はかない希望だとしても、そう口にせずにはいられないブルメオに、ロイはやはり力無く頷く事しかできなかった。

（俺は、また……）

　助けられなかった、力が足りないせいで、守れなかった。

　激しい自己嫌けん悪おの波に吞のみ込まれたせいで、彼はまた気付かない。

　大切な者を守りたい──それが、力を求める理由の一つである事に。




　　　　◇




　そして、現実はどこまでも残酷で、ロイ達が岩山を降りきったのと同時刻、ペイラーの剣けんがジラファの胸を貫つらぬいていた。

「がはっ……」

　血を吐いただけで、後悔も恨みも何も言わず、山猫隊の隊長は崩くずれ落ちる。

　その顔は不思議と満足気に、笑みの形を作っていた。

「はっ、老いぼれが手間取らせやがって……」

　ペイラーは剣の血ち糊のりを飛ばしながら、魔剣で引き裂さかれた腹を押さえる。

　あと僅わずか、ジラファに力が残っていたら、腹から腸を出して地面に転がっていたのは、彼の方だったろう。

「しかし、派手にやってくれたもんだ」

　改めて周囲を見回すが、生きているのはペイラーとインヴェルーノの二人だけ。

　連れてきた四十人のならず者達は、全て魔剣によって切り倒されていた。

　その中には、三年前から彼に付き従っていた、腹心の部下的な男も居たのだが、ペイラーは悼いたむどころかその名前すらもう忘れてしまう。

「ハイス、居るか？」

　呼びかけると、何もないように見えた場所に、突とつ如じよとして人ひと影かげが現れる。

　人形のように無表情なその男こそ、インヴェルーノに仕える魔法師・ハイス。

　訳あって居ないと噓うそを吐き、実はならず者達を連れて岩いわ陰かげに伏ふせていたのだ。

　竜との戦せん闘とう中とはいえ、ジラファ達が四十人もの伏ふく兵へいに気付かず、矢が放たれる直前まで、息づかいや弦つるの音を聞き取れなかったのも、彼が魔法で姿と音を消していたからであった。

　もっとも、その御お陰かげで精神力が尽き、先程の戦闘では姿を消して観戦に徹てつしていたのだが。

「腹を斬られた、治してくれ」

「構いませんが、あちらを先に処理した方が良いのでは？」

　治ち療りようの魔法を頼たのまれたハイスは、無感情にジラファの死体を指差す。

　それは邪紋に吞み込まれ、大きな混沌核へと変へん貌ぼうしていた。

「はっ、傷に染みて嫌なんだがな」

　やれやれだと肩を竦すくめてみせながらも、心の内から黒い喜びが溢あふれ出て、つい頰ほおが吊つり上がってしまう。

　ペイラーは混沌核に手を入れ、流れ込んでくる熱に一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめる。

　そして、腹の痛みすら吹ふき飛ぶほど満ち足りた混沌の力に、噓うそ偽いつわりのない純じゆん粋すいな歓喜の笑い声を上げた。

「はっはっはっ！　これだ、この力が欲しかったんだ！」

　手を天にかざすと、邪紋から溢れ出した霧きりが、一本の黒い長ちよう剣けんとなる。

　魔剣──それを生み出していたジラファの力を、己の物にした証。

「くくくっ、堪らんな。これほどの力があれば、格好つける余よ裕ゆうもあるってものか」

　ペイラーが試しに、手近な岩に魔剣を振り下ろすと、紙でも斬るような軽々とした手応えで、硬かたい岩が両断される。

　その切れ味に満足すると、邪紋使いは操り人形の君主に、次なる甘言を囁ささやいた。

「さあ、その爵しやく位いに相応ふさわしい領地を盗とりに行こうじゃないか、子爵様？」

　インヴェルーノの返事も聞かぬまま、ペイラーは魔剣を片手に歩き出す。

　蛇へびの深い欲望は、弱った獲え物ものを丸飲みにするまで、満たされる事はないのだから。







　【六章　戦火を駆かけて】




　傷付いた体に鞭むち打うち、寝ねる間も惜しんで城へと戻もどったロイとブルメオ。

　彼らを出で迎むかえた傭兵団の皆は、その姿と暗く淀よどんだ表情を見て、氷像のように固まった。

「おい、隊長達はどうしたんだよ」

　まさか、青銅竜ブロンズ・ドラゴンに食い殺されたのか？

　そんな皆の予想通りであったなら、どれだけマシだったか。

「……すまねえ。だが、聞いてくれ」

　抜ぬけ殻がらのようなロイをリオンと真ま璃りに預けながら、ブルメオは血を吐はくように語り出す。

　激げき闘とうの末に青銅竜を倒したというのに、ペイラーの裏切りにあい、アンドリーニとその魔メ法イ師ジは討たれ、ジラファは二人を逃にがすために囮おとりとなって残ったと。

「馬鹿な、隊長が……」

「畜ちく生しよう、ペイラーの野や郎ろうっ！」

　信じられず呆ぼう然ぜんとする者、怒いかりの咆吼を上げる者。

　そんな騒さわぎ立てる男達の間に、か細い声が響ひびく。

「今の話、本当ですの……？」

　現れたのは、城の兵士達を引き連れた小こ柄がらな少女。

　アンドリーニの妹、アンシェンテ・パラジェンテ。

「噓、ですわよね？　兄様が死んだなんて、噓ですわよねっ!?」

「……申し訳ありません」

　泣きそうな顔で詰つめ寄よってきた亡き君主ロードの妹に、ブルメオは歯を食いしばり、ただ頭を下げる事しかできなかった。

「そんな……」

　彼の表情から、これが悪い冗じよう談だんではないと思い知らされ、アンシェンテは顔を真っ青にして蹌よ踉ろめく。

　そして、座り込み傷の手当てを受けるロイに駆かけ寄り、その胸ぐらを小さな手で摑み上げた。

「貴方あなた、兄様をお守りしなさいって言ったではありませんの!?　なのにどうして、自分だけおめおめと逃げて来たんですのっ！」

「やめてお姫ひめ様、ロイだって辛つらいんだよ！」

　抜け殻のような少年に代わって、真璃が止めようとするも、激情にかられたアンシェンテはそんな言葉では収まらない。

「ねえ、どうして兄様を守ってあげられなかったの？　貴方は邪紋使いアーテイストなんでしょう？　ワタクシなんかよりずっと強いのでしょう!?」

　その哀あい願がんが、どんな責め苦よりもロイの心を切り刻む。

「……俺は、弱い」

　三度、惨さん劇げきを止められなかった彼が、残された者に言える台詞せりふなど一つしかない。

「……ごめん」

　傭兵としての仮面すら剝はがれ、年相応の幼い顔を歪ゆがめる、傷付いた少年。

　同じように幼い君主でも、これ以上は彼を責められなかった。

「う、うぅぅぅ───っ！」

　ロイの胸に顔を埋うめ、声を殺して泣くアンシェンテ。

　慰なぐさめの言葉すらかけられず、誰だれもが立ち尽つくすなか、ガラガラという重い音が響いてきたかと思うと、城門から一台の馬車が入ってきた。

「誰だっ！」

　こんな時に何の用だと、殺気立つ一同の前に降り立ったのは、人形のように感情が窺うかがえないローブ姿の男。

「私はインヴェルーノ・アリストクラタ子爵に仕える魔法師、ハイスと申します」

「──っ!?」

　君主と隊長を罠わなにかけて殺した張本人、インヴェルーノの部下。

　それだけで息の根を止めるには十分だと、傭よう兵へい達も城の兵士達も一いつ斉せいに武器を抜く。

　だが、ハイスは怯おびえもせず、馬車の後ろに回る。

「大切な物をお返しに来ました、お納め下さい」

　そう言い、馬車の御ぎよ者しやと共に下ろした荷物は、無数の傷口から流れ出した血を拭ふかれてもいない、凄せい惨さんなアンドリーニの遺体。

「兄様……兄様ぁぁぁ───っ！」

　信じられなかった、信じたくなかった現実を突つき付けられ、アンシェンテは兄の亡なき骸がらに走り寄り、幼子のように泣なき喚わめく。

　その哀あわれな姿にも、ハイスはやはり感情を動かさず、もう一つの荷物を取り出す。

「あと、遺体が残らなかったので、こちらをお持ち致いたしました」

　差し出されたのは鉄の大剣。

　青銅竜を油断させるために、ジラファが用意した武器。

「じゃあ、隊長は本当に……」

　絶望的な状じよう況きようであろうとも、逃げおおせてくれたのではないか？

　ロイ達が最期を見届けていなかったから、微かすかに残っていた希望が揺ゆらぎ、傭兵達の顔から血の気が失せる。

　それでも、これはブラフだと、確たる証拠にはならないと、否定しようとした空気を読み取ったのだろう。

　ハイスはやはり淡たん々たんと、彼らの傷口に塩をねじ込む。

「ペイラー殿どのの魔剣カオスブレードを見せねば、納得頂けませんか？」

　ジラファの邪紋アートを、彼の力と流儀スタイルを象しよう徴ちようする存在だった、黒い魔剣。

　それを、ペイラーが我が物顔で所有しているという事実が、堰せき止められていた一線を越こえさせた。

「貴様ぁぁぁ──っ！」

　相手が魔法師だろうと、遺体を届けにきただけの使者だろうともう知らんと、傭兵達は武器を振ふりかぶって走り出す。

　それを、静かだが圧力に満ちた声が止めた。

「やめなさい」

　ピタリと、まるで足に釘くぎでも打ち込まれたように、不自然なほど動きを止めた傭兵達の間から進み出て来たのは、肌はだも髪かみも真っ白い軍医・リオン。

「戦場以外で魔法師に手を出せば、魔法師協会メイジ・アカデミーがうるさいのよ、我が慢まんして」

「貴方は？」

　初めて表情を動かし、怪け訝げんそうに問とい掛かけてくるハイスに、リオンは感情の窺えない微び笑しようで応じる。

「山猫リユンクス隊たいの軍医よ。でも、今は私の事などどうでもいいし、下らない挑ちよう発はつにつき合っている場合でもないわ」

「…………」

　無言で訝いぶかしむ魔法師に、軍医は率直に本題を尋たずねる。

「そちらの君主様から、何か伝言があるのでしょう。伝えて頂けないかしら？」

「分かりました」

　ハイスは頷うなずくと、元の無表情に戻って宣言する。

「この地はインヴェルーノ子爵の領地となりました。関係のない方々は即そく座ざに退去願います」

「…………はぁ？」

　あまりにも無茶苦茶な命令を突き付けられ、兵士や傭兵達は言葉の意味を理解しながらも、訳が分からず間ま抜ぬけな声を漏もらす。

　それに呆あきれも見せず、子爵の魔法師は繰くり返す。

「領地を治めて良いのは、それに見合った爵位を持つ君主のみです。今そちらに居おられる君主は従騎士エスカイアと伺うかがっております。この一帯を治める資格はありません」

　混沌カオスを収める力がないのならば、領地を持つ資格はない。

　それが、魔法師協会の定めた爵位制度だから。

　この城と周囲の村だけでなく、南にある元の領地も全て明あけ渡わたせと、ハイスは情の欠片かけらもなく言い放つ。

　その意味を理解し、最初に怒りを爆ばく発はつさせたのは、この世界の仕組みに最初から疑問を抱いだいていた、異世界の少女こと真璃。

「ふざけるのも大たい概がいにしなさいよっ！」

　彼女はロイの下もとから離はなれ、魔法師の前に立つと、その能面を睨にらみ付けて告げる。

「アンドリーニさんとは話した事がないから、ハッキリとは言えないけれど、根っからの善人ではなくても、悪い王様や悪い竜と戦った、立派な人なんじゃないの？」

「君は……」

「隊長さんの事は良く知ってる。私やロイだけじゃなく、傭兵団のみんなを何い時つも気に掛けてくれる、お父さんみたいに優しい人だった」

「真璃ちゃん……」

　彼女の気持ちが嬉うれしくて、グッと涙なみだを堪こらえる兵士達や傭兵を背に、真璃は叫さけび続ける。

「そんな人達を裏切って殺しておいて、悲しんでいる家族や仲間に、今度は家から出ていけ？　ふざけないでよっ！」

　人間として至極もっともな怒り。

　それに、魔法師は感情のない言葉を繰り返す。

「『従属した君主が、主人にあたる君主を裏切ってはならない』という文は、協会の定めた条約に書かれておりません」

「──っ、この！」

「やめなさい、真璃」

　血管の切れる音と共に、殴なぐりかかろうとした彼女を、リオンが静かに止める。

「貴方の綺き麗れいな手に傷がついたら、もったいないわ」

　そう言って、馬の世話や芋いもの皮かわ剝むきで荒あれた彼女の手を、白い指で包み込む。

　この男に殴る価値などないのだと、暗に視線で訴うつたえながら。

「そちらの要望は以上かしら？」

「はい、大人しく領地を明け渡すならば、こちらは何も致しません」

　逆に言えば、出て行かねば力ちから尽ずくで排はい除じよするという事だ。

　ならばどうするか？

　それを決断するのは、リオンではない。

「アンシェンテ様、どう致しますか？」

「えっ……」

　兄の遺体に縋すがり付き、泣き続けていた幼い少女に、それを酷こくと知りながらも、リオンは決断を迫せまる。

「領地を明け渡してここから逃にげ去さるか、それとも領地を守るために戦うか、どちらかお選び下さい」

　兄を殺した相手に、全てを投げ出し命いのち乞ごいをするか。

　自分や兵士達の命を賭かけて、勝ち目のない戦に赴おもむくか。

「わ、ワタクシは……」

　アンシェンテ個人の感情だけで言えば、復ふく讐しゆうのため今直すぐにでも出しゆつ陣じんしたいくらいだ。

　しかし、君主としての教育を受けてきた彼女は、幼くとも冷静に互たがいの戦力を分析してしまう。

　数日前まで男爵バロンだったインヴェルーノは、それほど多くの兵を抱かかえてはいないだろう。

　せいぜい百名、対してこちらは南の領地からも呼び出せば、二百名を超こえる。

　しかし、旗頭を失って士気が低下した状態では、力を十全に発揮できるかどうか。

　そして、少々の数などひっくり返るのが、この世界の戦。

　アンドリーニとジラファ、最強の盾たてと剣けんであった二人が倒たおれ、その力を奪うばった君主と邪紋使いこそが敵。

　彼らの『質』を前に、雑ぞう兵ひようの『数』など意味をなくす。

　戦争になれば、十中八九、敗北するだろう。

　そもそも、復讐が目的でしかなく、大たい義ぎの存在しない戦をする価値があるのかどうか。

　聖印クレストがなければ領地を明け渡せというハイスの言葉は、一見非情にしか聞こえない。

　しかし、聖印がないという事は、その地の混沌を鎮しずめられないという事である。

　子爵級の聖印を失ったこの地は、今日や明日と急な話ではなくとも、少しずつ混沌濃のう度どが増していくだろう。

　つまり、混沌災害から民を守れない。

　だから、領主の資格がない。

　何も間ま違ちがってはいないのだ。殺された者や、遺のこされた者達の心さえ無視すれば。

　理性と感情、計算と衝しよう動どう、様々なものがせめぎ合った末に、アンシェンテは答えを出す。

「皆みなさん、ワタクシについて来てくれますか？」

　止まらなかった涙を拭ぬぐい、彼女は君主として頼たのみ込む。

「無理強いは致しません、去りたい者は止めません、今までの礼に俸ほう禄ろくも与あたえますわ」

　それでも、彼女の兄がしてきた行いに、少しでも恩義を抱くならば。

「卑ひ劣れつな手で兄様を殺あやめるような輩やからに、この地で生きる民を任せられぬと義ぎ憤ふんを抱くのならば、ワタクシに命を下さいませ」

　そう言って頭を下げると、アンシェンテは一番近くに居た兵士に声をかけ、アンドリーニの亡骸を託たくし、城の中へと消えていった。

　自分がその場に居ては、去るか残るか、決断し難いからとの配はい慮りよである。

　途と端たんにざわめき始めた城の兵士達を余よ所そに、傭兵団の面々は迷わない。

「お姫ひめ様達がどうだろうと、俺は戦うぜ」

「あぁ、隊長を殺されたまま尻尾しつぽを巻いて逃げちゃ、傭兵の仁義が廃すたるってもんだ」

「ペイラーの野や郎ろうに言っておけ、首を洗って待っていろってな！」

　誰だれ一人ひとり欠ける事なく、啖たん呵かを切る山猫隊。

　それを見て、リオンは含ふくみのない微笑を浮うかべる。

「という事だそうよ、魔法師さん？」

　話を振ると、ハイスは感動も呆れもせずただ頷いた。

「承知致しました。こちらの軍が到とう着ちやくするのは、おそらく五日後でしょう。それまでに考え直して頂けなければ、領地の不法占せん拠きよ者として排除させて頂きますので、あしからず」

　インヴェルーノ達が即座に攻せめ込まず、五日もの期間を置いたのは、考える時間を与えるためではない。

　ジラファに四十名もの手勢を倒されたせいで、その補ほ充じゆうや行軍の準備が忙いそがしいからである。

　そんな事はおくびにも出さず、伝えることは終わったと、ハイスは馬車に乗り去っていった。

「一昨日おととい来やがれってんだ！」

「そうだ、一昨日来やがれっ！」

　山猫隊の面々と共に、真璃が悪口を飛ばしている頃ころ、ロイは座り込み続けたまま、双剣の柄つかを強く握にぎり締しめていた。

「……隊長、あんたは怒るか？」

　生きろと言われた。

　無様でも、情けなくても生いき抜ぬいて、成し遂とげたい事を見付けろと。

　それを摑つかめぬまま、死ぬと分かっている戦場へ向かうと知ったら、ジラファは苦い顔で彼の頭を叩たたいた事だろう。けれど──

「ここで逃げたら、格好が付かないだろうが！」

　大切な者を守れず、いくど己の弱さに絶望しようとも、命惜おしさに道を引き返したりはしない。

　愚おろかしくも気高いそれを『流儀スタイル』と呼べるほど、胸を張る事はできなくとも、ロイは嘆なげきと後こう悔かいの渦うずから、剣を杖つえにして立ち上がった。




　　　　◇




　皆が決戦の準備を進めるなか、ロイができた事といえば、与えられた個室のベッドで寝ねるだけであった。

　傷を癒いやし、体力を取り戻もどし、万全の状態で挑いどむために、煮にえたぎる怒いかりと殺意を抑おさえ込んで横たわる。

　そんな彼の下もとに、真璃が鍋なべを手にやってくる。

「元気にしてたかね怪け我が人、この真璃ちゃんが消化に良いご飯を作ってきてあげたぞ！」

「…………」

「だからそこは『怪我人が元気なわけねえだろ！』とツッコもうよ」

　返事がなくても真璃はめげず、麦のお粥かゆことポリッジをロイの前に差し出す。

「はい、あ～ん」

「……貸せ」

「少しは照れるとか喜ぶとかしたら？」

　口元に運ばれたスプーンを奪い、ロイは塩気のないポリッジを搔かき込んだ。

　その間、横に座ってニコニコとこちらを窺うかがう、投影体の少女の事を考える。

（こいつは、どうして笑っていられるのだろう……）

　ジラファという知人が死んで、深く悲しんだに決まっている。

　そうでなければ、無情な魔法師に怒ど鳴なり掛かかったりなどしない。

　ただ、泣いていても周りを沈しずませるだけだから、空元気だろうと笑い続ける。

　それが、ロイとは違ちがう彼女の強さなのだろう。

「真璃、戦いの前にここを去れ」

　鍋を空にするのと同時にそう言い放つと、真璃は一いつ瞬しゆん目を見開いたが、諦あきらめたように頷うなずいた。

「まぁ、私が居ても邪じや魔まになるだけだよね」

「…………」

　邪魔とかは関係ない、ただお前を──という言葉が込み上げてきたが、ロイはそれを吞のみ込み、努めて淡たん々たんと告げる。

「ペイラーに目を付けられたら、面めん倒どうだ」

　彼女が投影体だと確信していれば、殺して混沌核カオスコアを奪うだろう。

　そうでなくとも、珍めずらしい異国の少女として、奴ど隷れい商人に売り払はらうか。

　どちらにせよ、あの冷れい酷こくな男は蟻ありを踏ふむのと同じ感覚で、人を不幸に突つき落おとす。

「そうなる前に、リオンと共にここを去れ」

　元々、流れの医者なんて事をしていたリオンが一いつ緒しよならば、何ど処こに行っても食っていける。

　そして、死にゆく彼らにはもう、医者も芋の皮剝き係も必要ない。

　だから、こんな所からは去って、遠いどこかで生き延びて欲しい。

　守れなかったジラファとの約束を託たくすように、ロイはぶっきらぼうな言葉で切に願う。

「うん、分かった」

　彼の不器用な優しさを感じ取り、真璃は頷き返す。

　ただ、後ろめたい気持ちはどうしても拭えなくて、代わりにこう告げた。

「じゃあ、今までのお礼にさ、何かして欲しい事はない？」

「礼？」

「うん、何か作れとか肩かたを揉もめとか、何でもいいよ」

「…………」

「あっ、何でもと言ってもエッチなのは──さ、触さわるくらいならＯＫかな？」

　勝手に照れて赤くなる真璃に、ロイは呆あきれ、そして彼女に分からないよう微かすかに笑う。

「真璃」

「女に二言はないよ、さあ来いっ！」

　早とちりして二つの膨ふくらみを突き出だす異世界の少女に、傭よう兵へいの少年はあの日の続きを問う。

「俺が、自分の命を粗そ末まつにしている……そう感じた理由、教えてくれ」

　初めてフライドポテトなる物を食べたあの日、草原で言われて胸に刺ささった言葉。

　突とつ如じよキマイラが現れてしまったため、うやむやになってしまった答えを、ロイは改めて求める。

　すると、真璃は肩すかしを食らったのか、露ろ骨こつに顔を歪ゆがめた。

「え～、今いま更さらあの話をするのは、胸を触られるより恥はずかしいんだけどな……」

　そうは言ったものの、ロイの真しん剣けんな眼まな差ざしを受けて、彼女は恥じるように苦笑しながら語り出す。

「大した理由じゃないよ。私も似たような時があったって、ただそれだけ」

「似た……」

「うん、命を粗末に──死んでしまいたいと、本気で思った事があるから」

「…………」

　普ふ段だんの明るい笑顔からはとても窺えない、井戸のように深い闇やみ。

　それを見せられ、言葉を無くすロイに、真璃は淡々と己の過去を晒さらす。

「私が六歳の時、自動車──と言っても分からないか、馬車みたいな物に乗って旅行に出たんだけど、トンネルで崩ほう落らく事故が起きてね、それに巻き込まれて両親が死んだの」

　被ひ害がい者しやは大きく分けて二つ。

　巨きよ大だいな岩がん盤ばんに押おし潰つぶされた者と、ブレーキが間に合わず、落ちた岩盤に衝しよう突とつした者。

　真璃は後者で、運転席に居た父親と、助手席に居た母親は助からず、後ろの席に居た彼女だけが、奇き跡せき的に一命を取り留めた。
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「私の家族以外にも、大勢の人が死んでしまった……あの日、あの時、あの場所に居たっていうだけで」

　崩落の原因、安全対策の不備、責任の追つい及きゆう。

　そういった世間の騒さわぎなど、両親を喪うしなった少女には関係なかった。

　胸を占しめたのは、ただ一つの問い。

「どうして、私だけが助かったんだろう。どうして、お父さんやお母さんや、他の人達は死んでしまったんだろう──って、そればかり考えていた」

　それは、極大混沌に全てを焼き尽つくされたあの日、ロイの胸にも湧わいた疑問であり、自分でも気付かぬほど心の奥に刻みつけられた、生きる事への罪悪感だった。

「お葬そう式しきの時、集まってくれた親しん戚せきの人達なんかにも聞いてね、結局出た答えは『運が悪かったから』だった」

　もしも、人の運命を決めている神様が居ても、それは善悪や罪の有無で生死を決めたりはしない。

　まるでサイコロの目やコインの裏表で決めたかのように、理り不ふ尽じんに命を玩もてあそぶ。

　運が良ければ生き、悪ければ死ぬと。

「そう思ったらね、生きるのが馬ば鹿からしくなっちゃったんだ。この先、どんなに努力しても、どんなに善い事をしても、運が悪いだけで死んで、全部無む駄だになっちゃうんだってさ」

　愛する両親を喪い、悲しみで満ちた心に、それがトドメを刺した。

　自分ではどうしようもない『運』に翻ほん弄ろうされるしかない、ちっぽけな人生への絶望。

「私を誰だれに押し付けるか、なんて話も聞きたくなかったしさ、そっと家を抜ぬけ出して、道路に飛び出して死んじゃおうとしたんだ」

　幼い子供特有の、一時の衝しよう動どうにかられた愚おろかな行こう為い。

　それを止めたのが──

「知らないオバさんだったんだよね……いや、お母さんのお姉さんだから、本物の伯お母ばさんなんだけど、変わり者でそれまで一度も会った事がなかったから、私がつい『知らないオバさん』って言っちゃったら、何故か大爆ばく笑しようしてそれを一いち人にん称しようにしちゃった、とてつもない変人なのよ！」

「…………」

　十分変人な真璃が、これほど力説する伯母とはどれほどの者なのか。

　ロイは薄うすら寒いものを感じるが、同時にその変人に感謝も抱いだく。

「……そいつが、お前を救ったんだな」

「うん、『生きるのが馬鹿らしくなったから死ぬんだ』って言ったら、思い切り殴なぐられてね」

　幼子だろうと容よう赦しやせず、頭に拳げん骨こつを連打したあと、泣なき喚わめく彼女の話を全部聞いて、それからこう言ったのだ。

「そうだね、この世は本当に馬鹿らしい。天才も凡ぼん人じんも、聖人も罪人も、全て等しく簡単に死ぬ。そりゃあお釈しや迦か様だって、サッサと悟さとってこんな世界から解げ脱だつしたくもなるさ。だがね、それでも生きている限りは、生き続けるしかないんだよ──ってね」

　真璃を今も支えるその言葉には、こんな続きがある。

「生きていたって、良い事があるなんて保証はない。死んだ方がマシだなんて場面もいくらでもあるだろう。でも、悲劇の主人公ぶって死ぬより、歯を食いしばって生きる方が格好良いじゃないか──ってさ」

「──っ」

　思わず息を吞むロイに、真璃も微笑ほほえみ返す。

「そう、まるで隊長さんと同じような事を言われちゃってね、私もつい納得しちゃったんだ」

　悲劇よりも喜劇を、ご都合でもハッピーエンドを好むような年頃だったから、特にそう感じたのだろう。

「確かに、このまま死んだら格好悪いなー、天国でお父さんとお母さんに会っても怒られそうだなーって思ったら、何だか死ぬ気が失うせちゃってね」

　もちろん、そんな言葉一つで簡単に救われた訳ではない。

　伯母に引き取られたあとも、塞ふさぎ込み、死の誘ゆう惑わくに駆かられた事は何度もある。

　ただ、その度に彼女は頭を叩たたかれ、乱暴だが格好良いその人に、手を差さし伸のべて貰もらった、それだけの話。

「運が良かった、って言葉は今も嫌きらいなんだけど、それでもオバさんと出会えた事だけは、幸運だったと感謝してるの」

　そう話を締しめ括くくる真璃を見ながら、ロイはぼんやりと思う。

　彼女と自分、同じように災害で大切な人達を亡くし、同じような考えの人に助けられた者。

　そんな二人が世界の壁かべを越こえて出会えたのも、たんなる幸運だったのか。

　それとも、必然と言うべき何かの力が働いたのか。

「って、やっぱりこういう話は苦手だな、あはははっ」

「…………」

　照れて笑う真璃に、ロイは自分も過去を語るべきかと悩なやむ。

　ただ、聞かれてもいないのにそれを語るのは、格好悪い気がしたから、代わりに別の言葉を告げた。

「真璃」

「なに？」

「飯、美う味まかった。ありがとう」

　感謝する、なんて堅かた苦くるしいものではない、心を許した友だから贈おくる、柔やわらかなお礼の言葉。

　それを受けた真璃は、驚おどろき目を見開いたあと、笑って彼の手から鍋なべを取った。

「噓うそ吐つき、こんな塩気の足りないポリッジが美お味いしいわけないでしょ～？」

　下手なお世辞だと看破しながらも、真璃は嬉うれしそうにスキップして出口へと向かう。

「今度は目玉が飛び出るくらい、本当に美味しい料理を食べさせてあげるから、覚かく悟ごしてなさいよ！」

　それが、生きて帰って来て欲しいという、優しい願いである事は、ロイとて分かった。

　だから、再び噓を吐く。

「あぁ、楽しみにしている」

「約束だからね、破ったら針千本吞のませるのが私の世界のルールだから、そこんとこお忘れなく！」

　最後まで騒がしく喋しやべって、真璃は背を向け去って行った。

　静かになった部屋で、ロイは枕まくらに頭を預け、天井を眺ながめて呟つぶやく。

「俺には無理だな……」

　あんな風に、強く格好良く生きる事などできそうにない。

　できる事といえば、剣けんを振ふるって人を殺す事だけ。

　だからせめて、格好付けて死んでやろう。

　ペイラーを、真璃を害する者を、命に代えても倒たおして。

「悪くない……」

　怒いかりや憎にくしみで埋うめ尽くされていた心に、温かな火が灯ともるのを感じて、ロイは目ま蓋ぶたを閉じる。

　戦場の足音が近付いてくるのを、肌はだで感じ取りながら。
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　魔法師が宣言した通り、五日後の早朝。

　インヴェルーノ子爵の軍勢が北から進しん撃げきしてくるのを、哨しよう戒かい中の兵士が発見した。

　その知らせを聞き、アンシェンテは城の中庭に兵を集める。

　居並ぶ顔は、山猫隊を含ふくめても約百人と、半分にまで減っていた。

　だが、自らの意志で残った者達だからこそ、士気ははち切れるほどに満ちている。

「兄様の無念を晴らすため、この地を悪しき君主に渡わたさぬため、皆みな様さまの命をワタクシに下さいませ。いざ、出しゆつ撃げきっ！」

「「「おぉぉぉ───っ！」」」

　アンドリーニの残した白馬に跨またがる、幼い君主を先頭に、兵士達は勇ましく城を出る。

　その中の一人であるロイを、真璃が城の窓から見み詰つめていたが、彼は視線に気付いても振り返らずに進んだ。

「真璃ちゃんとお別れのキスくらいしてきたか？」

「…………」

「やれやれ、この様子じゃ何もなしかよ」

　ブルメオの普段と変わらぬからかいにも、沈ちん黙もくして返事をしない。

　ただ、一つだけ断っておくのを忘れない。

「ペイラーは、俺が殺す。邪じや魔まはしないでくれ」

「……やれやれ、俺にとっても奴やつは隊長の仇かたきだってのに、我わが侭ままを言ってくれるぜ」

　ロイの固い決意に満ちた瞳ひとみを見て、ブルメオは肩かたを竦すくめながらも頷うなずいた。

「露つゆ払はらいはしてやる、かならず奴の首を取ってこい」

「……ふっ、邪紋使いの死体は、残らんがな」

「おっ、今笑ったか？　これは雹ひようでも降りそうだな！」

　死地へ向かうというのに明るく騒ぐ彼らを、仲間達も笑って見守る。

　陽気に酒を飲むのが好きだったジラファの弔とむらい合がつ戦せんに、辛しん気きくさい空気など無ぶ粋すいだからだ。

　そうして彼らは、合戦に適した広い草原で敵軍と向き合う。

　まずは敵軍の将、インヴェルーノが前に出て声を張り上げた。

「アンシェンテ・パラジェンテ、民を混沌から守る強き聖印も持たぬのに、広き領地を支配しようとする強ごう欲よくな娘むすめよ。今ならばまだ、跪ひざまずき忠誠を誓ちかえば許してやろう！」

　事実をねじ曲げ中傷する、冴さえない男の顔には、まだ幼いが美しく育つだろう少女を、自らのモノにしてやろうという、下げ卑びた下心が張り付いていた。

　それを感じ取ったアンシェンテは、身み震ぶるいしながらも精せい一いつ杯ぱいの大声で言い返す。

「インヴェルーノ・アリストクラタ、ワタクシの兄を弑しぎ逆やくせし義を知らぬ君主よ、たとえ天地が逆さになろうとも、貴方あなたに屈くつする事などありませんわっ！」

　最も早はや問答無用と、彼女は抜ばつ刀とうして号令を下す。

「全軍、突とつ撃げきですわっ！」

「「「おおおぉぉぉ───っ！」」」

　怒ど号ごうを上げ向かっていく、アンシェンテの軍は約百名。

　対するインヴェルーノの軍は約九十名。

　数の差はほぼないが、山猫隊を筆頭とした練度の高いアンシェンテ軍と、主力がジラファに殲せん滅めつされ、半数が寄せ集めの新兵にすぎないインヴェルーノ軍では、戦力は倍ほども違ちがうだろう。

　それを肌で感じ取り、怯おびえる兵士達に反し、子爵となった男は余よ裕ゆうの笑みを浮うかべ、聖印を掲かかげ叫さけんだ。

「混沌を払はらう秩ちつ序じよの力よ、愚かな君主に誅ちゆう罰ばつを下すため、我が兵に勇気と加護をっ！」

　掌てのひらから浮き出た幾き何か学模様が、インヴェルーノの頭上で巨きよ大だいな旗のように広がる。

　そこから放たれた光の線が、兵士達の体に吸い込まれた瞬しゆん間かん、彼らの顔から恐きよう怖ふが消え、筋肉がはち切れんばかりに膨ふくれ上がった。

「インヴェルーノ様、万歳っ！」

「悪しき君主に鉄てつ槌ついをっ！」

　口々に主を称たたえ、敵に突撃していく兵士達。

　戦旗フラツグ──聖印の力で臣下を強化する、君主の持つ能力。

　それを受けた兵士達は、一糸乱れぬ結束と聖印の加護で、何倍もの戦せん闘とう力を発揮する。

　数や経験の差をひっくり返すには、十分すぎるほどに。

　そして、最下級の従騎士でしかないアンシェンテに、戦旗を生み出す力はない。

「くっ……！」

　幼い君主が歯は嚙がみして見守るなか、ついに両軍がぶつかり合う。

　練度の高さを活いかし、陣じん形けいを崩くずさず戦う味方の兵と、聖印の加護で増した身体能力を活かし、力任せに突撃してくる敵兵。

　拮きつ抗こうした戦線のど真ん中で、ロイはただひたすら前へと進む。

「死ね、邪紋使いっ！」

「……遅おそい」

　戦せん斧ぷを振り下ろしてきた敵兵を、すり抜け様に切り倒す。

　そんな彼に、槍やり兵が横から突つきかかろうとするが、上空から舞まい降おりてきた魔ま弾だんによって、頭を砕くだかれ倒れ込む。

「…………」

　ロイは振り返らず、前に進む事でブルメオに礼を示し、次なる敵兵に斬きりかかる。

　いくら戦旗で強化されたとはいえ、足軽雑兵が邪紋使いの進撃を止められるはずもない。

　だから、当然の帰結として、それは彼の前に現れた。

「よお、ガキんちょ。よく小便を垂らして逃にげなかったと誉ほめてやる」

「ペイラー……」

　とても愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべ、敵軍の間から現れた仇きゆう敵てきは、腰こしや背に剣を帯びていなかった。

　彼にはもう、普ふ通つうの武器など無用であったから。

「まぁ、直すぐにこいつで、ジラファと同じ所に送ってやるから感謝しろよ？」

　ペイラーの邪紋から滲にじみ出た霧きりが、黒い一本の魔剣となる。

　山猫隊の隊長、ジラファを殺した証。

　それを突き付けられても、怒り狂くるって斬りかからない事に、ロイ自身が驚いていた。

「楽しいか」

「あぁ？」

「人を殺して、強くなって、それで楽しいか」

「はっ、楽しいに決まっている、お前もそうだろうが」

　今いま更さらつまらない事を聞くなと、吐き捨すてるペイラーの言葉を、ロイは否定しない。

「……そうだな、俺も人を殺し、邪紋を奪うばい、強くなる事が楽しかったんだろう」

　目的もないまま、何かに追われるように、ただ強くなろうとし続けた半生。

　その間、力を得る事に黒い快感を覚えていなければ、とっくに傭よう兵へい稼か業ぎようから足を洗っていたはずだから。

「認めよう、俺は人殺しのクズだ」

　他に生きる道がなかったなんて、何の言い訳にもならない。

「だが、傭兵だっ！」

　──同じ人殺しでも、貴方とロイは絶対に違う。

　そう言ってくれた彼女の笑顔を、守りたいという気持ちが湧わく限り、彼は罪人であっても人間であり続けられる。

　人の生き血を啜すすって私腹を肥やす、人でなしにはならない。

「そしてクズでも、貴様を殺せるっ！」

　怒りや憎しみはもちろんある。

　だが、この男によって再び生まれるだろう、未来の惨さん劇げきを止めたいという気持ちも、決して噓うそではない。

　二本の剣に二つの思いを乗せ、ロイは疾しつ風ぷうの如ごとく駆かけ出す。

「終わらせるぞ、ペイラーッ！」

「はっ、できるものならやってみろよ、ガキんちょっ！」

　戦場の中心で、双剣と黒い魔剣がぶつかり合い、激しい火花を散らした。




　　　　◇




　草原で両軍が激げき突とつを始めた頃ころ、兵は全て出しゆつ陣じんし、非戦闘員は全て退たい避ひし、ガランと人気の消えた城に、二つだけ人ひと影かげが残っていた。

　山猫隊の軍医であるリオンと、異世界の少女にして投影体である真璃。

「準備はできたかしら？」

　荷物をまとめたリオンは、逃げるためには必要だろうと与あたえられた黒馬の手た綱づなを引いて、門の前で待っていた真璃の下もとに歩み寄る。

　行くべき方向は東。この島から海を渡り大陸へと逃のがれる道。

　けれど、真璃は戦が始まった北の空を見詰め続けていた。

「……リオンさん」

「なに？」

「私が行っても、邪魔になるだけですか？」

　どこへ、何をしに、とは聞くまでもない。

　彼女の真しん剣けんな横顔を見て、リオンも正直な予想を告げる。

「いいえ。貴方の力が私の思う通りであるなら、きっと戦場の風向きを変えられるでしょう」

「じゃあ──」

　直ぐに行こう──と急せく真璃を、リオンは掌で制する。

「貴方の自由意志を縛しばる気はないわ。けれど、行くなら覚かく悟ごをしておきなさい」

「死んじゃうかもしれない、って事ですよね」

　それなら承知の上だと頷くが、返ってきたのは予想と違う言葉。

「逆よ、人を殺す覚悟があるか、と聞いているの」

「なっ!?」

「そんなに驚おどろく事かしら。貴方が行く事でアンシェンテ様の軍が勝ったとしたら、それはインヴェルーノ子爵の軍が負ける──つまり、あちらの兵士が死傷するという事でしょう？」

　戦争になった時点で、両者無傷で終わるなんて都合の良い解決はありえない。

　できるのは、片方を勝たせて生き残らせ、片方を殺して敗北させる、それだけだ。

「貴方がその手で直接殺す訳ではない。けれども、貴方の行いによって、確実に敵兵は討たれるでしょう。それで良いというのなら行きなさい」

「…………」

　穏おだやかに冷たい現実を突き付けられ、真璃は答えられず黙だまり込む。

　安易な死よりも、歯を食いしばって生き続けろと諭さとされ、今の彼女がある。

　しかしそれは、誰だれかを見捨ててまで、自分一人で逃げろという意味ではない。

　生きるとは、ただ心臓が動き呼吸をしている事ではないから。

　だから真璃は、大切な人達のためならば、自分の命を危険に晒さらせる。

　けれども、他人の命を踏ふみにじる覚悟までは、持ち合わせていなかった。

「どうするの？　あまり時間はないと思うわよ」

　今この瞬間も、インヴェルーノの聖印で強化された軍勢により、一いつ緒しよにご飯を食べ楽しく会話を交わした、顔見知りの兵士や傭兵団の皆みんなが、次々と討たれている事だろう。

　悩なやむ時間はない。

　だから真璃は、揺ゆらいでいた心の天てん秤びんを、片方に傾かたむかせた。

「リオンさん、私は元から善人じゃないんですよ」

「そうなの？」

「はい、好きな人には優しくして、嫌きらいな人は冷たくあしらう、そういう利エ己ゴ主イ義ス者トですから」

　そう言いながら、真璃はリオンの手から手綱を受け取り、黒馬の上に跨またがる。

「だから、ロイ達と同じ──人殺しに、なってきます」

　軽い口調とは裏腹に、泣き出す寸前のような笑みで、彼女はそう自らの道を決めた。

　清せい廉れん潔けつ白ぱくだった身に罪を刻んででも、大切な人達ともう一度笑い合いたいから。

　おそらくは、最初の邪紋使いが己の身に混沌を刻んだのと、同じ思いで。

　そんな彼女に、リオンは心からの微び笑しようを送る。

「なら、一つだけアドバイスをしておくわ」

「何ですか？」

「戦場に着いたら心に描えがきなさい。ただ強く、己の願いを」

「……それだけですか？」

　拍ひよう子し抜ぬけした顔をする真璃に、リオンは至極真ま面じ目めに頷うなずき返す。

「この世界を満たす混沌を、人々は災いをもたらす邪じや悪あくなモノとして捉とらえているけれど、それは間ま違ちがいなのよ」

「はぁ……」

「混沌には善も悪もない──いえ、善も悪も含ふくんでいる」

「…………」

「光も闇やみも、生も死も、秩ちつ序じよすらも含んでいる。だからこそ、始祖君主フアースト・ロードの願いに応えて、混沌は自らを払はらう聖印さえも生み出した」

「えーと、時間ないんですよね？」

　いきなり難しくて長そうな話が始まり、真璃は困った顔をする。

　それを見たリオンは、一つ咳せき払ばらいして短くまとめた。

「つまり、この世界では人の願いが現実を変える力になる、という事よ」

「あははっ、なんか格好良いですね、それ」

　分かっているのかどうか、普ふ段だんの元気な笑顔に戻もどる真璃を、リオンはもう止めたりしない。

「では行ってらっしゃい、貴方あなたの願いで、世界を変えるために」

「はい、行ってきます！」

　真璃は送り出しの言葉に手を上げて応こたえ、戦いの続く北の草原へと黒馬を走らせた。

　その背中が道の先に消えるのを見届けてから、リオンは城じよう壁へきの横の何もない空間に、薄うすい灰色の目を向ける。

「そろそろ姿を現したらどうかしら。女性の話を盗ぬすみ聞ぎきする、悪あく趣しゆ味みな魔法師さん？」

「私にそのような趣味はありません」

　リオンの声に応じて、何もないように見えた城壁の横に、突とつ如じよとして人影が現れる。

　人形のように感情の窺うかがえないその男は、インヴェルーノの魔法師・ハイス。

　その背後には、五名の武装した兵士も立っていた。

「透明化インビジブルを見破るとは、貴方はいったい何者です？」

「山猫隊の軍医、そう自己紹しよう介かいしなかったかしら？」

　ハイスの問いに、リオンは嘲あざけるような笑みで問い返す。

「撤てつ退たいして籠ろう城じようされると面めん倒どうだから、空になった城を制圧しに来た、という狙ねらいのようだけれど、兵力の分散は下策だって学校で習わなかったのかしら？」

「主の命ですので」

　ハイスはそう答えつつ、細く短い棒──魔タ法ク杖トを取り出す。

　得体の知れぬこの女を、ここで捕とらえておくために。

　兵士達も彼に倣ならって武器を抜ぬくが、リオンは気にした様子もなく問い続ける。

「仕える君主が命じれば、貴方は何でもするの？　偽にせ物ものだろうと善を行った君主や、竜りゆうほどの混沌を払った邪紋使いを殺すなんて事も」

　人道に反する行こう為い。だが、ハイスは人である前に魔法師であった。

「君主を補ほ佐さするのが我々の務めですから」

「君主の愚ぐ行こうを窘たしなめるのも、魔法師の務めだと思うけれど？」

「その必要があれば致いたします」

「では、その必要がなかったと？」

「はい。結果的に青銅竜という巨きよ大だいな混沌が払われ、聖印も一つにまとまりました。何の問題もありません」

　君主の人格や品位は関係ない。混沌を払い秩序が戻ればそれで良い。

　そう言い切るハイスに、リオンは深い溜ため息いきを吐つく。

「話すだけ無む駄だね、貴方には人の情がないようだし」

「感情は思考を狂くるわせる。魔法師には不要なモノです」

「そうかしら？　魔ま女じよのように狡こう猾かつなくせに、情に脆もろい可愛らしい子も居ると思うけれど」

　まるで見てきたように語るリオンに、ハイスは目を険しく細め、背後の兵士達に命じる。

「あの女を捕らえて下さい、方法はお任せ致します」

「へへっ、お安いご用だ」

「お任せって事は、楽しませて貰もらってもいいわけだな」

　下げ卑びた笑みを浮かべて、にじり寄ってくる五名の兵士達を見て、美しい軍医はまた溜息を漏もらす。

「君主が下げ劣れつだと、兵士も下劣なのね」

　呟つぶやき、白い指をスッと宙に走らせる。

　すると、薄うす墨ずみのようなモノが現れ、それと同時に五名の兵士は崩くずれ落ちた。

「あ、がっ……！」

　まるで海の底に引きずり込まれたように、口をパクパクと開閉したかと思うと、数秒で意識を失い、そして息絶えた。

　酸素濃のう度どが低い空気を吸引すると、肺から逆に酸素を奪うばわれてしまい、急激な酸欠を起こして死に至る。

　今、兵士達を襲おそったのはそれであり、問題は普ふ通つうならば起こりえないそんな現象を、白髪の軍医が起こしたという事。

　有り得ない現象を起こす混沌、それを操り力とする者。それは──

「貴方は、やはり魔法師──いや、闇魔法師ダークメイジっ！」

　疑いが確信に変わり、人形のようだったハイスの顔が、怒いかりで醜みにくく歪ゆがむ。

　闇魔法師──魔法師協会に育てられ、魔法の知識を手に入れながらも、協会から脱だつ走そうした裏切り者。

　そう正体を看破されても、リオンは妖あやしく笑うだけだった。

「闇やみね……本当に心を闇に喰くわれているのは、貴方と私、いったいどちらかしら？」

「黙りなさい、この杖つえ無しめっ！」

　魔法師の証であり、協会との繫つながりである魔法杖を捨てた者。

　それは彼の教え込まれた価値観を全て否定する、混沌よりも憎にくむべき相手。

　だから、ハイスは感情も顕あらわに呪じゆ文もんを唱え出す。

「世界を構成する四元素の一つ、力の結けつ晶しようよ、破は壊かいする者よ、燃え爆はぜて我が敵を滅ほろぼせ！」

　魔法杖の先せん端たんに集まった黒い霧きりが、赤い炎の球体へと変へん貌ぼうする。

　火炎球フアイアボール──高熱と爆ばく発はつの衝しよう撃げきにより、敵を破壊する代表的な攻こう撃げき魔法。

　迫せまり来るそれを見ても、リオンはただ黙って指を宙に走らせるのみ。

　それだけで、地面が急激に盛り上がり、巨大な盾たてとなる。

　大地の壁アース・ウオール──防ぼう御ぎよや足止めと、多用よう途とに使える元素魔法。

　それに火炎球を防がれ、爆風で土砂が舞まうなか、ハイスは驚きよう愕がくの呻うめき声ごえを上げる。

「そんな、馬ば鹿かなっ!?」

　大地の壁を生み出した、それ自体は驚くべき事ではない。

　問題は、呪文の詠えい唱しようを全くせずに、彼と同等の魔法を使った事。

　魔法の行使に、呪文は絶対に必要な要素ではない。

　混沌を思いのままに変調アレンジする際、頭の中に明確なビジョンを作り出せねば、望んだ現象を引き起こせない。

　そのイメージを補強する手段の一つが、呪文の詠唱なのだ。

　言葉にする事で想像力を強め、集中し、空想を現実へと変える。

　魔法とはそういったモノであり、臭においや手て触ざわりすら感じられるほど、明確なイメージを生める感性が、魔法師にとって不可欠の才能であった。

　つまり、呪文の補助が必要なハイスと、それが不要なリオンの間には、絶望的な才能の差があるという事である。

　先程、五名の兵士を一いつ瞬しゆんで酸欠死させたのも、密かに呪文を唱えていたなんてトリックや、まして偶ぐう然ぜんなどでは有り得ない。

　ただ、目の前にいた白い髪かみの闇魔法師が、彼の想像を超こえた化け物だった、それだけの事だ。

「くっ、たとえ力が及およばずとも、杖無しはこの手で──」

　実力の差を見せつけられても、ハイスは戦意を失わず次の詠唱を始めようとする。

　だが、爆煙が晴れて現れたリオンの姿を見て、口を開いたまま硬こう直ちよくした。

「あ、貴方は……」

　真っ白だった髪が、真っ黒に染まっていた。

　それも、ただの黒ではない。

　赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫むらさきと、あらゆる色を混ぜて、混ぜすぎて彩さい度どを失った黒。

　角度によって何色にも変わるのに、本質は決して変わらない、まるで混沌そのものを体現した闇色。

　灰色だった瞳ひとみも同じように染まり、美しくも不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

　その姿に、ハイスは見覚えがあった。

　魔法師協会でも有数の一門が、百年に一人の逸いつ材ざいだと絶賛しながらも、人目に極力触ふれさせず、屋や敷しきの中で大切に育て上げていた幼い少女。

　一度、窓から顔を出していたのを見かけただけの、その少女は──

「死んだはずです……貴方は、魔法実験の事故で死んだはずでしょう!?」

「死んだ、という事にしておけば、表に出せない汚よごれ仕事を押し付けても、協会の看板に傷が付かない、そうは思わない？」

「──っ！」

　ゾッと怖おぞ気けの走る笑みを向けられ、ハイスは詠唱も止やめて魔法杖に力を込める。

　杖には魔法師協会と直接連れん絡らくを取り合える、遠えん隔かく念話の魔ま力りよくが込められているからだ。

　──一刻も早く、この化け物の存在を知らせねば。

　逃とう走そうよりも、闇魔法師の発見報告を優先させた彼は、まさに魔法師の鑑かがみであろう。

　けれど、願いは実を結ばない。

　握にぎっていた魔法杖ごと、ハイスの右手はいつの間にか切り落とされていたのだから。

「ひっ、ぎゃあぁぁぁ───っ！」

　一瞬遅れて溢あふれ出した鮮せん血けつに、魔法師が悲鳴を上げるなか、彼の右手を切り落としたモノは、足下でクチャクチャとそれを咀そ嚼しやくしていた。

　影かげ絵えのように真っ黒く、目も鼻もない、巨大な口だけでできた異形の化け物。

　それはハイスの影かげから何匹びきも這はい出てくると、一いつ斉せいに彼の体を嚙かみ千切った。

「────」

　悲鳴を上げる暇ひまもなく、魔法師の肉体は喰い尽つくされ、後には血の一ひと滴しずくすら残らない。

　窒ちつ息そく死しした五名の死体もとっくに消えており、今の惨さん劇げきが悪い白昼夢かと思うほどだ。

　唯ゆい一いつの証しよう拠こであろう、リオンの黒く染まった髪と瞳も、フッと力を抜いただけで、元の白色に戻もどってしまう。

「貴方は魔法師として、正しすぎるほどに正しかった。けれど、人間として不ふ愉ゆ快かいだったわ」

　遺体すら残さず死んだ魔法師に、そんな弔とむらいにもならぬ言葉を残し、彼女も黒馬の後を追って北の草原を目指す。

　裏切り者の闇魔法師ではなく、山猫隊の軍医として務めを果たすために。




　　　　◇




　最初は練度の差で拮きつ抗こうしていた戦局も、時が経つにつれてインヴェルーノ側へと傾かたむいていった。

　戦旗の加護を受けた敵兵によって、仲間達が次々と倒たおれていくなか、ロイは血ち塗まみれになりながらもまだ立ち続けていた。

「はっ、ちょろちょろと蠅はえみたいにうるさいガキんちょだな」

　退たい屈くつそうに、だが弱者をいたぶる愉ゆ悦えつに満ちたペイラーは、全くの無傷。

　対するロイは、手足に幾いくつも裂れつ傷しようを負い、左手の剣けんは真ん中から折れている。

　竜の鱗うろこすら貫つらぬく魔剣、その力を奪った邪紋使いとの差は、それほどであったのだ。

　なにせ、相手は力を込める必要もなく、当てるだけで鎧よろいごと両断できるのだから、ただ早く剣を振ふり回すだけで脅きよう威いとなる。

　ロイの方はそうもいかず、何よりも厄やつ介かいなのは、攻こう撃げきを魔剣で受け止められると、容易たやすく武器を破壊されてしまうという事だ。

　最初に使っていた双剣はとっくに折られ、今手にしているのは倒れた仲間から拝借した物。

　技や本来の身体能力は勝っているのに、邪紋の力が劣おとるというただその一点だけで、剣が届かないという理り不ふ尽じん。

　それが、この混沌に支配された世界の、残ざん酷こくな理ことわりだった。

「悔くやしいか、ガキんちょ？　だが泣こうがわめこうが、お前は俺に勝てないんだよ」

「……っ」

　挑ちよう発はつに歯は軋ぎしりしながら、ロイは心の中で覚かく悟ごを決める。

　剣を奴やつに届かせるには、やはり命を捨てるしかないのだと。




　　　　◇




　少し離はなれた丘おかの上から、戦場を見下ろしていたアンシェンテも、覚悟を決める時が迫っていた。

　傭よう兵へい団を筆頭に善戦しているものの、聖印による加護の差はあまりにも大きく、味方がどんどん討ち取られていく。

　あと半時もせぬうちに戦線を突とつ破ぱされ、彼女は捕とらえられて、あの下劣な君主の下もとに引き出されるのだろう。

「ここまでですわね……」

　自分の我わが侭ままに付き合わせ、犠ぎ牲せいとなった兵士達に報いる方法など一つしか思い付かない。

　せめて共に戦い死ぬため、白馬を走らせようとした彼女の金きん髪ぱつを、一いち陣じんの風が舞い上げる。

　風の主は、黒い馬に乗った、黒い長ちよう髪はつの少女。

「失礼な女！　何な故ぜここに居ますの!?」

「真璃だってば。ちゃんと名前を覚えてよ、アンシェちゃん」

「なっ!?　そう呼んで良いのは兄様だけ──って、お待ちなさい！」

　アンシェンテの止める声も聞かず、真璃は戦場の手前まで馬を走らせる。

　むせ返るような血と鉄の臭いに竦すくむ心に活をいれ、敵てき陣じんの頭上で輝かがやく幾き何か学模様を睨にらみ付けた。

　本能的に、あれこそが自分達を苦しめる元げん凶きようだと悟さとって、手を組み目ま蓋ぶたを閉じる。

「私は、認めない」

　混沌の世界で投影体として現れた自分に、不思議な能力があると気付かされた時、実は一つだけあった心当たり。

　それは彼女が夢見た願望、『運』の否定。

「努力した人が、優しい人が、ただ不運というだけで死ぬ、そんな世界を認めない」

　それを伯お母ばに話した時に、彼女は豪ごう快かいに笑ったあとこう言った。

　──あんたは目に見えない『乱数』が嫌きらいなんだね、まるで数学者みたいだ。

　そして、ある高名な物理学者の言葉を教えてくれた。

　量子力学が確立した今となっては、彼の頑がん迷めいさを示すだけの台詞せりふ。

　本来の意味を知られぬまま、一人歩きしている口上。

　けれどそれは、彼女の切なる願いを明めい瞭りように示していたから、今こそ思いと力を込めて紡つむぎ上げる。




「──God does not play dice神はサイコロを振らない──」




　真璃を中心に、目に見えない強力なうねりが広がり、戦場全体を包み込む。

　兵士達の肌はだにそれは、まるで世界を歪ゆがませるように感じられただろう。

　だが、むしろ逆。歪んでいた世界を元へ正す力。

　物が上から下へと落ちる、当たり前の法則が適用される空間。

　それは同時に、人が空を飛んだり火の玉を生むなんて『有り得ない事』が起きぬ世界。

　今この瞬しゆん間かん、戦場から混沌という乱数は消え、完全なる秩ちつ序じよが復活した。




　　　　◇




　最も早く異変に気付いたのは、戦場から一歩離れていたアンシェンテだった。

「これは、いったい何ですの……」

　真璃から何かが放たれたと思った瞬間、敵軍の頭上で輝いていた戦旗が、幻まぼろしのように消え去ったのだ。

　次に気付いたのは、インヴェルーノの兵士達。

「えっ、体が重い？」

　漲みなぎっていた力が、死を恐おそれぬ高こう揚よう感かんが、瞬またたく間まに四散してしまったのだ。

　三番目に気付いたのは、苦境に立たされていた山猫隊の傭兵達。

「今だ、切り込め！」

　訳は分からずとも、巡めぐってきた勝機を見み逃のがさず、城の兵士達も鼓こ舞ぶして突とつ撃げきする。

　そして最後に気付いたのが、敵の君主と、突とつ如じよ魔剣を失った邪紋使いだった。

「何だ……何が起きやがったっ!?」

　あと一歩で小生意気な小こ僧ぞうを仕留められたというのに、魔剣だけでなく、武器を振り回す腕わん力りよくも、音もなく走り寄る脚あしの力も、全て消えてしまった。

　超ちよう一いち流りゆうの邪紋を無くした男は、今や一流の残酷さを持った、二流の剣けん士しに成り下がる。

　一瞬前の余よ裕ゆうも吹ふき飛び、滑こつ稽けいなほど取り乱すペイラーの前で、ロイは呆ぼう然ぜんとして背後を振り返っていた。

「あいつ……」

　戦場の中心に居る彼には、頭の先しか見えなかったが間ま違ちがえようもない。

　真璃が来ていた。あの不可思議な力で、彼らを救うために。

　聖印や邪紋を無力化する、強力で危険な彼女の能力に、この場に居る何人かが気付き、そして何百人へと話が広まるだろう。

　もう彼女は、普ふ通つうの少女のふりをして、穏おだやかに暮らす事はできなくなった。

　様々な者達が、利用したり排はい除じよしようと、牙きばを向けてくるだろう。

　それをちゃんと理解しているのか、していないのか。

　どちらであろうと、彼女は同じ事をしただろう。

　大好きな人達と一いつ緒しよに、生きて生き続けるために、格好良く己の命を賭かけて。

「敵かなわないな……」

　清すが々すがしい気持ちで負けを認め、ロイは視線を前に戻す。

　ペイラーは邪紋の刻まれた腕を振ったり叩たたいたりしては、魔剣を出そうと足あ搔がいていた。

　残酷で緻ち密みつな策を弄ろうする男も、予想外のアクシデントには弱いのか。

　それとも、弱さを隠かくすためにこそ強大な力を望み、臆おく病びようだからこそ容よう赦しやなく敵を排除してきたのか。

　今となっては、敵の事情など関係ない。

　ただ、丸まる腰ごしのペイラーに向けて、ロイは近くに落ちていた剣を放り投げた。

「隊長が言っていた通りだな、邪紋に頼たよりすぎるとろくな事にならない」

「くっ……ガキんちょが偉えらそうにしたり顔で！」

　憎にく々にくしげに叫さけび返しながらも、ペイラーは投げられた剣を取る。

　相手は傷だらけの子供、こちらは無傷の大人。

　共に邪紋の力を失ったのなら、どちらに分があるかなど、それこそ子供でも分かる。

　そう考え、余裕を取とり戻したペイラーは、ロイに向かって斬きりかかった。

「魔剣なんぞなくても、お前は俺に勝てないんだよ、ガキんちょっ！」

「そんな台詞は、勝ってからにしろ」

　力任せの振り下ろしを、ロイは軽やかに受け流し、返す剣でペイラーの左ひだり腕うでを切り裂さく。

「くそがっ、調子に乗るな！」

　ペイラーは痛みを堪こらえながら、足下の土を蹴けり上げる。

　ロイは咄とつ嗟さに左腕で顔を庇かばうが、剣を持った右手は前に出したまま。

　そこを狙ねらって、下から斬撃が襲おそいかかる。

「……っ」

　剣を上に弾はじかれ、無防備な胴どう体たいを晒さらすロイ。

　もちろん、ペイラーはその勝機を逃さない。

「死ねぇぇぇ───っ！」

　渾こん身しんの薙なぎ払はらいを見み舞まおうと、踏ふみ込んでくるペイラー。

　その前で、ロイは跳はね上がった右手の剣けんを手放し、膝ひざの力を抜ぬいて重力に身を任せる事で、一いつ瞬しゆんで地面すれすれまで沈しずみ込む。

「──っ!?」

　人の目は左右の動きには強いが、上下の動きには弱い。

　姿を見失い固まるペイラーの胸に、ロイは折れた左手の剣を向けて、両足の力を爆ばく発はつさせた。

　自らの突とつ進しん力と敵の踏み込んでくる力。

　二つが合わされば、折れた剣であろうとも、心臓を貫つらぬくのは容易たやすい。

「あっ……」

　己の胸に刺ささった剣を、呆然と見下ろすペイラーは、知るはずもない。

　今のが山猫隊の隊長・ジラファの技を、ロイが受け継つぎ、さらに改良したモノであるなどと。
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「俺が、こんなガキんちょに……」

　その侮あなどりこそが、自らの命運を決めたのだと、悟さとる時間はあったのだろうか。

　ペイラーは口から大量の血を吐はき出し、膝から地面に崩くずれ落ち、そして二度と動かなくなった。

「言った筈はずだ。俺はクズでも、傭よう兵へいで、貴様を殺せると」

　復ふく讐しゆうを終えたという達成感は不思議と湧わかず、空くう虚きよな気持ちになりながらも、これで終わったのだという実感だけが、ロイの身を包む。

　そして、荒あらい息を吐く彼の前で、ペイラーの死体は邪紋使いの例に漏もれず、邪紋に喰くわれ黒い混沌核と化す。

　キマイラの時と同様、真璃の力による影えい響きようで、普通よりも早く発散しようとするそれに、ロイは身に付いた習慣で近付いていく。

　だが、触ふれる寸前で手を止めた。

「…………」

　胸に湧くのは嫌けん悪お感かん。

　悲劇を止めるなんてお題目を唱えたところで、結局は自分も強い力が欲しかっただけではないか。

　ペイラーを途と中ちゆうに介しただけで、ジラファの魔剣を奪うばいたかったのではないかと。

　そう思うと手が引けるが、このまま発散させてしまっては、青銅竜を倒たおせるほどの邪紋──つまりは竜にも迫せまる混沌が、この島に撒まき散ちらされてしまう。

　それでは、ジラファもアンドリーニも浮うかばれない。

　けれども、と葛かつ藤とうするロイの脳裏に、ふと隊長の言葉が蘇よみがえる。

　──本当に成したい何かが見付かった時、そいつは必ずお前を支えてくれるさ。

　力はそのための道具、そこに正せい邪じやはない。

　あるのは、自分勝手な罪悪感と、暴力に溺おぼれる事への恐きよう怖ふ。

「……隊長、俺を支えてくれるか？」

　問とい掛かけたところで、混沌核が答えるはずもない。

　けれどそれは、人に頼らず自分の意志で決めろという、ジラファの激げき励れいに感じられたから。

　ロイは頷うなずき、炎の如ごとき邪紋が刻まれた腕を、混沌核へと差し込んだ。

「まだ、自分の流儀なんて分からない」

　かつてない膨ぼう大だいな熱が流れ込み、彼の体に新たな黒線を刻む。

「でも、生きて、生き続けるよ」

　自分で自分を誇ほこれるように。

　受け継いだ邪紋に恥はじぬ、格好のつく男になれるように。

「それまで、力を貸してくれ」

　これが借り物だと自分を諫いさめ、あの男と同じようにはならないとの願いも込めて。

　ロイは線の増えた邪紋を見み詰つめ、そして転がっていた剣を拾い上げる。

　まだ続いている戦いを、一刻も早く終わらせるために。




　　　　◇




　聖印の力を封ふうじられ、最強の戦力であった魔剣の邪紋使いも倒されたとなれば、あとは地力の勝る方が有利になるのは当然の事。

　急造で元々の忠誠心が薄うすいインヴェルーノの軍は瓦が解かいし、逃にげようとしていた本人も、馬を鉄球で撃うち抜かれて落馬し、そこを傭兵の一人に取り押さえられた。

　縄なわで手を縛しばられ、アンシェンテの前に引きずり出されたインヴェルーノは、戦せん闘とう前の威い勢せいはどこに行ったのか、醜みにくく命いのち乞ごいを始める。

「た、助けてくれ！　全てはペイラーの奴やつが仕組んだのだ……そう、私は騙だまされただけなのだ！」

　この君主がペイラーにとって、都合の良い操り人形であったのは確かだろう。

　それでも、欲よくに目が眩くらんで操り糸を手て渡わたしたのは、間ま違ちがいなく本人の意志であったのだ。

「こんな男に、兄様が……」

　人の評価がどうであろうと、アンシェンテにとっては強く優しい憧あこがれの兄であった、アンドリーニ。

　彼を殺したのが、自分の責任も負えぬこの矮わい小しような男。

　その事実に、怒いかりよりも呆あきれや失望に似た感情が込み上げてきて、アンシェンテは可愛らしい顔を歪ゆがめながら剣を抜く。

「ひいっ、聖印は渡わたす。だから頼たのむ、命ばかりは……っ！」

　悲鳴を上げ、地面に額を擦こすりつける無様な子爵に、従騎士の少女は静かに問う。

「兄様は、最期に何と言ったのです？」

「へっ？」

「今際いまわのきわに、何か言わなかったかと聞いているのです。覚えていませんの？」

「お、覚えております、はい！」

　剣の切っ先を額に突つき付けられ、インヴェルーノはガクガクと震ふるえながら必死に思い出す。

「確か、『すまぬ、アンシェ』と」

「そうですの……」

　アンドリーニが残したのは、裏切り者への呪じゆ詛そではなかった。

　一人ぼっちにしてしまう、愛する妹への謝罪。

「兄様らしいですわ」

　アンシェンテは呟つぶやき、涙なみだを浮かべ寂さみしげに微笑ほほえむ。

　野心家であった事も、偽ぎ善ぜん者であった事も否定しない。

　けれど、彼女を慈いつくしみ愛してくれた、優しい兄であった事も確かだから。

　アンシェンテは誇りを持って、アンドリーニと同じ道を選ぶ。

「聖印を置いて、この地から去りなさい。次に顔を見せるような事があれば、今度こそ命はないと肝きもに銘めいじる事ですわね」

「は、はい、承知しております！　我、インヴェルーノ・アリストクラタは我が聖印を──」

　縄を解かれたインヴェルーノは、彼女の気が変わらないうちにと、素早く手の甲から聖印を浮き出させる。

　アンシェンテは無言でそれを受け取ると、剣を振ふって一刻も早く去れと示す。

　もう君主でも子爵でもなくなった男は、後ろから矢を射られないかと何度も振り返りながらも、地平線の先に消えていった。

「偽善というのは、心が痛いものですわね、兄様」

　憎にくしみという個人の感情を堪こらえてまで、善い君主であろうとする噓うそ。

　その苦しみを、死者はもちろん慰なぐさめてくれない。

　張はり詰つめていた糸が切れ、赤子のように泣きじゃくりながらも、彼女は剣を頭上に掲かかげる。

　生き残った兵士達もそれに倣ならい、死んでいった者達を弔とむらうため、天まで届けと勝ちどきを鳴なり響ひびかせるのだった。







　【終章　二人の開演】




　城から少し離はなれた所にある、気持ちの良い風が吹ふく小高い丘おか。

　そこに、六本の剣が突き立てられていた。

　山猫リユンクス隊たいの隊長・ジラファと、先日の戦争で死んだ仲間達の墓。

　その前に、生き残った二十四名の傭兵に加え、軍医と芋いも剝むき係が集まっていた。

「みんな、準備はいいか？」

「おう、とっておきを持ってきたぜ」

　ブルメオの問いに、傭兵達は手にした酒しゆ杯はいを掲げて応える。

　無骨者の集まりである彼らの葬そう儀ぎに、長々とした祈いのりの言葉は必要ない。

　生前、皆で飲んだ酒を墓にかけ、その思い出を胸に刻んで忘れない、それだけで十分だった。

「ドロガ、今までありがとうよ」

「ラッシェの馬ば鹿かが、俺より先に死にやがって……」

「じゃあな、ゴードン。楽しかったぜ」

　笑い、泣き、惜おしみながら、それぞれの別れを済ませていく。

「おやすみなさい、ジラファ」

「隊長さん、どうか安らかに眠ねむって下さい」

　リオンと真ま璃りに続いて、ロイも剣けんの墓に酒を注ぐ。

「…………」

　言葉はない。邪紋アートを増やしたあの時に、もう伝えるべき事は済んだから。

　全員が別れの酒をかけ終わったあと、揃そろって黙もく禱とうを捧ささげた。

　これで葬儀は終わり。そして、山猫隊も終わる。

「よし、湿しめっぽいのはここまでだ。皆の前ぜん途とを祝って浴びるほど酒を飲むぞ！」

「「「おぉぉぉ───っ！」」」

　ブルメオの音頭に歓かん声せいで応こたえ、傭兵達は墓の前から去っていく。

「お前はこれから、どうするんだ？」

「金も貯まったし、どっかで酒場でも開くかな」

「俺も足をやっちまったし、傭兵は引退だな」

「そうか、生きて会えたらまた酒でも飲もうぜ」

　傭兵を続ける者、辞める者、皆それぞれの歩む道を話し合うが、山猫隊を続けるとは言わない。

　そもそも、ジラファを慕したう者達が集まってできた傭兵団なのだ。

　旗頭である隊長が倒れ、その仇かたきも取り終わった今、誰だれが口にせずとも解散すると決まっていた。

「やっぱり、寂さびしいね」

「……あぁ」

　隣となりで呟く真璃に、ロイは珍めずらしく素直に頷く。

　彼を始め、ブルメオやリオンなどの数名は、子爵バイカウントとなったアンシェンテの願いもあって、引き続きこの地に残る。

　それでも、大半の者とは別れ、きっともう二度と会う事はない。

　人から恐おそれられる邪紋使いアーテイストで、無口で無愛想な彼を受け入れてくれた傭兵団。

　第二の家族とも言えるそれがなくなるのは、ロイといえども一いち抹まつの寂しさを禁じ得なかった。

「そういえば、新しい隊の名前は決めたの、新隊長さん？」

「……俺が何い時つ、隊長になると言った」

　暗い空気を吹き飛ばそうと、明るく尋たずねてきた真璃に、ロイは嫌いやそうな顔を返す。

　しかし、横で話を聞いていたリオンまでが、微笑して彼の肩かたを叩たたいてくる。

「貴方あなたがジラファの仇を討ち、邪紋と魔剣カオスブレードを引き継ついだのだから、新隊長の資格は十分だと思うけれど？」

「……やめてくれ。そういうのは、ブルメオに任せる」

「あら、それだと女の子を口説くのが流儀スタイルな、ハレンチ傭兵団になってしまうわよ？」

「リオンさん、ハレンチって言い方がオバさ──」

「真璃、そのお喋しやべりなお口に効く、とっても良いお薬があるのだけれど？」

「──イイエ、何デモ、ゴザイマセン」

　姉妹のように仲良くじゃれ合う二人の姿に、ロイが軽く溜ため息いきを吐ついていると、前を歩いていたはずのブルメオが戻もどってきて、彼の耳元で囁ささやいた。

「言っておくが、俺は隊長なんてごめんだぜ。忙いそがしくてデートの暇ひまがなくなりそうだからな」

「おい」

「ははっ、そう怒らず試しにやってみろよ」

　ふざけるなと睨にらむと、ブルメオは軽けい薄はくに笑いながら、声だけ真ま面じ目めになって呟いた。

「隊長って事にしておけば、お前の権限は増える。それで守れるモノもあるだろ」

　視線は明後日あさつての方を向いていたが、誰を指しているのかは聞くまでもなかった。

「剣や弓だけが力じゃないからな、まあ考えとけ」

　最後にポンと肩を叩くと、ブルメオはまた先頭に戻り、他の仲間達と騒さわぎ出す。

「まったく……」

　軽く叩かれただけの肩を、妙みように重く感じながら、ロイはまだじゃれ続けていた真璃に声をかける。

「これで、良かったのか？」

「何が？」

「……いや、何でもない」

　わざとらしく首を傾かしげる真璃を見て、ロイは野暮な質問を撤てつ回かいする。

　彼女はこれから自分の身に降りかかる火の粉を、正しく理解している。

　その上で、あの能力を使い、ここに残る事も決めたのだ。

　ならば、ロイにできる事は一つだけだ。

「……真璃」

「なに？」

「俺の命に替かえても、お前を守る」

「ファッ!?」

　彼の決意を聞かされた真璃は、驚おどろいて奇き声せいを上げたかと思うと、顔を真っ赤にして取り乱す。

「えっ、ちょっと、なに、それ、デレた？　ついにデレたのっ!?　指輪は給料三ヶ月分!?」

「何を言っているのか知らんが……」

　意味不明な事を叫さけびつつも、嬉うれしそうに顔をとろけさせる真璃に、ロイはもう一度告げる。

「お前に助けられた命だ。だから、この借りは命で返す」

　それもまた、傭兵の仁義だから。

　最大の感謝を込めたその台詞せりふに、しかし言われた少女は、一いつ瞬しゆんで表情を苦いものに変えてしまう。

「……ロイ」

「なんだ？」

「豆とう腐ふの角に頭をぶつけて死ぬといいよ」

「とうふ？」

「そこは『はい……』って言って、何時もと逆パターンで──って違ちがう！　もういいっ！」

　彼には分からない理由で怒り出し、真璃は頰ほおを膨ふくらませて、一人で先へ行ってしまう。

「……何だったんだ？」

「傭兵としても、男としても、まだまだ修行不足という事かしらね」

　おかしそうに笑うリオンの言葉を聞いても、ロイはやはり分からない。

　強くなる事に囚とらわれて、様々なモノを取りこぼしてきた少年が、少女の気持ちを読み取れるようになるのは何時の日か。

「真璃」

「何ですか～、唐とう変へん木ぼく隊長さ～ん？」

　すっかり拗すねてしまった真璃を、ロイは肩を摑つかんで呼び止める。

　そして、何度でも同じ思いを告げた。

「お前は、俺が守る。それだけは絶対だ」

「……バカ」

　真璃はそっぽを向きながらも、肩に置かれたロイの手を、そっと握にぎり返すのだった。

　後に無色の聖女と呼ばれ、ある者に讃たたえられ、ある者に憎ぞう悪おされた少女。

　蒼そう炎えんの剣けん士しと呼ばれ、戦火を焼やき払はらい続けた少年。

　二人の物語は、こうして始まった。







　あとがき




　富ふ士じ見みファンタジア文庫読者の皆みな様さま、こんにちは。

　この度たび、グランクレスト世界の一いつ端たんを書かせて頂く事になりました、夏か希きのたねです。

　お仕事の話を頂いたのは、かれこれ一年ほど前になるのですが、その時に抱いだいた感想は「……正気か？」という失礼なものでした。

　いや、だって、富士見書しよ房ぼうとメディアファクトリーという二社が協力して送り出す、新しいＴＲＰＧなうえに、あの水みず野の良りよう先生が世界観と小説を担当されるって聞かされたんですよ？

　水野良先生といえばやはり『ロードス島戦記』でして、あの作品に出会わなければ、私は今ほどファンタジー小説や神話に興味を持つ事もなく、ＴＲＰＧの存在は知りもしなかったでしょう。

　お世辞抜ぬきで、小説家としての人生に大きな影えい響きようを与あたえられた方なのです。

　さらに、ゲームデザインを担当されるのが、『ダブルクロス』で有名な矢や野の俊しゆん策さく先生だというじゃありませんか。

　個人的には『柊ひいらぎ蓮れん司じの中の人』というインパクトの方が強いですけれども（笑）。

　他にも、著名な方々が多数参加するこの大だい企き画かくに、自分のようなろくに実績もない新参者が誘さそわれるなんて、本当にもう「正気か？」と、「胃に穴を空あけて殺す気か？」と疑ったものです。

　正直な所、今もまだその疑ぎ惑わくは晴れていないのですが、せっかく与えて下さったチャンスを無む下げに出来る訳もなく、こうして一冊の本を出させて頂いた次第です。

　そんな、プレッシャーでビクビク震ふるえながら書いた本作ですが、少しでも楽しんで頂けたでしょうか。

　では、ページも尽つきてきたところで皆様に謝辞を。

　お忙いそがしいなか打ち合わせの時間を割さいて頂き、幾いくつも助言やアイディアを下さった、水野良先生、矢野俊策先生。

　キャラクターに美び麗れいな姿を与えて下さった、春かす日が歩あゆむ様。

　担当編集Ｈ氏を始め、グランクレストの企画に参加して下さった関係者の皆様。

　そして、この本を手に取って下さった読者の皆様に、心からの感謝を述べて、締しめの言葉に代えさせて頂きたいと思います。




　追記・冒ぼう頭とうの巨きよ人じんは北ほく欧おう神話のアレです。





２０１３年８月　夏希のたね
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